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第41回全国学校歯科保健大会

挨拶する湯浅・日学歯会長

大会を終えて

神奈川県歯科医師会長

　　　加　藤　増　夫

　夜来の雨もあがった秋。第41回全国学校歯科保

健大会は「保健指導と保健管理の調和」一より

よい歯科保健活動の実践をめざして一をテーマ

として，昭和52年9月30日・10月1日の2日間に

わたり本県において開催いたしましたところ，全

国より多数の日学歯加盟団体の諸先生をはじめ，

教育関係各位の御参加をいただき，諸事万端不行

届きの点も多かったと存じますが，従来にない盛

況で終了することができましたことはひとえに参

加各先生方の絶大なる御支援御協力の賜と深く感

開会前の打合せをする神奈川県歯のみなさん

謝申し上げる次第であります。

　さらに神奈川県，政令市たる横浜，川崎，横須

賀各市の教育委員会から物心両面にわたる御援助

を賜わり，かつ関係各位の約10ヵ月にわたる諸準

備に鋭意御協力をいただいた結果が本大会成功裡

に終了し得ましたもので，これまた深謝申しあげ

ます。

　第1日目は大会式典，表彰式，学校歯科の鐘引

継ぎ，記念講演，特別発表としての市立聾学校生

徒の創作舞踊，研究発表，全体協議会とスケジュ

出発進行を宣言する加藤会長
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一ル通り進行し，会場たる県立音楽堂は1，500有

余名の参加者で立錐の余地なきまでの盛況であり

ました。

　会場前の広場ではライオン歯磨KKの協力によ

るミタンポポ号．3台，神奈川県教育委員会歯科

巡回診療車，県衛生部歯科保健指導車，県衛生部

栄養指導車の計6台がせいぞろいし，いわぽ歯科

保健の連合艦隊のようで付近の幼稚園児，小学校

児童の刷掃指導とフッ化物塗布・初期う蝕の充填

と乳歯抜歯，本県歯科医師会が公衆衛生活動とし

て地域住民に展開している「間食無糖運動」一

よい歯のよい子のよいおやつ　　のメニューによ

る無糖おやつの作製を県栄養士会の方がたの協力

で実演と試食をしていただくなど，参加各位に御

らんをいただき，感銘を与えたことと存じます。

　第1日目終了後は参加各関係者の方がたを市内

中華街の重慶飯店別館にお招きし，和気あいあい

の中で学校歯科の歴史や苦しかったこと，たのし

かったことなど時間のたつのもわからない雰囲気

でした。

　第2日目は領域別に3会場にわかれ，横須賀市

立汐入小学校，横浜市立本町小学校，神奈川県歯

科医師会館で健康相談の展開，予防活動のすすめ

方，地域歯科保健とのむすびつき，について種々

協議が行なわれ，多数の参加者で各担当も汗を流

しました。

　今日の歯科界に対する社会よりの厳しい批判の

中で，学校歯科医の方がたが自分の診療所を出て

学校において児童生徒の歯科保健前進に努力して

いる姿をみて，父兄の立場としてもその努力を認

識し大きな信頼感に変わりつつあるところで，今

回の大会を通じて県下の学校関係者に学校保健の

重要性を深く認識せしめ，さらに感銘をあたえた

ことを深く喜びとするものであります。

　関係諸兄の御多幸を祈念し御礼といたします。

　　　　　　　大会宣言

　われわれは学校歯科保健における管理と指

導の調和を基盤として，広く関係者の協力に

より予防を主としたミ第4次う歯半減運動．

を推進しつつある。

　児童・生徒のむし歯予防をふくめた歯科保

健向上のため，行政および地域・学校の強力

な連携のもとに保健教育の徹底と保健管理の

積極的な推進を展開する以外に方法はない。

　ここに新たな決意をもってその実現に努力

することを宣言する。

　昭和52年9月30日

　　　　　　第41回全国学校歯科保健大会

全

日
本
よ
い
歯
の
学
校
の
授
賞
を
す
る
湯
浅
会
長

奥村賞を授賞する向井・日学歯名誉会長

3



大会では裏方の要項

一
古くなるほど真価が

神奈川県歯科医師会広報委員（大会要項作成委員）

　　　　　　　　　　　高　橋　紹　光

　第41回の全国学校歯科保健大会は次回大阪での

再会を約して盛会裡に終わった。

　私自身2つの公立小学校と1つの県立高校の学

校歯科医をやって10数年になるが，せいぜい保健

委員会に出席するか，むし歯予防デーに講演をす

るくらいで，正直いって学校歯科医会の動きや，

学校歯科保健大会にはあまり縁がなく，その意味

での経験は皆無にひとしかったといってよいQ

　それが今年度からは地区学校保健会副会長にな

るめぐり合せになって，日本学校歯科医会という

ものに対する認識も新たになりつつあった矢先に

飛び込んできたのが，第41回大会の要項を作成す

るという大仕事であった。

　昔から，広報畑一筋であり新聞や雑誌を作るこ

とにはいささか自信があったものの，300ページ

を越える冊子については2，3度の経験しかなく

多少の不安が残った。

　ことここにいたって大変申しわけない次第であ

るが，学校歯科保健大会には年々要項と呼ばれる

りっぽな冊子が発行されていることを初めて知っ

た。

　この11冊を見ればどこの大会ではどんなことが

協議されたかが一目にしてわかり，それだけでは

なく，この冊子が過ぎ去った過去の大会を物語る

唯一の貴重なものになっていることも知った。

　これだけの大会を運営するにあたっては地元県

歯は持てる力を総動員して，それこそ日夜努力す

るわけであるが，いざ大会が終了してしまうと後

には何もといってよいくらい残らず，末代までも

形あるものとして残るのがこの大会要項であり，

それだけに大きな意義を有すると同時に，失敗は

許されないという宿命を背負った事業でもあると

いえた。たった1つの誤植でさえ永久に残ってし

まうのだから，ある意味では非常に萌酷な仕事で

もあった。

　「基本的には従来の編集スタイルを踏襲し，そ

の中ですこしでも読みやすいように工夫をこらし

たつもりです。」

　これは今回の大会要項のあとがぎの1節である

が，長年にわたってつづいてきた要項のかたちと

いうものがあって，その基本的なものは変えるこ

とができないという前提のもとに仕事はすすめら

受付風景　その1 受付風景　その2
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れた。

　出稿から製本までをでぎるだけ短期間であげて

くれるところ，そしてむりを聞いてくれるとこ

ろ，このようなムシのいい条件を満たしてくれる

適当な大きさの印刷所は神奈川県内広しといえど

もそうあるものでなかった。本を作ることの本当

の苦しみはその経験のないものに絶対にわからな

いといえる。その意味で，私は今回の仕事を受け

持ってくれた横浜市の「もくよう社」には今でも

大変感謝している。

　余白を活用してミ学校歯科の鐘．を紹介，さら

には近代歯科学発祥の地として広く知られる地元

横浜の横顔をスナップ，息抜きとした。目次や見

出し，挨拶のレイアウトなども全体の流れの中で

考えたために一貫したものとなっている。

　研究発表もその全部を集録し，この1冊があれ

ばすべてこと足りるように努力し，最後の追い込

みにはすさまじいものがあった。

　担当の神奈川県歯事務局の池田光雄庶務課長，

篠田豊職員のそれこそ献身的な協力，貴志淳理事

はいうにおよぼず，こういった蔭の力があったれ

ばこそ400ページになんなんとする第41回全国学

校歯科保健要項が，どうやら人さまに読んでいた

だけるようにできあがったのである。

　大会には，私も日本歯科医師会広報委員として

取材に当たったが，当日は袋に入れられてただ事

務的に渡され，それがあるのが当然のごとくに開

かれる冊子だが，これが先生方の目にふれるまで

には，本作りにはズブの素人である担当県歯の全

員の涙ぐましい努力があるということをこの機会

に再認識してもらいたいものである。

　そして次期の大阪大会はいわずもがな，延々と

つづく本大会を後世に伝えるべき大会要項がます

ます充実したものになるよう祈ってやまない。

第1領域「予防活動のすすめ方」を終わって

神奈川県歯科医師会 学校歯科部会副部会長

　　森　田　純　司

　第41回全国学校歯科保健大会が神奈川県を開催

地として選ばれ，大会と3分科領域別協議会を主

体行事として，1年の準備期間で進行してきまし

た。

　第1領域は“予防活動のすすめ方．を主体と

し，予防活動は広い範囲でいろいろの面がたくさ

んあるが，特に補助者（歯科衛生士）を使って活

動する向きを主体として考えた。ここでは，ご承

知のように日本で初めて試みられた横浜市学校保

健会が運営にあたっております歯科保健事業（学

学校歯科の鐘は大阪に 神奈川県の歯科バスと栄養指導車
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校巡回歯科衛生士）を中心とし各方面の同様な事

業を集めてみました。

　う歯予防施策のなかで適切な歯口清掃法を習得

させることが重要な課題となっております。しか

も効果的な1手段ではありますが，学校歯科保健

は児童あるいは生徒自身が自分で健康な「歯」を

守ろうとする意欲を1函養することも任務の1つで

あります。このような観点から集団指導，個別指

導といった方向から，この領域についての討議を

おこないました。

　座長には神奈川県に非常に関係のある，しかも

横浜市が発表した事業の創始者でもある榊原教授

にお願いした次第であります。

　領域責任者として大変喜ぽしかったのは主催者

である日学歯が，学術委員会からの答申にもとつ

いてミ巡回歯科衛生士の導入．についての要綱を

大会当日にお示しいただけたことで，このことが

領域協議の展開にあたり，大きな支えとなりまし

た。

　歯科衛生士の巡回活動も，全国的にみますとま

だ数多くないということで神奈川県内の横浜市，

横須賀市と平塚市の状況が発表されたのですが，

全国的にみても大変珍しい，衛生行政を教育行政

の関連といった面から市川市保健部健康管理課が

演題を出して発表されました。日時切迫の状態の

なかで，快く応じていただいたのは望外の喜びで

したo

　会場とした横浜市立本町小学校は市内でも創立

の古い学校で第25回の大会にも会場として使われ

たところで，学校保健では知名度が高く，学童の

給食のミルクにフッ化ナトリウムを長いこと添加

していたことも有名で，現在は生牛乳の給食とな

って中止しております。

　なにはともあれ，天候に恵まれ，会場を圧する

参加者の出席をえたことは責任者として，この上

ない喜びでありました。

　設営にあたり惜しみないご支援を下さいました

学校長および横浜市教育委員会岡田学校保健課長

をはじめ関係各位に深甚の謝意を表します。

　研究発表にあたり，発表者各位は申すに及ぼ

ず，この助言にあたられた千葉県市川市の健康管

理課長，横浜市立瀬谷小学校諸星校長先生の皆さ

んに，ご苦労さまでしたと申し上げます。

　なお，この領域についてのお問合せなどありま

したら，神奈川県歯科医師会館内横浜市学校歯科

医会あてご連絡いただければ幸いです。

特
別
講
演
の
紹
介
を
す
る
前
沢
・
神
奈
川
県
歯
副
会
長

横浜市立聾学校のみなさん　その1．山寺のおしょうさん

6



第2領域　あれこれ

神奈川県歯科医師会 学校歯科部会副部会長

　　谷　　　幸　信

　昭和52年10月1日秋晴れのもと関係者午前8時

集合，8時30分には連絡打合せ終了，各自あらか

じめ定められた部署につきはじめると，すぐに遠

方からの参加者が見えられ，受付，来賓受付は大

あわて。

　汐入小学校講堂入口に設けた一般参加者への応

対も，岡田県歯事務局次長以下事務局諸君の大奮

闘で，なんとか切りぬける。一方，来賓は定刻に

近づくのにお見えにならない。あわてて探すとす

でに講堂の一般席に座っておられる。急いで胸章

をつけてあげ壇上にご案内するといった一幕もあ

って定刻に開会式が開かれた。

　さて，鈴木汐入小学校長のオリエンテーシ・ン

が終わり，健康相談についての実演，カリオスタ

ットの説明があると，とたんに質問，健康相談に

おける質問応答が聞こえない，内容についてもっ

と知りたい，カリオスタットの培地の単価はいく

らか，このような高い材料は一般の学校では使用

不能とか，質問あり，意見あり，壇上の谷歯科校

医しばし立往生。

　やがて校内参観の時間となり，ほっと一息。学

級担任による学級指導，歯科衛生士による歯口清

その2．歩行者天国

掃，栄養士による栄養指導等についてはこれとい

った問題もなかったようであるが，弱視児童に対

る指導学級，ひまわり教室はかなりな反響を呼ん

すだようである。

　来校された方がたの中には廊下に展示してある

図工の作品に対しても細かな指摘を受け，今後の

指導上にも有益な結果がでることと思う。

　午後の研究協議会に入るや，森本教授の絶妙な

司会により，山田日本学校歯科医会常務理事によ

る保健指導についての正しいあり方が懇切丁寧に

説明され，研究協議の方向づけがなされた。次い

で松谷食生活改善協会理事長による栄養，学校給

食に関する重要性が述べられ，参加者一同大いに

参考になったことと思う。譲原先生によるご指導

があり，各演者の発表の後，質問があり，フッ素

の問題，フッ素洗口の問題，染出し錠の問題など

活発な質疑応答があり，いずれも助言の先生の適

切なご指導ご助言により解明され，予定時間を超

過して閉会となった。

第
1
領
域
の
説
明
を
す
る
森
田
・
横
浜
市
学
歯
会
長
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　終わってからふりかえると2時間半の時間が短

く，もっと十分な時間をかけて協議すべき点が多

多あったといささか残念に思った次第である。

　短時間の準備で開催したために，遠隔の地から

おみえになられた先生方には満足いただけたかど

うか心配をしております。なおご質問などありま

したら神奈川県歯科医師会学校歯科部会にお問い

合せ下されば幸いです。

　おわりに横須賀会場まで日学歯の向井喜男名誉

会長においでいただけたことに感謝します。

雑感一第3領域より

神奈川県歯科医師会 学校歯科部会副部会長

一　戸　俊　治

　今回の成功はなんといっても快晴に恵まれたこ

とを第一に挙げねばならない。次に主題の設定，

内容ではないだろうか。医療界にとって大変きび

しい世相の中で，会場の内外を問わず全国各地よ

り数多くの参加者，加えて地域住民の関心と理解

を深めたものは，巡回自動車の見学，実地指導，

間食無糖菓子の作り方，そして試食であった。

　一・般住民にはわれわれは常に診療室の中で「あ

く・ら」をかいているとの認識の中で，ことに学校

保健の場をとおして外に啓蒙の運動を推進し，真

の国民医療は相互の信頼と，前向きの姿こそいわ

ば失地回復の意味合をこめて，この主題がもたれ

たことに意義がある。

　またあらためて多くの住民の真摯な質問の中に

轟蝋蝉

第
3
領
域
の
説
明
を
す
る
＝
　
・
川
崎
市
学
歯
副
会
長

関心の深さを表現されたといえよう。

　さらに他の因子としては行政と歯科医師会との

密接なcontact。私はことに第3領域では，県教

委はもとよりであるが川崎市教育委員会の積極的

な協力が大きな盛会への誘因と言えると思う。市

教委の方がたは自分たちの大会として学校保健課

の全力を挙げてそれに投入された。

　その成果は，湯浅泰仁会長，吉田螢一郎調査官

から絶大なる賛辞として表現され，また，これが

学校保健の前進につながるものと助言の中でも言

わしめた一因であろう。紙面をかりて深く敬意と

感謝を申し上げたい。

　さてややもするとこの種の大会は特定の人びと

の会合のようにうけとめられがちではあるが，昼

鑑；

糠盈

審
、

撫ヌ

全
体
協
議
会
の
発
表
者
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食のときに上映した「歯」の映画がよりいっそう

知識の吸収に役立ったのではないだろうか。早速

借出しの方法を相談された方があったのはそのよ

き現われと思われる。とかく批判の多い現在，フ

ーヘランド著「医戒」の冒頭に「医療は人びとの

ためのものであり公共のものである。われわれの

生活をenjoyするものではない」とある。学校保

健は公衆衛生活動とともに信頼回復の最先端を行

くものと確信した次第。

　Exampleとしての巡回自動車，得てして無歯

科医地区の，あるいは歯科医がいても大変交通の

不便な地域の人びとはその存在を知ってはいる

が，都会の人びとの方はこれのあることを知らな

い，、時宜を得た表題が多数の人びとの足を運ぽせ

た最大の理由であろう。

　幾度か徹夜して万全を期した事務局員，朝早く

から準備していただいた関係各位に，あらためて

厚くお礼を申し上げて拙文を終わる。

裏話，こぼればなし

神奈川県歯科医師会理事

　　　貴　志　　　淳

　大会と研究協議会に雨天を想定して準備してい

たのは当然でありましょうが，それが杷憂であっ

たのは結構なことでした。このことが参加の関係

者が会場に盗れたひとつの要因でありましょう。

　本会の加藤増夫会長は名指揮者であって奏者を

完全に掌握され，人はその術中にはまっていくよ

うな感じさえします。

　40回の大会を経験された栃木県歯の鎌田俊夫副

会長の御支援も忘れることができません。前回の

例にならって，ということが成功の因とするなら

ば栃木県の方向には足をむけては寝られません。

　満堂の参加各位を泣かせた聾学校の児童・生徒

の創作バレエは加藤会長の肝いりで，出演交渉か

神奈川県歯科医師会館（10月1日）

ら段取りまでやられました。この発表には横浜市

教委の学校保健課には特段のご協力をいただきま

した。

　“わたくしの人生観．一創作活動をとおして一

は県教委の社会教育と本会の前沢進副会長によっ

て設定されたもので，特に前沢副会長の講師紹介

は，正にプロの味がしました。佐藤愛子氏の今後

のご活躍を祈ります。

　式典の段階で介添をしたのはこミス横浜．のお

嬢さん方で，通常は港ヨコハマの出船，入船に振

袖姿をご披露するのですが，今回は特に県教委と

本会上田譲専務理事が出演交渉にあたられ，錦上

花を添えられました。でもこの節はきびしくなっ

フッ素塗布を受ける子ども（10月1日）
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て，有料であったことを付記します。

　お昼休みにやらせていただいた第4回神奈川県

歯科保健賞の授賞式は，この賞は公衆歯科衛生活

動への寄与ということですが，今回の受賞者4名

中3名までが学校保健であったということで，公

衆歯科衛生のなかで学校歯科保健の占める位置は

高いといえるようです。

　研究協議会は，会場が横浜が2ヵ所，横須賀が

1ヵ所と都合3ヵ所でありましたが，横須賀は多

少遠隔でありましたため大変ご迷惑をおかけしま

した。しかし各会場とも満員という盛況で，加藤

会長以下たいへんうれしく，喜ぽしく思いまし

た。それにしても，それぞれの領域の責任者とな

ってもらった本会学校歯科部会の森田（純），一戸，

谷の3副部会長に感謝します。

　この大会では大会要項の作成に始まり，大会要

項の完成で終わったという感じがするほどの難事

業といえるでしょう。作成委員は原稿の依頼から

割り付け，校正とご苦労様でした。

　救護所には看護婦1名を準備し，緊急医薬品の

用意をするとともに会場近くの消防署に緊急時の

救急車の手配をしておきました。しかし大きな病

人のなかったのは幸いでしたが，おとずれた急病

人のいくつかをひろってみますと，オミヤゲ品の

三角正規の角で指を傷つけた人，2，3日前からカ

ゼ気味の人がむりして来たので気分がわるくなっ

た人，会場に温れた人の人いきれで気分がわるく

なった低血圧の人など，11人が救護所に見えま

した。

　大会当日，広い駐車場に整列した連合艦隊の威

容はまさに当日の圧巻で，実際に予防処置を含め

た歯科診療にあわせて，キッチンカーによる≒お

すすめできるオヤツ．のデモンストレーションが

ありました。これに御協力いただいた神奈川県衛

生部，教育委員会それに民間団体であるライオン

歯磨KKのみなさんに感謝します。
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特別講演

わたくしの人生観

創作活動をとおして

　私は元おかみさんでして，そのおかみさんに落

第して物書きの端くれになりました。前は，必然

的に女房の立場からものを見たり考えたりするこ

とが多く，したがって日夜夫婦げんかの絶え間が

ないという生活をやっておりました。

　ソクラテスにはクサンチッペという世界三大悪

妻の筆頭に数えられる大悪妻があり，どんな悪妻

であったかといいますと，夫のソクラテスがすこ

しも妻の話しかけに応じてくれませんので，たえ

ずヒステリー・一一・のような状態でした。ある日ついに

バケツの水を頭からぶっかけますとソクラテスは

空を仰いで「夕立が降って来た」と一言つぶやい

て表へ出た。それを見ていた弟子どもが，ソクラ

テスに「あなたは奥さんから，あんなにひどい仕

打ちをされて，どうして黙っているのか，なぜ

怒らないのか」と言いますと，ソクラテスいわく

「君はガチョウがガアガアなくからといって，本

気になって怒る気がするかね」と言ったというん

です。

　私はその頃，女房でありましたので，それを読

んで非常に憤激しました。なぜ悪妻が生まれるの

か，それは悪亭がいるからではないか。男はわが

身を省みずしてすぐに悪妻だ，妄妻だというが，

そう簡単に男の立場でいろんなことを決めてもら

っては困る，と怒っておりました。私の家のも日

本版ソクラスのような亭主で，私はクサンチッペ

のような立場でけんかすることが多く，我が家に

出入りする文学友達から「ああ，あの女房はどう

しようもない」と言われていました。

　私は26歳で最初の結婚に失敗して，文学をやっ

てひとりで生きて行くようにしようと決心しまし

た。亭主の出来不出来で女の人生が決まるなんて

佐藤　愛子

玩

峨職
熱
嚥，

ばかげたことがあってはたまるか，と。亭主がよ

くてもわるくても関わりなくひとりで生きていく

力を身につけたい。そういう力さえ持っていれ

ば，別にボンクラ亭主でも構わないんじゃない

か，という考えで文学を始めたわけです。

　私の父は小説家で，兄も詩を書いて生活してい

ましたから，ちょうど，歯医者の息子が歯医者に

なろうとするのと同じじゃないかと思うんですけ

ど，一番身近な職業として作家を見ていましたか

ら，やっぱり作家がいいんじゃないかと，簡単に

考えておりました。2，3年も勉強すればすぐに

それで食べていけると思っていましたが，来年あ

たりはきっと文壇に出られるだろうと思いながら

10年経ってしまい，2度と結婚などしないと思っ

たのか，運がわるいというか，愚かというか，ま

た2度目の結婚をしましたのが日本版ソクラテス

というわけです。

　毎日女の立場，女房の立場というのがなんとな

く情なく，嘆かわしくてしょうがありませんでし

た。そこで「ソクラテスの妻」という小説を書い

て，うっぷん晴らしといいますか，悪妻の叫びを

世の中に訴えてみたいと思ったわけです。書いて

いるうちにだんだん気がついてきました。

　ここで，ちょっと他の話になりますが，日本の

昔話の「舌切り雀」，これはおばあさんがのりを

食べた雀の舌をちょん切って，いろいろと話が展

開するわけです。男の人はいかに女が惨酷，欲張

り，単純，あほうであるかを教えている話である

というふうに言うんですが，大体おとぎ話に出て

くるおぽあさんはみんなわるく，よいおぽあさん

はあまりいない。おじいさんは，たいていよい人

で，これをもってしても男は女よりいかにすぐれ
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ているか，昔から分かってたんだ，というふうに

言われる。

　で，私はその意見にもひどく憤がいして，ある

日考えました。この舌切り雀のおじいさんは一体

何を職業にしている人かよく分かりませんが，あ

まり働き者でなく，のらくらして，雀かなんかか

わいがる，ぐうたらではないかと思われる。そう

いうおじいさんといっしょにいるもので，必然的

におぽあさんがガミガミ屋にならざるを得ない。

家庭の切り盛りに一心不乱になっていますと，つ

いいろんなことに小うるさくなってしまうわけで

す。その洗たく物ののりでも，働き者でないおじ

いさんといっしょにいる身では，お釜の底に残っ

たごはん粒を集めて作ったのりではないか。長年

貧乏世帯を切り盛りしてきた私としては，すぐに

そういうふうに思うわけです。

　そののりを雀が簡単になめてしまいました。大

げさかもしれませんけれども，こののりは主婦の

涙と汗の結晶ともいうべきで，そう簡単に雀ごと

きになめてもらいたくないわけです。鋏で舌をち

ょん切りたくなる気持ちは，私などにはよく分か

ります。しかし，男性はすぐに，女はかくも惨酷

であると簡単にぎめつけてしまう。そしてその雀

が大して痛くもないのにチイチイと大仰になき騒

ぎ，これはかわいがられてるものの常として，お

じいさんが心配してアタフタするであろう，と見

抜いて，わざと騒ぎたてたのではないか。どこか

へ行ってしまい，おじいさんは，雀の思惑どおり

にえらい心配して，また働きもせずに「雀のお宿

はどこじゃいな」と言って探しに行く。すると竹

薮の後から雀が出てきまして“おじいさんようこ

そ”と，今日あたりおじいさん来るだろうとあら

かじめ推察していて，長い挟の着物かなんかに着

替えてるのが実に小にくらしく思えるわけなんで

す。

　ごちそうもちゃんと用意してあって，金屏風の

前におじいさんが脇息にもたれてお酒を飲みなが

らやにさがって，雀はその前でチャラチャラ踊り

ますと，いい気になって手をたたいて喜んでいる

わけです。その時におぽあさんの方は何をしてい

るかといいますと，これはやはり暗い灯の下で今
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日も不如意な家計の切り盛りの一端であるところ

の占着の繕いをしたり，縫い替えをしたり，夜な

べ仕事にかすむ目をこすりこすり起きているにち

がいないんです。そういうおばあさんの悲しみも

思わずして，おじいさんはお酒飲んでいい気にな

って，雀とチャラチャラやっている。それで帰り

に，大きなつづらがいいか小さいのがいいかと聞

かれますと，甲斐性もないくせにみえだけは一人

前で，小さい方を，と答えます。その小さい方か

ら宝物がいっぽい出てきた。おばあさんはそれを

見て，怒り狂って「なんで大きいのをもらわない

か」ともうその手がふるえるような思いがする。

その気持ちが私は実によく分かるわけです。

　そこでおぽあさんは，さぞかし舌をちょん切っ

た自分を恨んでるであろうなんて考える余裕もな

く，自分が行ってもらってくる，もらってくると

尻ばしょりをして出かけるわけです。そして「ご

ちそうなんかいらないからつづら，つづら。大き

いの，大きいの」と叫んで，上へあがらないで玄

関先で大きなつづらを背負って帰ってきます。家

へ帰ってからゆっくり見れぽいいものを，あの話

の様子ではあまり重たいので道に下ろして一服す

るんですね。で，その大きなつづらに入っている

であろう宝物を想像しながら一服しているうちに

ちょっとだけ見たくなる。この，ちょっとだけ見

たくなるところに，なんとも言えない女のあわれ

があります。すると，中からガバッとブタが開い

て三つ目小僧とか大入道とか傘のお化けとか，い

ろいろ出てきて，おぽあさんびっくり仰天して腰

を抜かす。

　そうすると男の人たちは言うんです　　女はか

くのごとく単純，あほう，欲張りである。いじわ

る，惨酷の上に欲張り，単純，あほうがついて，

その上に腰を抜かすという，おぽあさんとしては

踏んだり蹴ったりのはめになって，しかも後々ま

で語り伝えられて，女はかくのごとくだめな存在

である，と言われなければならないのは，まこと

におばあさんとしては心外ではないか。

　女は本質的に男より劣っているのではなく，も

っと別のものが女をそうさせているんだ。この話

は女に反省を促す話であるどころか，涙なくして



は語れない女性哀話ではないかとすら私は思うわ

けです。

　このように光の当て方によって一つの事がらで

も違ってくるわけですね，見方が。そちらから当

てるとおばあさんが欲張り，単純，あほう，いじ

わるだが，こちらから当てると，女にとって現実

というものがいかに大事であるか。男はロマン

チストなんです。で，女はリアリストであるとい

う，こういう本質的な隔絶がこの話を生んでいる

んであって，おぽあさんが本質的に残酷，欲張り

なんじゃなくて，現実というものが女にとってあ

まりにも大事であるがために，それ以外のことが

目に見えなくなってしまう。そういう狭さが女に

はあるんだ，と。だからそういう男と女の差をこ

の話は語っているのであるということであれぽ，

私もうなずける。

　そういうことを，たまたまそのころ考えまして

「ソクラテスの妻」で最初，悪妻の恨みをここで

晴らしてやろうという意気ごみで書いておりまし

た。その途中で，いや，これは女の恨みつらみで

書いたんじゃだめなんじゃないか。女の立場から

いうと，こういう亭主といると悪妻になるんだと

言えないんじゃないか。これは家庭を守る，現実

を守るということがそうなんだ，と。しかし男が

生きるということは非常にロマンチックな，夢に

向かって走っていくという，そういう男の本質で

すね，そういうふうなものがあって，これはどう

しても相あうことのない2つの存在なんだ，と。

だから，どっちがいいわるいとかという問題では

なくて，男と女というものは要するにそういうも

んだ，そしてそういう隔絶の上で夫婦が生きてい

かなけれぽならない。そういう悲しいものだとい

うことを書くべきであった。これは大変いい，私

としては進歩したといってもいい考えにたどり着

いたんですけれども，時すでに遅く，小説はでき

あがっておりまして，できあがった後で「しまっ

た」と思ったんですQこれは芥川賞候補になりま

したけれども，賞はいただけませんでした。で，

賞をいただけなかったのは，そこに私のまだ未熟

な部分があったので当然だと，あとで気がつきま

した。

　私は元おかみさんの端くれで，今はどうやら世

の中に出て，いわゆる男の立場のようなところに

身を置ぎ，子どもを育て，人を使い，まあ家庭ら

しきものを作っておりますが，それでかつては女

の立場からいろいろ男をみて，言いたいことがた

くさんありました。自分が男のような立場になっ

てみると，どうやら男の気持もいくらか分かって

きました。男の気持も，女の気持も分かるという

のは非常にいいようでいてやっかいなもので，労

働者の気持も分かるし，資本家の気持も分かって

はやりにくいのと同じように，現実生活の中では

やりにくくなってきました。

　講演を頼まれますと，男と女の間からという，

つまり男と女の今や中間的立場に立ってしまった

人間が，その両方をみるというふうな，そういう

話でもしようかと，そんな演題を申し上げまし

た。会場へ行ってみますと「男と女の間柄」とい

うタイトルが舞台の中央に張ってありまして，何

かエロっぽい話でも聞けるんじゃないかと思って

期待してこられた方を，非常に失望させたことも

ありますので，今日は言われるままの演題にしま

した。

　小説家の中には，自分の子どもは絶対に小説を

書く人間にはしたくないと言う方が大変たくさん

おられます。10人の作家の9人まではそう言われ

るんですね。締切が近づいて来たときの苦しさと

か，その他もろもろのことを挙げて，絶対にこう

いうやっかいな苦しみをさせたくない。私は自分

の娘も才能があれぽ物を書く人間になってもらい

たい。それはなぜかということを，これからお話

ししたいと思います。

　私の父は佐藤紅緑と申しまして，昭和の初めに

少年小説を書いて，忠君愛国であるとか，親に孝

行をせよとか，友情を重んぜよとか，あるいは勇

気をもって事に当たれば必ずや苦境を脱すること

ができるであろう，なんていうことをいっしょう

けんめいに小説に書いて，少年たちとくに地方の

貧しい不如意なことの多い少年たちを励まそうと

した作家でした。

　私には兄が4人いて，一番上がサトウハチロー

で，長男なのになんでハチP一かとよく聞かれる

13



んですがおじいさんの8番目の孫であったので八

郎で，後でよく勘定したら9番目だったのです。

後に詩人としていくらか知られるようになりまし

たが，不良少年として有名でありました。その下

の3人の兄がいて，4人の兄全部がいろんな型の

不良で，佐藤の伜といえぽ不良の代名詞のように

なって，どこかに不良少年がいますと，佐藤の伜

とどうかと言います。やれ1番上のよりはましだ

けども，2番目のよりはすごいとか，一種のバロ

メータのようになっておりまして，私の父は自分

が小話の中でりっぱなことを書いているのに，そ

の伜がいつも世間を騒がしている不良である。こ

ういうことでは国家に対して申しわけないから，

今日から筆を断つ，というふうに何度も申しまし

た。

　私の母は，そう簡単に筆を断たれては国家に対

して申しわけは立つかもしれませんけれども一家

が飢死しますので，そのつど何かと慰め励まし

て，引きつづき小説を書かせるためにいっしょう

けんめいになったわけです。

　私は幼い頃，そういう父母の苦しみ，そして兄

たちのような所業を見て育ったわけです。私の父

はその頃，少年小説の中に異常にまじめな正義心

あふれる少年を一人設定して，それと対照的に悪

たれを必ず設定して，その絡み合いで小説が進ん

でいくという，そういうパターンになっておりま

した。私の父が兄たちのことを嘆いたり憤がいし

たりしているのを見ますたびに私は，おとうさん

は少年時代にはきっと，あの小説の中に出てくる

ようなまじめな正義感あふれる少年だったにちが

いない，と思っておりました。

　私は，父が50歳の時に生まれて，父の若い頃ど

んな生活だったか，30代40代のことは全く知りま

せんでした。ただ，50を過ぎた父は大変気が短く

わがままもので，私の家はその頃甲子園の野球場

のぞぽにありまして，野球のシーズンには毎日そ

の頃の中等野球，今の高校野球を見に行っており

ました。それにいっしょに連れて行かれるのが何

よりも苦痛でした。

　というのは，自分のひいきしているチームが負

けてきますとだんだんきげんがわるくなり，いき
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なりとなりに座ってる人の足をなぐったりするん

です。なんでなぐったというと，貧乏ゆすりをし

てるのが不愉快だと言うんですね。また，野球場

にはパンとかおせんべいとか売りにくるおじさん

がいますが，やっぱり自分のひいきチームが負け

ますと，そういう人に文句をつけるわけです。若

者が汗を流して野球をやっているときにアンパン

食うとは何ごとかと言って，買った人も叱られ

る。パン屋のおじさんはそのうちに私の父の顔を

覚えて，父が野球場に現われますと，売場を変更

するとかというような，迷惑をかける人だったん

です。

　いつだったか，川上哲治さんと座談会をやりま

したときに，父の話が出ましたが，私の父は盗塁

を選手がしますと激怒して，見物席に突っ立ちま

して，塁を盗むとは何ごとか，正々堂々の戦いに

あらずと叫びました，と言うと，川上さんは苦笑

しておられましたが，ホームスチールなんかする

と，もうそれは点数とみなしてはいかんとアンパ

イアに食ってかかったような，大変なうるさいや

っかいな人だったんです。

　私は，そういう父の一生を小説にしてみないか

と，ある雑誌社から頼まれ，若い時代は分からな

いけれども，おもしろそうだから，じゃあ書いて

みましょうと取材にかかりました。

　父の故郷は青森県弘前で，もちろん父は亡くな

っておりましたから，弘前へ取材に行きました。

すると，この弘前で佐藤の伜と言えぽ知らない人

はない不良少年であったことが分かったわけで

す。自分の伜が不良になったときに国家に対して

申しわけないなんて，自分がひどい不良だったわ

けです。どんな不良であったかというと，硬派の

不良で，1日に1回ははだしになって両手にげた

を持って町の大通りを走っています。すると町の

人が，佐藤の伜がまたけんかに行くわ，と言った

ぐらいにけんかに明け暮れておりまして，日に1

度は殺すか殺されるかのけんかをして，家へ鼻血

を流して帰ってきたと言うんですD

　あるとき父の中学が火事で焼けました。すると

またはだしで町を走っているものですから，あの

悪たれでも，さすがに心配になったと見えて走っ



てるか，と町の人が言ったんですが，火事の現場

にかけつけた父は，羽織を脱いで，もっとよく燃

えるようにあおいでいたというんです。

　で，ついには上級生のげたを集めて焚火をし

て，それでイモを焼いたのが原因で退学になりま

した。そういうくだらないことで退学になった。

私の祖父は，これは津軽藩の微禄な藩士で，いわ

ゆる侍かたぎを時代が変わっても持っていた人

で，やかまし屋で有名で，弘前では，また父とは

違う意味で知らない人はないという人物だったわ

けです。

　地方名士のような立場になっており，中学の入

学式や卒業式の来賓として招かれることが多かっ

たんです。ある年，校長先生が勤倹貯蓄の奨励演

説をして，みんないっしょうけんめいに貯金をし

ろと言われたら，来賓席で私の祖父が立ち上がっ

て，侍の子に金をためるのを教えるとはなにごと

か，そういう学校は焼いてしまえ，と叫んだの

で，以来方々の学校からどんな式典があっても呼

ばれなくなった。父はそういう男の息子だったわ

けです。

　私の父は，それで，おイモ焼いて放校になった

なんてことになると，どんなに殴られるか分から

ない。これは殴られるより先にいなくなった方が

早いと考えて，中学の4年生ですけれども，自分

で握り飯を作って，それを4つ懐に入れ，家出を

した。東京行きの汽車に乗りました時は，懐中わ

ずか35銭ぐらいしかお金もありませんでした。そ

して今でもその時の写真が残っておりますが，木

綿の袴に木刀を持ち，かすりの着物を着て，髪は

ぼうぼうに逆立っております。

　上野に下り立ちましたときは，汽車の中でまた

だれかとけんかして片一方のげたをなくして，片

足にだけげたをはいて，片一方ははだしという状

態で，木刀を持って，食べ残しの握り飯が一・つだ

け懐にある。そういう形で上野に下りたわけです。

　父の兄が東京で勉強しておりましたが，その兄

が心配をして陸凋南という当時の日本新聞の社主

をしておりました国粋主義者の玄関番に入ること

ができました。そこでまあ働いておりましても，

となり近所の書生さんとけんかをしたり，なんか

前田侯爵の家の土佐犬を殴り殺したという話も残

っているんです。そういう乱暴な明け暮れがあり

ました。そのうちに日本新聞に社員が足りなくな

ったので，見習で手伝うことになりました。

　正岡子規が学芸部におり，机を並べて仕事をす

ることになりました。正岡子規はまた非常に変わ

った人で，人が好むと好まざるとにかかわらずむ

りやりに俳句を作らせるやっかいな人だったんで

す。作りたくないというのにむりに題を与えて，

明日までにこれを20句作ってこい，30句作ってこ

いと毎日のように言いますので，しょうがなしに

みんな俳句を作るようになりまして，私の父もそ

ういうことでむりやりに俳句を作らされ，佐藤紅

緑という雅号は，正岡子規が本名の沿六をもじっ

て紅緑というふうに子規が付けてくれた。そのと

きに父は，この雅号はどうも中国の女郎屋のよう

な名前でよくないが，と言って不満であったそう

ですが，そのうちに政治部の記者として方々へ行

くようになりました。

　そのころは藩閥政府が非常に権力を持っており

ました時代で，言論の自由なんてものは全くなか

った。演説会に新聞記者としてまいりますと，も

う反対党の弁士が演壇に出ただけで官憲席から弁

論中止という声が出ます。まだ諸君，と言っただ

けで弁論中止という声がすぐに官憲席から響い

た。そういうことを新聞記者として見ております

うちに，これはひどい，これは藩閥政府を倒さな

ければ日本に自由はこないと考えて，そのころの

改進党大隈重信が率いる改進党の陣笠となって，

藩閥政府を倒そうとして走り回るということにな

ったわけです。

　しかし，そのころの政治の世界というものが今

と比較して問題にならないくらい露骨で酸悪であ

ったんです。そこでまた持ち前のけんか癖，正義

感というふうなものが，あっちで衝突し，こっち

で衝突し，この汚濁の世界に生きるには自分もと

もに汚濁にまみれなけれぽ生きていけないんだ，

ここを去るしかないというふうに考えて，ついに

大隈重信ともけんか別れになって，新聞社もやめ

浪人しました。

　たまたま正岡子規にむりやり俳句を作らされた
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のが助けになって，俳句の宗匠となって10句20銭

の添削料で細々と家族を養うということになった

わけです。

　そのときに父は一つの夢を抱きました。それ

は，世界の国ぐにの，その国別を全部取っ払っ

て，簡単に言いますと世界を一つの丸いものにし

てしまおう，と。俺の国，あれの国があるから平

和がないんだ。これを一つにすりゃいいんじゃな

いか。それはまあ非常に簡単な発想なんですけれ

ども，たしかに一つになれぽいいみたいに思える

わけです。明治という時代は貧しくて，つらいこ

とも多かった時代ですが，こういう非常に単純な

夢が現実感をもって若者の胸にしみ込んだ，そう

いう夢をもてたという点で，やっぱりいい時代だ

ったと言うことができるんじゃないかと私は思い

ます。

　父だけでなくて，何人かそういう意見に賛成す

る人が集まって，世界に革命を，各国に革命を起

こさせようということになったわけです。それに

は根拠地が必要である。たまたま，南洋に500円

で島の売物が出ておりました。その島を買って，

島の王様になって，各国に革命の指令を発する根

拠地にしようという，まあ今でいう漫画のネタモ

ノのようなことを真剣に考えて，それにとりかか

ろうとしたんですが，島を買うお金がありませ

ん。そこへちょうどもうけ話がやってくる。それ

は三陸海岸に石炭が埋没されている。三陸津波の

ときに外国の船が何隻か石炭を満載して通りかか

り，その石炭が海岸に埋没されてしまった。それ

を掘り起こして，ひともうけしてその島を買っ

て，ひとつ世界一丸の夢を実現しようじゃないか

ということになって，すぐさま石炭掘り起こしの

事業にとりかかりました。友人，親戚，借りられ

るだけお金を借りて，それを始めたんですけれど

も，これは詐欺か何か，ハッキリしませんけれど

も失敗しまして，借金取りに追いかけられて命か

らがら音羽のドブ川のぞぽに逃げ込むということ

になりました。

　そのときにハチローは3つか4つで，朝から晩

までお腹を空かしてアメ買ってよ，アメ買って

よ，と泣いている男の子であったといいます。夏
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になりますとドブ川のぞぽですから蚊が出てきて

眠れない。しかし蚊取り線香を買うお金もなく，

かやは質屋の倉に入っておりますので，しょうが

なしにちゃぶ台の足を削って，それをくべて蚊取

り線香の代りにしておりました。だんだんちゃぶ

台の足が細くなって，この分では今にごはんが食

べられなくなるんじゃないかと思うあたりで，ち

ょうど秋が来て，蚊が出なくなる。

　佐藤紅緑，その後も次から次といろんな夢をみ

ては突進して，失敗して落ち込んでいるわけで

す。全部お話しでぎませんが，私が小説に書くた

めに調べておりますそのときに，ひとつ発見した

ことがあります。父の古い日記とか，ちょっとし

た切り抜きから出てきたメモ，そういうふうなも

のに同じ言葉が何度も書かれている。それはイギ

リスの詩人バイロンのことばでして「人は負ける

と知りつつも戦わねぽならぬ場合がある」はじめ

のうち，私はおとうさんはこのことぽが好きなん

だなあ，いかにもおとうさんの好みそうなことぽ

だと思いながら見ていただけでしたが，はっと気

が付きました。

　父は現実ぽなれした，途方もない夢を見て，夢

の実現に向かって突っ走りまして，そしてぶつか

って，失敗してどん底に落ち込んで，もう明日か

らどうして生きていけばいいのか分からないとい

う事態にたびたび直面しております。そのとき

に，今の言葉「人は負けると知りつつも戦わねば

ならぬときがある」という，私は負け惜しみのこ

とばだと思うんですが，これを書くことによって

明日からふたたびまた生きつづける力を自分の中

に甦えらせることができたんではないか。だか

ら，この言葉が書いてある数だけ私の父は夢を抱

き，それに向かって突進し，失敗し，落ち込ん

で，そうしてふたたび立ち上がって生きて来たん

だと，私は理解しました。

　それで佐藤紅緑の一生を書きました「花はくれ

ない」という題の小説に今のことぽをサブタイト

ルとして扉の裏に刷り込んで出版しました。

　私たちが物を書くということは，読者に何かを

与えるということよりも，それを書くことによっ

て私自身の中に何かが生まれてくるもの，それが



物を書くことのありがたさだと私がその後思うよ

うになりましたのは，この小説を書いたことが私

の人生に非常に大きな意味をもつようになったか

らなんです。

　私の日本版ソクラテスが才能もないのに事業を

やり，会社が潰れる危機を何度かくぐりくぐり，

何年かやっておりましたけれども，その父の伝記

小説の見本刷ができた数日後に，ついに会社は倒

産しました。

　私に少女小説などですこし収入があったもの

で，債権者は女房に収入があるじゃないかと，ど

っと私の方へやってきました。その辺の経緯を書

いたのが直木賞の「戦いすんで日が暮れて」で，

一口に言いますと，倒産した男の女房が怒り狂い

ながら借金を引き受けたという小説で，発表され

ましたら，いろんな読者の方が手紙を下さった。

あなたはどうしてその亭主の借金を背負い込むと

いうようなバカなことをしたのか。ただ社長の妻

の立場では，会社の借金を背負う必要は少しもな

い。作家とは自分一人の孤独な城を守って，エゴ

イズムに徹して才能をみがき，いい作品を生むべ

きものである。金のために今にあなたは自分の才

能をすり減らしてしまうことになるだろうと。テ

レビや週刊誌などからもきかれたことがありま

す。

　なぜかと言われると，正確に答えることができ

ません。ただ言えることは，人は負けると知りつ

つも戦わねばならぬときがある，という人生を生

きた男の，その生きざまを私は小説に書いた。そ

の書ぎ終えた数日後に夫の会社が潰れた。だから

です，としか言えませんでした。

　私は父に対して大変批判的で，野球場へ行けば

すぐにどなる恥ずかしい人，やっかいな人という

見方でしか父を見ておりませんでした。しかし

「花はくれない」を書いていますうちに，大げさ

にいうなら血肉化したとでも申しましょうか，お

とうさんを非常に批判していたけれども，こうい

う生き方もまたあっていいんだ，と容認するよう

になったんです。それが私の人生を決めた，と言

ってもいいと思うんです。

　物を書くということの中にはそういう力があっ

たということを，私は観念的でなく実感したわけ

です。ですから借金を背負ったのは，現実生活を

巧妙に処理し，利口に生きるという観点からは実

につまらないことをした。日本の法律では妻は夫

の借金を背負う義務はないので，法律を前面に押

し出せば自分の身を守ることができたにもかかわ

らず，それをしなかったということは，私は「花

をくれない」を書いたためだとしか思えないわけ

です。

　「戦いすんで日が暮れて」の中に，桃子という

小学校2年の女の子がいて，学校でこう言われて

帰ってきます一あそこの家はもう貧乏になって

しまって，あの家にも今に住めなくなるんだ，と

学校で言われたけどほんとうなの？と子どもが聞

きます。するとその母親が，それはだれが言って

たのか，と聞きます。それはなんとかちゃんのお

母さんとおぽあさんが言ってたんだと桃子は答え

ます。母親は突然怒りはじめて，そのなんとかち

ゃんのおふくろはけしからん。ママが今度会った

らぶんなぐる，ぽあさんの方は原爆投げでやっつ

けてやる，と言いますと桃子は，でもあすこの家

には強い大きな土佐犬がいるのよ，というんで

す。かまわず土佐犬，飛び蹴りしながら，ばあ

さんは原爆投げだ，と母親が言うくだりがありま

す。

　あるPTAの読書会で，この小説を取り上げて

おかあさんたちの批評の速記が私の所へ送られて

きました。こういう発言がありました　　いくら

苛酷な現実だから，つらい現実だかなんだかしら

ないけれども，こんな乱暴な言い方で子どもの気

持を傷つけるなんて，これは母親としてどうかと

思いますわね　　という一人のお母さんの発言が

あって，みんないっせいに賛成して，母親はいつ

も冷静な心を失わず，慰め励ましてやらなけれぽ

ならないと。

　私はちょっとしばしあっけにとられた感じでし

た。　「戦いすんで日が暮れて」は小説で，しつけ

の本ではない。小説の中の主人公が言ったり，し

たりしてることを教育論的に，しつけ論的にいろ

いろ批評されると，川上宗薫の小説なんて一体ど

うなるのか。宇能鴻一郎なんてどうなるかと私は
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思うわけです。なんだかだんだん1億総評論家化

ともいうべき風潮で，いろんなことをすべて批評

せずんぼやまず，ことに女性はみんな評論家にな

って，批評することがつまり上等な生活をしてい

るという錯覚があるんじゃないかと思うんです。

　作家が，自分の小説をどういうふうに読んでく

れと読者に強要すべきものではないから，読者の

感受性，教養度，生活環境，そういうものに応じ

て，いろんなとられ方があっていいわけですか

ら，これはどういうとられ方をしようとも作者は

じっとそれを耐え忍ぽなけれぽならない。それが

作家の宿命だと私は思っておりますから，要求は

できないけれども，まあお願いするとしたらです

ね，ある種の人間はいわゆる不幸とか悲惨な状

況，困難を乗り越えるときに，怒りながら突破口

を探す人間，あるいは泣きながら突破口を探って

乗り越えていく人がある。そういうときに冷静に

子どもを励ましながら乗り越えていくことのでき

るりっぱな人も千人に1人か2人はいらっしゃる

でしょう。人さまざまその個性に応じて，不幸

を乗り越えていくんです。「戦いすんで日が暮れ

て」の中の主人公は，こういうはげしい，土佐犬を

飛び蹴りしながら，ぽあさんを原爆投げだ，よう

しなんならやっつけてやるぞ，というふうに言う

ことによってしか，この苦しい現実を乗り越えら

れなかった。そういうふうに，まあ読んでいただ

けれぽこれは最高にしあわせである，と作者とし

てはそう思うわけです。

　同じ小説の終りの方にその主人公が桃子を連れ

て散歩をする場面があります。そのときその主人

公の両肩には，もう3千万近い借金がかかってお

り，その上に離婚の話が出てくる。また年とった

母親の生活もかかっており，幼い桃子を育てて行

かなければならない。そういう状況で，子どもを

連れて夕暮の町を散歩していますときに，桃子が

ふと質問をします。　「ママ，もしわたしが誘梶魔

に連れていかれたら，ママはどうする」と言うん

ですね。すると母親は答えます「ママは新聞にす

ぐに広告を出そう。誘呪魔に告ぐ！　どうか桃子

に算数の勉強をさせてやって下さい。7と8との

段の九九を特に厳重にやって下さい，といって新
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聞広告を出す」と言いますと，娘は「ママはいつ

もふざけてるからわたしはいやになっちゃう」

　ある読者のかた，中年の御婦人が手紙で，そこ

を読んだときに私は涙を止めることができません

でした，と。私は実に作者冥利につきる。よくぞ

分かって下さった，ありがたさで涙があふれて出

ました。つまりふざける形で悲しみを耐えること

もあれぽ，怒る形によって苦境を突破することも

ある。人間にはいろんな形で生きて行くというこ

とがあるわけです。ところがそういう契機に直面

したことのない人は，いっしょうけんめい努力す

れぽいいんですとか，冷静さを失わずにとか，そ

ういうように観念的なりっぱなことを言って通っ

ていくものだと思っておられる。それは大変幸福

な人生を生きてくることができたと思うんです

が，同時に他人の生きざまを理解できないひとつ

の大きなマイナスも抱え込むのではないか，と私

は思います。

　サトウハチローはどんな不良であったかといい

ますと，上野の美術学校に2年間偽学生として通

学しました。2年間も毎日行くというのは，なみ

なみならぬ努力の人ではなかったか。だんだん

ほんとうの学生のような気分に本人も周囲の人も

なって，モデルのポt－・一ズは偽学生のサトウハチロ

ー
がつけるものと決まっていました。偽学生です

から彫刻やったり絵やったり好きな方へ行ってる

わけで朝倉文夫先生などはもう最後までほんとう

の学生だと思っておられて，道で会うと「佐藤君

は入学以来ちっとも作品を提出しないけれども，

材料がないなら僕があげるから取りにいらっしゃ

い」と言われたそうで，兄もそのときぽかりは恥

じいったということです。百万の叱責よりもこた

えるものだと兄が言っておりました。

　その偽学生サトウハチローを中心に何人かの悪

たれグループができて，退屈しますと美術学校の

塀の上に登り，ずらっと並んで向うの動物園を眺

めている。ふと塀の下を見ますと七面鳥がトボト

ボと歩いているのが見える。あれを焼いて食った

らうまいだろうという考えが浮かび，そういうこ

とになるとすぐ賛成するグループでして，七面鳥

を釣り上げて焼いて食べたら非常にうまかった。



以来病みつきになり，退屈すると，また動物園の

七面鳥を釣りに行こうじゃないか，と塀の上で騒

いでいます。

　七面鳥にホロホロ鳥が同居していて，これが非

常に機敏な鳥で，七面鳥を釣るつもりでも向うか

らばっと餌に食いついてしまいます。ホロホロ鳥

は七面鳥ほどおいしくないが，しかたなしに食べ

ていますと，動物園側がだんだんホロホロ鳥が減

って来たことに気が付いて，園長から学長に手紙

がきました。あなたの方の猿どもが七面鳥とホP

ポロ鳥をとって困る。充分監督していただきた

い。学長がそれに返事を出して，あなたのところ

の猿は艦の中に入っているからいいかもしれない

が，私の方は入っていない。だからどうか七面鳥

の心配はそっちの方でやってくれ，という返事が

行きました。私はこの学長は大人物ではないかと

思います。少なくとも学長たるものは，これくら

いのゆとりを持って物ごとに対していただきたい

と思うわけですが，これが現代だったらどうでし

ょう。もう新聞，テレビ，週刊誌，わあわあ書き

立てられ，偽学生発覚す，学校当局の責任いか

に！とかというと，すぐに進退伺いを出す先生が

あったり，テレビの婦人向けワイドショーか何か

で3段ぐらいいすに中年婦人がずらっと座って，

その前に2，3人の評論家が腰掛けまして，司会

者が「本日は，先般あの偽学生が七面鳥を食べた

話についてなんとか先生の御意見をうかがいたい

と思います」するとなんとか先生は，分析批評を

はじめるわけですね。「この主謀者サトウハチロ

ーの父親は小説家である。小説家なんていうのは

自由放任の教育をしている無頼の徒である。家庭

教育というものがいかにむずかしいものであるか

というのが今回最もよい例です」なんてまあ言う

と，うしろの3段のお母様方主婦たちが小刻みに

うなずいたりなんかしてる。日本全国九州から北

海道まで，偽学生が七面鳥を食ったということで

もう大騒ぎになるわけです。佐藤家の家系にまで

わたって，何代か前からこういう変なのが時どき

出る家系だというふうに……ルーツとか何とかい

うのに，最後にまたすぐに結び付けられるのが現

代で寸ね。

　この話はまだつづきがあって，兄たちは手紙の

往復など知りませんから，ある日七面鳥でも，ま

あホロホロ鳥でもいいや，食おう，というんで塀

の上に登りました。釣竿を垂れようとして，ひょ

いと下を見ると，下を猪が歩いていた。だから，

動物園側としてはそちらで考えろと言われたか

ら，しょうがないから皆集まって頭しぼって，じ

ゃ猪と七面鳥を入れかえようじゃないか。この入

れ変えだけで解決できることを，現代ではそれを

せずしてわあわあ騒いで，責任者とか，詰め腹を

切る人とかが現われて，PTAあたりも家庭教育

はむずかしいものでございますわね，なんて意見

をしたり顔で述べたてる会長さんがいたり，大騒

ぎになるのが現代という時代のまことにおかしな

ところで，もっと単純に，上手に解決できるんじ

ゃないかと思うんです。

　3，4年前にストリーキングというのが世間を

騒がせました。ニューヨークかどっかで，男女の

若者が，素裸になって町を走っていく。この写真

が新聞や週刊誌にすぐ紹介された。するとすぐさ

ま，なぜ若者が裸で町を走るかという分析批評が

始まるわけです。これは現代文明の，機械文明の

抑圧に耐えかねている若者が，自然であることを

欲して，着てる物を脱ぎ捨てて裸になって走るん

だ。かくも若者はこの文明の抑圧の下であえいで

いるんだ，という分析批評が行なわれます。

　なるほどそうか，それほど若者が抑圧に苦しん

でいるのか。では，これをどうもって行こうと，

そういう動きは全くなくて，分析だけがあって，

なるほどという気分で，とどまってしまうという

のが現代です。

　また，その偽学生の話にもどりますけれども，

これは大正の終り頃の話ですが，偽学生サトウハ

チローを中心とするグループが，春になって上野

の山も花盛り，その桜もちらちらと散り始めて，

ものういような，青春の血潮うつぼつとするころ

になりますと，また何かおもしろいことがねえか

なあという気分になります。動物園のホロホロ鳥

を食べるわけにいかない，まさか猪を釣るわけに

もいかないので，それじゃあ，素裸になって上野

の山を走ったら，一体どういうことになるだろう
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とひとりがいうと，それはおもしろいからやって

みようじゃないか，とすぐさまみんな賛成しまし

た。

　美術学校で着物を脱ぎ捨てて素裸になって山へ

出て行きました。交番のお巡りさんもうららかな

春，なんとなしに眠いような，うつらうつらして

おもしろいことねえかなあという気分になってお

りますときに，交番のガラス窓の外を裸の若者が

ちらっと走るのが見えますので，お巡りさんが飛

び上がって「ややあ，あれは裸だ，捕らえねぽな

らぬ」そのころのお巡りさんは警棒でなくてサー

ベルというのを下げておりましたから，走るとガ

チャガチャ音がするんです。ガチャガチャ，ガチ

ャガチャ音を立てながら裸の若者を追いかけます

と，うしろの方から「おおい，こっちにもいる

よ」ひょっと振り返るとすぐうしろに別の裸がい

ます。ついそっちの方を追いかけますと，また向

うの木の間がくれに別の裸が走ってるというふう

で，素裸の男のマントヒヒとお巡りさんが上野の

山をぐるぐる走り回りました。

　夕方がきて，風が吹いてきて，汗ばんだ肌もな

んとなく寒いような気持になってきて，くたびれ

たからもう止そうやと，みんなぞろぞろ美術学校

に帰り着物を着て，「ああ，おもしろかった」と

帰っていくんですね。お巡りさんもまた交番に戻

って，ほんとうはおもしろかったんだけど，そう

言えば叱られますからね，「けしからん」とかな

んとか言いながら，心の底では「けど，おもしろ

かった」と，こっそり眩いていたのではないか，

これは三文作家である私の想像です。

　まことに青春とはこういうものではないかと私

は思います。天衣無縫の，何の意味もない突進，

それに身をゆだねる。そのむじゃきな突進，それ

が青春というものではないかと思うんです。です

から，けしからんとか困った連中だとかとお怒り

にならないで，自分の青春時代を思うとやっぱり

似たりよったりのことをしておりますので，しか

し大人としての体面上けしからんと怒りはするけ

れども，しょうがないわ。あれはまあ若い時代な

んだ，とどこかで許容するのも持っていました。

今の若者の青春は一体どういう青春かと私は考え
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ますと，気の毒に思います。青春の血潮ウッボツ

として，この抑圧をはね返すのに，じょうずに巧

妙に自分を処理することのできない連中が，オー

トバイで暴走して，新聞，週刊誌，近隣の人びと

に批判され，顔をしかめられる。そういう極端な

形でしか発散できなくなっているんじゃないかと

思うんです。

　青春を衰弱させたのは，私たち大人の責任では

ないか。私も何年か前までは若者はなっておらん，

なんていい気になって言っておりましたけれど

も，それは若気のいたりというか，まことに考え

が浅かったと思わざるを得ません。大人が現実の

大変さを子どものときから頭にしみ込ませて，夢

をもつという若者の特権を削っていったんじゃな

いか。昔の親も子どもに対して，あれはしてはい

けない，これはいけないと小うるさく言いまし

た。しかし，それはそういうことをすると世の中

に迷感をかけるからいけないとか，そういうこと

は人間としてのプライドの問題としていけない，

というふうに怒ったものです。

　ところが今，私たち自分自身もですけれども，

今の大人は勉強をしないでノラクラしていると，

大人になってから人なみの幸福は得られません

ぞ，という言い方でもって子どもを制ちゅうす

る。ですから子どもはとなり近所の人に劣るよう

な幸福しか自分が得られないのでは情ないと考え

て，いっしょうけんめいに塾へ行く。ひところの

子どもはイヤイヤながら塾へ行ってたのが，この

ごろは子ども自らが進んで塾へ行くようになる。

これは非常に不自然な，悲しむべきことじゃない

かと思うんです。

　子どもは遊びたいというのが自然の姿だと思う

のが，進んで塾へ行き，勉強するようになったと

いうことは，一体何を意味しているか。それは子

どもがいかにこの人生というものの現実的な安穏

だけを考えるようになっているかということでは

ないか。勉強しなかったり，はみ出したり，そう

いうことをしていると，人なみの幸福が得られな

い，と。

　この人なみの幸福というのは，一体何かという

ことですね，問題は。やっぱり物質的な保証とい



うことで，そのあたりから若者の青春が少しずつ

衰弱を始めて来たのではないか，と私は思います。

今日は創作を通じての人生観ということで，なぜ

娘に作家になってほしいと思うかという，その説

明を後にお話しするつもりでしたんですけれど時

間がなくなってしまいました。

　ただ私が申し上げたいことは，いろんな苦労や

困難を逃げないで乗り越えるのが作家の仕事であ

る。そういうふうに生きることによって，作家と

して肥え太るQ私は作家活動を続けて，かつ家庭

を持って生活している上でそういうふうに感じて

きたものですから，苦しいことがあっても，それ

を逃げないでやってくれば作家として正確に太っ

ていくんだ。これが他の職業ではなかなかこうは

いかない，商売を同じようにやってれぽ，いっぺ

んに潰れてしまいます。

　そういう意味で物質的な損失とかそういうもの

が，作家の場合はプラスになっていく。私は子ど

もがものを書く道を志してくれれぽ，苦しいこと

があっても，それを今度はプラスに切り換えてい

けるじゃないか。そういう点で作家になってもら

いたいと考えているわけです。

　話があっちこっちへ飛びまして，なんか，あん

まりじょうずにお話しできませんでした。どうも

すみません。
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昭和52年度

第18回全日本よい歯の学校表彰

il　　　／、＼
（

報告する川村日学歯副会長

　全日本よい歯の学校表彰は学童むし歯半減運動

の一環として，昭和35年に第1回表彰を始めてか

ら，皆さんの努力によって，むし歯半減運動が推

進され，昨年第17回表彰校は6，260校に及びまし

て，ある程度の目的は達成されたのであります・

　昨年鬼怒川での第40回大会の宣言にあります通

り，むし歯半減の原点にかえり，われわれは新た

なる決意をもち，学校保健における管理と指導と

の十分なる調和によりまして，広く関係者が一致

協力，むし歯予防のため児童う蝕抑制対策推進要

綱を発表して，強力なる第4次むし歯半減運動を

展開推進することになりました。

　それに高松での第39回大会全体協議会におきま

して，予防教育面の施策を重視して，表彰基準改

正の要望が満場一致で決議されましたので，それ

に答えて昭和52年の「全日本よい歯の学校表彰要

綱」を定め，「応募のしおり」を加盟団体関係機

関を通じて，小中学校，全会員のみなさんに配布

し，趣旨，調査票記入，応召方法についての徹底

を期した次第であります。

　第1は歯科保健状況・むし歯処置完了歯率50％

以上であること。

　第2はむし歯予防状態としましてその努力の効

果を過去3力年間を通してみることにしました。

　小中学校3年生の検査票で，小学校にては下顎

　左右第一大臼歯，中学校にては下顎左右第二大
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　臼歯について，1年の時に萌出した健全歯数，む

　し歯歯数，2年生，3年生のころまで健全のまま

　保つことができた歯数を数え，予防の努力状態，

　その効果につき評価を行なうことにしました。

　第3は学校保健の組織活動につきまして各4項

目に就いて記入を願ったのであります。

　しかし，応募され，地区審査を通して来ている

中に，かなりの程度明らかなあやまりのものが見

受けられ，この誤りがかなり多いこと，それをチェ

ックする時間がないこと，訂正を求めることが不

可能ですので，本年度は応募された学校には，全部

例年通りの基準で表彰することにいたしました。

　　よい歯の学校

　（1）小学校　　　　3，723校

　　　中学校　　　　1，174校

　　　　計　　　　　4，897校

　（2）連続10年特別表彰校

　今までの表彰と関係なく，その学校の記録にも

とついて提出された成績によって審査をして表彰

いたしました。

　　小学校

　　中学校

　　　計

であります。

155校

34校

189校

　表彰を受けられました学校に対し，その努力に

敬意を表して深甚なるお祝を申上げまして，経過

の報告といたします。　　　　　（川村　敏行）
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27
72
137

79
26
257
90
265

194
44
14

31

218
31

172

中

88

144
155
118

　2
93

19

100
54
183
12

　8
134
33

　9
74

　　1

121

161

119
21

4
占
7
‘
1
1
5
79

8
5
4
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り
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！
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13
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2
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∠
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48年度
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16
　7

14
11

234

66
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147

127
48
275
84
267

211
53
13

35

204
30
230

84

159
157
29
　2
92

中

4
7
Q
り
3
4
114

8
2
0

噌
⊥
3
∩
◎

3
0
8
2
6

4
2
7
‘
3
93
5
6

8
1
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2
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18

112
68
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110
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5
5
4
2
9

　
2
1
1
1
271
　　8
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72
163
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98
333

5
7
9
2
7

∩
）
4
　
　
　
7
ざ

2

153
39
227

87

144
128
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　2
76

中

2
7
6
5

4
　
6

41

2
8

　
1

3
7
2
2

4
占
7
4
占
－

16
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88
180
36
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～
Q
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1
　
1

4
ム
7

　
9
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－
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6
8
2
2
1
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28
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．
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50年度
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D
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D
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3
3
1
1
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　11
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90
145

154
46
315
104
351

220
44
13
　　7

49

204
41

386
　　3

83

161

124
140
　　1

86

18

113
83
199
50

10
117

　5
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　　1
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243
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中

7
イ
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∠
7
‘
4
ム
7
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∩
Q
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Q
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51年度
第17回

小

3
1
0
1
5
5

1
3
4
1
2

214
　11

128
103
157

163
33
349
99
414

191

28
16
　　1

62

215
59
448
　　5

72

170
127
140

　5
73

　16

122
91

212
72

23
101

　7

107

137
163
122
48

10

中

8
4
5
4
4

　
1
1

0
3
5
9
0

9
　

4
2
8
56
28
97
40
155

9
5
6

6

19

104
29
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52年度
第18回
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8
3
4
1
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4
4
2
2
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199
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中

811
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　6
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16
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66
103
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59
176
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昭和52年度第18回全日本よい歯の学校・小学校

北海道

絵靹

桜が丘

大沢

大和

東国

神丘

歌志内

幕、別

青森県

追子野木

育成

斗内

杉沢

三戸・豊川

目時

中市

五戸・豊川

蛯川

古里

小国

有戸

上久保

館岡

蓮川

堤

車力

島守

八戸

城下

吹上

長者

柏崎

小中野

湊

青潮

白銀

種差

大久喜

金浜

根城

田面木

根岸

是川

是川東

番屋

三条

明治

桔梗野

多賀

多賀台

新井田

旭ケ丘

岩手県

本宮

滝沢

太田

湯口

栗林

橋野

盛

蛸浦

生出

舌崎

釜沢

海上

福岡

仁左平・大萩野

上斗米

川代

石切所

金田一

御返地

安庭

上平沢

大迫

浮田

成島

土沢

北股

南股

衣里

衣川

亥年

折壁

小鑓

金沢

山田

織笠

織笠・轟木

織笠・外山

一戸南

観音林

山内

軽米

小本

上折壁

一関・南

秋田県

追分

小野

黒川

仙南西

吉田

小安

小沢田

船川南

沖城第3

東湖

平元

払戸

秋ノ宮

鷹巣・西

田村

須川

船川第2

睦合

横堀

旭南

宮城県

県立もう

南材木町

東二番丁

木町通

小松島

燕沢

高砂

中山

敷玉

長岡

宮沢

古川第2

東大崎

富永

大貫

沼部

田尻

三本木

中井

志波姫

錦織

山形県

山形第4

山形第5

山形第6

山形第8

山形第9

蔵王第3

千歳

明治

村木

金井

滝山

東沢

上山

西郷第1

西郷第2

上山・東

本庄

中川

天童南部

干布

高擶

荒谷

天童中部

津山

大寺

山辺

豊田

長崎

寒河江

三泉

醍醐

高松

白岩

西根

左沢

本郷東

本郷西

七軒東

大谷

宮宿

上郷

立木

西五百川

西五百川・大舟木

西山

入間

水沢

睦合

北谷地

谷地南部

溝延

大久保

西郷

大倉

袖崎

神町

小田島

大富

東郷

長瀞

大石田

常盤

高橋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

　
　
　
　
1
2
3
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堺

　

　

海
第
第
第
第
　

関
・
　
城

　

浦

　

瀬

庄

形

合

和

賜
陽
陽
陽
郷
川
山
泉
郷
ケ
海
沢
沢
倉
見
内
形
蔵
楽
渕
沢
川
山
野
陵
田
南
城
中
成
荒
浜
幡
沢
佐
瀬
浦
川

新

升

本

昭

朝
朝
朝
朝
上
田
大
大
西
鼠
温
富
富
赤
瀬
堀
舟
大
安
釜
戸
角
金
宮
松
浜
港
亀
浜
琢
西
若
八
杉
遊
高
吹
稲
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沖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゜
巨
刃
　
　
　
　
2
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　

屋

　

1
2
4
　
　
　
　
　
　
　
川
黒
　
　
　
第
第
　
部
　
部
部
部

　

興

田
第
第
第
西
東
南
　
　
　
　
百
・
領
　
　
・
・
　
東
　
西
西
北

山
見
平
目
目
目
引
引
引
沼
栄
前
切
五
貝
佐
郷
山
黒
黒
川
沢
根
沢
沢
沢
世

　

　

　

部

部

湯
　
　
南
東

高
　
　
・

・

・

郷

譲

沢
沢
田
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

宿
　
　
　
　
第

郷
滝
山
川
庭
井
井
野
田
芳
豊

松

地

南
余
余
余
櫛
櫛
櫛
長
束
渡
押
西
鮎
伊
東
横
羽
羽
狩
三
関
米
三
米
万
関
関
六
興
米
米
窪
沖
荻
梨
小
漆
中
玉
二
長
平
豊
致
飯

［飯豊第2

手ノ子
「

手ノ子・高峰

1中津川

荒砥

…蚕桑

1東根

小国北部

　白沼

小国
1沖庭

山形第1

福島県

油井

城西

明和

福島第2

川俣

山木屋

二本松北

西袋第2

沢田

長沼

白河第1

永和

伊南

川部

稲田

茨城県

常磐

城東

浜田

見川

石川

上中妻

千波

那珂湊第1

那珂湊第3

平磯

中根

勝倉

三反田

枝川

市毛

佐野

［高野

1稲田

福原

1佐城

堅倉

納場
I

I小勝

徳蔵

坂戸

　白方

中丸

石神

横堀

額田

菅谷

i芳野
：木崎

：村田

1大賀

山方

盛金

久隆

諸富野

北富田

1矢田

大子

会瀬

宮田

i仲町
L

中小路

大久保

河原子

1油縄子

1成沢

水木

大沼

坂本

東小沢

中里

諏訪

滑川

大みか

高萩

上君田

中郷第1

郡戸

　山田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ワ
の
　
フ
ロ

　

　

形

部

第
宿
島
生
田
高
田
知
澄
貫
造
生
和
村
村
柴
文
村
渡
岡
筑
稲
沢
　
重
南
園
橋
代
須
河
河

櫛

山
巴
徳
上
麻
太
小
須
津
津
小
玉
羽
都
中
三
馴
小
束
牛
柿
志
下
藤
栄
九
桜
竹
板
藤
高
古
古
竹島

閥城・西

安静

下結城

上大野

下大野

五霞東

水戸ろう

県立もう

栃木県

簗瀬

昭和

東

　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
央
東
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
1

　

　

　

　

　

　

　

　

　

南
　
中
・
第
　

東

　

沢
　
第
第
場
西
東
塚
東
寺
東
　
　
良
南

　

　

　

　

　

　

第

丘

宮
　
　
　
見

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

赤
平
山
分
橋
谷
橋
盤
田
沼
奈
生
山
明
伏

　

　

　

泉

士

上

川
が
谷
宮
沢
方
沼
沼
市
山
尾
市
合
桑
口
良
光
野
木
上
木
張
戦
平
生

都
宇
錦
桜
今
富
坂
姿
泉
細
雀
白
西
鹿
鹿
今
本
足
今
落
大
野
安
日
所
栃
吹
栃
富
合
大
壬
睦
南
大
古
国
石
大
萱
常
多
田
戸
葛
秋
天
犬

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

東
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

東

　
　
　
　
野
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
央
　
　
野

川
　
西
　
　
　
　
　
　
東
山
　
　
木
沢
　
東
津
　
須
　
沢
　
川
山
　
　
　
上
木
土
　
　
中
　
　
須
　
　
　
上
　
南

　

　

　

　

　

　

　

畑
新
板
松
田
上
ノ
根
家
生
久
西
那
川
野
原
田
久
上
山
井
野
佐
良
羽
鳥
郷
利
野
那
島
田
川
津
箇
川
葉
塚
園
田

津

妻
利
辺
厨
本

船
吾
足
山
御
千
泉
乙
日
矢
上
熟
押
熊
高
氏
船
阿
川
西
谷
市
西
宇
佐
石
大
寒
北
須
佐
黒
志
両
薬
興
西
三
片
小
湯
三
小
薄
紫
新
羽

25



　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

央
　
　
　
　
　
　
部

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

宮
　
西
中
東
島
　
　
幡
尾
東
　
　
　
北
　
　
　
　
　
　
南
　
野
　
東

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

東
根

県
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

社

橋
利
井
牧
形
子
之
井
崎
崎
崎
ケ
野
類
八
高
崎
郷
岡
東
崎
川
沢
野
岡
居
幡
崎
南
賀
尾
生

馬
井
川
島
南
宮
神
瀬
倉
萱
瀬
賀

群

桃

中
敷
城
若
岩
広
朝
桂
桃
芳
嶺
総
前
大
細
荒
駒
荒
二
筑
高
高
高
京
佐
大
南
新
高
六
豊
城
高
中
塚
長
片
中
八
高
城
倉
寺
桐
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7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
第
　
　
　
第

西

南

北

北

　

崎
東
北
南
　
西
宮
　
田
　
根
第
第
第
　
　
岡
　
保
　

田
　
田
条
1
　
原
東

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

輪

郷
古
府
ケ
郊
尾
香
井
場
場
仁
倉
戸
井
之
第
田
上
野
恋
代

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

原
沢
川
保
名

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

巻

岡
岡
ノ
野

生　

　

和
内
沼
郷
郷
勢
南
川

桐

〃

〃

昭
川
天
三
宮
伊
利
渋
〃
古
富
富
一
小
橘
三
時
粕
黒
榛
〃
〃
箕
車
金
国
堤
上
長
伊
桃
馬
万
下
青
盤
松
中
東
太
坂
長
嬬
田

水上

境

千代田西

県立もう

草津

千葉県

環

真間

主基

遠山

中国分

下志津

高柳

干潟東

大多喜

上志津

常盤平第3

南志津

八木が谷北

長尾

中野木

笹引

小中台南

行田西

弥富

八日市場中央

井野

柏台

神戸

木更津第2

館山東

見明川

佐倉東

根郷

和田

埼玉県

別所

大谷場東

北浦和

仲本

上木崎

高砂

岸町

大東

南浦和

　

　

町

　

田
央
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
東
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8
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蘭
多
河
藻
倉
屋
聞

有
丸
竜
本
御
鳥
長
筒
布
楠
兵
吉
大
桜
鈴
八
淡
苅
高
塩
多

岡山県

御北

赤坂

神島外

白石

大島

飛島

北木

真鍋

六島

金浦

成羽

湯野

吹屋

広島県

己斐

祇園

船越

和庄

情島

栗原

長江

久保

日比崎

加茂

夷
拒
弓
杉
匡
韓
↓
戸
滲
有
看
渉
士
葉
犀
七
呈
＝
一
ズ
3
雀
ネ

占
室
オ
之
三
F
力
宅
宅
；
i
糞
左
〕
三
＝
1
＝
豪
護
目



　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

市

東

　
　
　
　
　
　
　
市

島
北
央
永
丘
千
田
来
美
谷
　
日
橋
島
串
栄
庄
郷
野
調
石
日

走
城
中
松
向
幸
芦
湯
能
砂
沖
廿
倉
鹿
切
豊
三
本
東
御
神
十

島根県

桜江

石見

江津

青山

旭

浜田第2

浜田第4

真砂

西南

鎌手

横田

東陽

斐川西

古江

大野

湖南

島根

野波

八束

東出雲

志々

海潮

光

L

平田

佐香

佐田

多伎

鵜鷺

斐川東

湖陵

出雲第3

出雲第4

出雲第5

河南

山ロ県

灘

北河内

岩国

川下

通津

根笠

大畠

住吉

桜田

中須

須金

須々万

太華

周陽

鼓南

向道

西岐波

豊田前

川上

徳島県

瀬戸

北灘

高鉾

香川県

山田

丸亀東

丸亀西

本島

坂出東部

土庄

池田

津田

白鳥

天王

長尾

牟礼

飯山

綾歌

国分寺

香川第1

香川

塩江

善通寺西

仲南

観音寺

観音寺中部

仁尾

大野原

三豊

高瀬

詫間

豊中

豊浜

愛媛県

勝山

日吉

桜井

玉川

高知県

城東

上分

宿毛東

大杉

福岡県

角田

金川

稲築東

久山

比良松

陸南

諏訪

筑邦西

三潴

田隈

右京

松原

米生

明光学園

勝立

戸ノ上

足立

思永

板櫃

福岡教大付属小倉

志徳

東谷

曽根

高峰

戸畑

中原

大谷

則松

花尾

水巻南

長崎県

山里

長崎

長崎大付属

山澄

早岐

旭

大野

花園

佐世保ろう

瑞穂

島原第1

島原第3

三会

西諌早

有喜

玖島

佐須奈

大分県

東山

朝日

浜脇

別府北部

別府中部

青山

山の手

日田東部

東有田

目田北部

日田南部

三隈

大山

南大分

鶴崎

大東

竹中

明野

城南

植田

坂ノ市

賀来

大在

滝尾

上野ケ丘

城東

王子

戸次

大分大付属

米山

玖珠

山浦

森

佐伯城南

鶴谷

米水津北

臼野

安岐

国東

菅生

祖峰

竹田

四浦東

日出

山香北部

別府養護・鶴見

新生養護

坂ノ市養護

鶴崎養護

日田養護

熊本県

花陵

帯山

出水
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護
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和

南

第
　
　
　
　
北
南
　
　
　
養
志
原
国
　
　
　
第
第
久

川
山
西
麻
部
野
内
海
豊
陵
南
島
東
名
水
加
関
尾
本
底
北
鹿
池
池
陽
水
志
草
合
見
小
尾
城
水
代
代
奈
見
本
　
川
渡
出
野
敷
浦
浦

白
桜
城
託
北
芳
河
青
大
玉
玉
横
玉
玉
菊
三
南
荒
鹿
田
鹿
菊
菊
菊
菊
洒
合
若
西
馬
南
菅
益
滝
八
八
日
二
坂
鏡
氷
葛
湯
大
佐
湯
田
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吉人第4

上村

岡原

相良北

五木第1

大矢野

長浦

宮野河内

湯島

宮地岳

島
玉
中
久

宮崎県

大宮

10年連続特別表彰校・小学校

小林

山之口

笛水

都井

本城

西岳

北郷

東郷

上新田

沖縄県

コザ

浦添

具志頭

白浜

青森県

奥入瀬

山形県

朝陽第2

昭和

温海

遊佐

茨城県

見川

栄

藤代

栃木県

田沼

多田

常盤

会沢

御厨

薬利

葛生南

群馬県

万場

時沢

金古

国府

下仁田

松井田第1

埼玉県

明戸

長井

江南北

十二月田

高階

熊谷西

岸町

中央東

東京都

大門

馬込第3

川端

木下川

曳舟

多聞

臨川

浅間台

小山台

王子

第3岩渕

常盤

上板橋第4

国分寺第7

小平第1

神奈川県

日枝

生麦

青葉

片浦

愛知県

中山

栄生

岐阜県

立花

洲原

太田

高山南

高山西

宮地

石津

県
　
　
木
　
　
台
　
　
　
　
上

潟
　
所
野
屋
浦
明
　
渕
潟
島
之
町
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新

栄

上
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酒
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有
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大
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表
神
新
栖
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大
高
赤
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東

長野県

松本もう

　

　

　

　

　

　

　

　

部
　
　
　
　
　
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
央

県
　

田
町
東
輪
町
中
町
　
東
津
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野

山
田
町
田
庄
方
広
番
橋
曲
福
水
幡
川
橋
井
谷
町
条
野
見
　
倉
生
野
市
沢
光

富
奥
柳
豊
新
四
大
五
水
総
五
清
八
蜷
水
星
桜
能
西
牧
氷
窪
松
放
福
上
大
福

石川県

美川

滋賀県

浅井北

神照

南郷里

中主

奈良県

大淀桜ケ丘

京都府

雲ケ畑

大阪府

塚本

玉川

鷹合

西船場

元町

田辺

兵庫県

板宿

岡山県

今城

広島県

段原

翠町

高南

観音

赤坂

倉橋東

船木

島根県

津田

矢

江

鹿

野

市

砂

竹
古
秋
佐
今
真

香川県

曽保

松山

陶

福岡県

大野島

諏訪

長崎県

西北

竹松

西大村

神代

大分県

荷揚町

川添

金池

熊本県

宮地岳

重味

七城

洒水

洒水西

西合志第1



中学校

山形県

天童第1

栃木県

田沼東

藤岡第1

葛生

埼玉県

長若

岐阜県

竹鼻

那加

新潟県

長岡北

津川

長岡南

長野県

高森

松本もう

富山県

富山大付属

堀川

戸出

高陵

高岡西部

志貴野

氷見南部

新湊西部

滑川

上市

富山南部

新庄

京都府

雲ケ畑

大阪府

東三国

兵庫県

歌敷山

広島県

船越

切串

城北

倉橋東

島根県

大野

山口県

川下

香川県

丸亀西

熊本県

洒水

菊池北

菊池南

第40回全国学校歯科保健大会決算報告

収入

科 目 予算額 決算額

打　合　せ　会

諸　委員　会

1．会
費1…656・・5・・1・…656・・5・・

費
歯
歯
歯
歯
歯

会

　
県
市
市

　

学

　
川

力
　
奈
浜
崎

協

日
日
神
横
川

2

金

県
市
市
市

　

川

　
　
賀

成

　
浜
崎

　

奈

　
　
須

助
神
横
川
横

a

6，800，000

4，400，000

　700，000

1，500，000

　100，000

　100，000

2，000，000

1，000，000

　500，000

　300，000

　200，000

6，800，000

4，400，000

　700，000

1，500，000

　100，000

　100，　OOO

費
費
費
費
費
費

　
　
　
　
搬

　
　
品

務

　
　
糧
運
刷

　
　
耗

信

事

旅

消
食
通
印

a

152，160

880，　966

3，173，712

1，437，309

　138，390

　26，　380

　521，633

1，050，000

152，160

880，966

3，173，712

1，437，309

　138，390

　26，380

　521，　633

1，050，000

3・学校準備指導劃 500，000 500，000

2，000，000

1，000，000

　500，000

　300，000

　200，000

4．協　　賛　　金 33・・…1
330，000

5・翫壕舗 913，555 913，555

合 計 20，700，055　　　　20，700，055

支　出

科 目 予算額 決算額

費
費
料
賞
費
代
費
費
費
費
費
費
料
費

　
　
上

健

　
鰯
通
会
品
朴

会

償
借
保
係
板
項
交
　
糧
　
外
ミ

　
　
場

科

餓
送

親

念
レ

大

報

会
歯
関
看
大
輸
懇
食
記
渉
ア
雑

4
、 15，423，367

1，230，000

　169，000

200，　OOO

　768，900

6，430，210

　417，500

　951，574

1，677，610

2，706，000

　260，770

　117，400

　494，403

15，471，074

1，230，000

　169，　OOO

200，000

　768，900

6，430，210

　417，500

　951，574

1，677，610

2，706，000

　260，770

　117，400

　542，110

費
会
会
会

　
員
員
員

議

委
　
委

　
備
委
項

会

準

小
要

1 1，481，076

　288，950

　16，500

　142，500

1，481，076

　288，950

　16，　500

　142，500

5．雑 費 71，900 74，193

6．予　　備　　費 5・・…i 0

合 十二＝
ロ

2・・7・…5512・・7・…55
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表彰／奥村賞

第19回奥村賞　　審査委員会報告

　昭和52年度の応募は，小学校1，中学校1でした。奥村賞は大阪市立塚本小学校で，長

期間の学校保健計画に基づいて，教職員・PTA・児童が一体となって活動し，歯科保健

に努力している。

　推せん賞は愛知県稲沢中学校で，綿密な計画によって熱心にう歯ゼロをめざしている。

奥村賞受賞の業績（・・は推せん賞，＊＊は努力賞）

昭和33年度（第1回）青森県八戸市学校歯科医会

　・昭和12年以来の組織活動

昭和35年度（第2回）山梨県富士川小学校・全校

　をあげての学校歯科衛生活動

昭和36年度（第3回）富山県学校歯科医会・富山

　県よい歯の学校表彰を通じ，むし歯半減運動の

　推進

昭和37年度（第4回）香川県琴平小学校・学校歯

　科衛生活動

　＊東京都　高橋一夫・東京都文京区立小中学校

　　児童生徒の学校歯科保健とう歯半減運動5力

　　年のあゆみ

　＊京都市学校歯科医会・う歯半減運動の一・環と

　　して実施したへき地の巡回診療および学童に

　　対する国保診療について

　＊福岡市学校歯科医会・う歯半減運動の実際的

　　研究

昭和38年度（第5回）埼玉県学校歯科医会・埼玉

　44

　県学校歯科の組織活動（全日本よい歯の学校を

　目ざして）

　＊岐阜県神土小学校・学校歯科衛生に関する教

　　育活動

　＊熊本県八代学校歯科医会・21年にわたる児童

　　生徒の集団歯科診療保健活動

昭和39年度（第6回）新潟市立礎小学校・学校歯

　科30年の歩み

　＊長崎県神代小学校・学校歯科衛生に関する教

　　育活動

昭和42年度（第9回）香川県多度津小学校・学校

　歯科の教育活動

昭和43年度（第10回）該当者なし

　＊富山市八人町小学校・よい歯の学校運動

昭和44年度（第11回）該当者なし

　＊熊本県学校歯科医会長栃原i義人・昭和38年以

　　来のへき地学校巡回診療熊本方式の開発と推

　　進

馬

日

日

1



昭和45年度（第12回）該当者なし

　＊京都市学校歯科医会，京都府歯科医師会・京

　　都市におけるへき地学校の巡回診療と学童の

　　う歯治療，10割給付について

　＊大阪市立東三国小学校・歯科保健のあゆみ

　＊熊本県立佐伊津小学校・歯科保健活動

　＊佐世保市学校歯科医会・佐世保における10年

　　間のう歯半減運動

昭和46年度（第13回）京都府相楽小学校・歯科保

　健計画と管理への努力

　＊富山県藪波小学校・学校歯科保健への10年間

　　の推進

昭和47年度（第14回）香川県豊浜東小学校・保健

　教育の伝統にもとついての教育活動

　＊茨城県栄小学校・学校歯科保健活動

　＊岐阜県方県小学校・一人一人の子どもの自覚

　　にもとついた歯科衛生の推進

昭和48年度（第15回）熊本県佐伊津小学校・全校

　あげての学校歯科保健活動

　＊富山県上市中央小学校・歯科衛生10年の歩み

　＊＊大津市学校歯科医会・活発な学校歯科保健活

　　動

昭和49年度（第16回）香川県香南小学校・全校一

　丸となり，地域ぐるみの歯科保健活動

　＊岐阜県宮地小学校・歯科保健に多年にわたり

　　努力

　＊＊福岡県八幡区学校歯科医会・’歯科モデル校を

　　指定しての歯科保健の向上

昭和50年度（第17回）該当者なし

　＊大阪市立塚本小学校・永年の継続実践による

　　歯科保健指導

　＊茨城県津和小学校・学習指導と特別活動を関

　　連させた歯科保健指導

昭和51年度（第18回）京都市学校歯科医会・小学

　　校児童への歯科治療，10年間の努力

　＊＊栃木県薬利小学校・歯科保健活動

奥村賞授賞規定（奥村賞基金管理委員会：向井喜男・湯浅泰仁・榊原勇吉）

趣旨

授賞対象

推薦方法

推薦書類

学校歯科衛生の振興に資するため奥村

賞を設ける。

奥村賞は学校歯科衛生に関する研究ま

たは学校における業績が優秀と認めら

れ，かつ直ちに学校歯科の進展に寄与

するものに授賞する。ただし授賞され

るものは個人たると団体とを問わない

が最終発表が3年以内のものに限る。

1．　日本学校歯科医会の加盟団体長

は，個人又は団体の受賞候補者をいず

れか1件又はそれぞれ1件ずつ選定
し，日本学校歯科医会長（事務所は日

本歯科医師会内）あて所定の期日まで

に推薦すること。

2．　奥村賞審査委員は日本学校歯科医

会長あて受賞候補者を推薦することが

できる。

推薦に当たっては日本学校歯科医会加

盟団体長又は奥村賞審査委員の推薦状

と共に次の書類を添付すること。

審査方法

受賞者

備考

A．学校歯科衛生に関する論文につい

ては：1．論文要旨（400字程度）2．

学校歯科衛生の振興に寄与する意i義

（400字程度）3．原著論文

B．学校歯科衛生に関する現場活動に

ついては：1．学校歯科衛生の実績を

向上せしめた趣旨とその意義（400字

程度）2．業績の経過と資料（統計，

写真等を含む）

奥村賞基金管理委員会の委嘱をうけた

日本学校歯科医会において奥村賞審査

委員会が詮衡し，奥村賞基金管理委員

会が決定授賞する。

奥村賞は原則として毎年1回1件に対

し授賞する。ただし優秀なるものに推

せん賞および努力賞を贈呈する。

日本学校歯科医会は奥村賞基金管理委

員会の委嘱を受け受賞候補者詮衡に関

する業務を行なう。
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研究協議会／第1領域

予防活動のすすめ方

学校歯科保健活動はう歯予防から始まる

　　　　　　　会場

　　　　　　　座長　愛知学院大学教授

　助言者　千葉県市川市保健部保健管理課

　　　　　　　　横浜市学校歯科医会長

　　　　　　　横浜市立南瀬谷小学校長

　　発表者　横浜市学校保健会歯科衛生士

　　　　横須賀市教育委員会歯科衛生士

　　　　平塚市教育委員会管理部学務課

千葉県市川市保健部健康管理課歯科衛生士

　座長　今日は予防活動をすこし広く考えて管理

面だけでなく，教育面にも多少たちいって取り扱

うことになると思います。う蝕予防という問題は

学校歯科医だけでも歯科衛生士だけでもできる話

ではありませんが，やはりむし歯をひとつなんと

かしなくちゃいけないという問題だけは第一に私

たちが考えていかなくちゃいけない，そういうふ

うにやってきたと思うんです。

　むし歯を予防するとか，へらすということがな

いところでは，あらゆる活動はまったくナンセン

スということになる。フッ化物は流行で使うので

もなけれぽ，異人さんがやるから日本でやるので

もないのでして，フッ化物を使うのか使わないの

か，それがどうであるかという問題は，われわれ

が，う蝕予防，子どものむし歯をどうへらすかを

ほんとうに考えているかどうか，が出発点です。

なんかめずらしい薬があったからそいつ持ってき

て使う，そういう問題ではないと思います。そう

いう点のアプロ　一一チを私はするわけです。

　予防を考えた時，その1番目をどういうふうに

やるかというと，やはりこれは学校歯科医や校長

46

横浜市立本町小学校

榊原悠紀田郎

臼井　義男

森田　純司

諸星　虎治

伊倉　幸子

白井　洋子

米谷　良一

高橋　義江

だけでなく，行政も地域も父兄もそして子ど屯も

いっしょにやらなくちゃいけないということは，

昔からいわれていることですけれども，そういう

ものだろうと思うわけです。やってきますと，現

実にはもっとも重要な管理者である関係者の学校

歯科医の手が足りない。その手の補助員として歯

科衛生士を増員したらどうかということが各地で

行なわれ始めました。

　これは予防活動のひとつの側面で，こういう学

校でのむし歯予防の問題は，今まで国会で取り上

げられることはあまりなかったのですが，昭和50

年3月，51年5月，52年の4月に国会の委員会で

文部省あるいは厚生省に対して子どものむし歯の

予防についてもうすこし積極的にやりなさい，と

いったような発言がありました。それを受けて文

部省では子どものむし歯の予防を積極的にやるこ

とにきめて，そういう政策を現実にうちだすこと

になった。

　まず，2つ原案があったんですが，フッ化物の

洗口を積極的に進めるにはちょっとためらいがあ

って歯口清掃指導を徹底しようじゃないかという

ことで，従来，学校歯科医，養護教諭，歯科衛生

士でやってきたものを，学級担任教師の活動によ

って，普及させようという方向で，学級担任教師
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）

ら
」

にむけた「小学校歯科保健指導の手引」が，この

10月のたぶん末頃出されることになっています。

このような活動，これを土台にして，全国にその

推進校を一都道府県に10校程度つくり，援助をし

て，展開しようといったような計画を現実化させ

ようとしているわけです。

　今日ここでの話合いは，もしかすると日本の学

校保健の歴史の上で，あるひとつのエポックにな

るかもしれないとも考えられますので，うまくこ

れを進行していきたいと思います。ご協力をおね

がいします。

　子どものむし歯予防を学級担任教師におねがい

しようということは，学校保健の性質ではかなり

大きな進歩だと思うんです。学校保健に関連し

て，学級担任教師にあてて，手引きを出したとい

う例は，文部省はじまって以来いっぺんもない。

書かれていることは，歯科の専門家の先生方にと

っては常識の範囲ですが，やさしくても決して中

身を甘くしないという姿勢で貫かれていますか

ら，学校歯科医の先生方も，学校の先生方から質

問のあったときに十分答えられるように目をとお

しておいていただきたい。う蝕予防問題に，ほん

とうに立ちむかう姿勢がなんかできてきたような

気がするわけです。

　もうひとつの面として，歯科医師の活動だけで

はどうも十分手がとどかない。補助員として，歯

科衛生士を導入して，やっていこうという姿勢が

あり，横浜市で昭和33年からひとつの灯をとも

し，それがだんだんひろがっていって，現在私の

承知しておりますところでは，全国で保健所以外

の機関でとりいれている，市町村もしくは学校保

健会，あるいは婦人会などでとりあげている歯科

衛生士はだいたい40数名，もうちょっといるかも

しれません。

　学校保健のなかに歯科衛生士を導入すること

は，わりとかんたんにはいかないと思います。そ

れは歯科衛生士をつれてきて，勝手に動かせばそ

れでいいというようなものじゃなくて，やはり教

育というなかで，それをどんなふうに位置づけ，

展開するかという大きな問題がある。今日の全体

のポイントは，大体2つの観点から見ていただき

たい。

　現場で先生の立場にある方，また学校歯科医と

して，現実にそぼで助けておられる方もあるでし

ょうし，校長先生の立場でそれをお考えになる方

もあると思います。しかし全体としてこの問題は

2つの大きい関係ある別々の観点からみないと

いけない。ひとつはマネージメントです。たとえ

ぽ，この歯科衛生士をどういう仕組で，どんなふ

うに動かしていくか，何をやらせるのか，といっ

たような問題。それから現場活動の問題。これ

は，たとえぽ，大体ですけれど，どんなものを使

ったらいいのか，時間の配分はあれでいいか，検

査のやり方はどうか，というような現場活動の問

題です。聞く方も話す方もそのようにして2つを

分けながら，しかも，それがひとつにならなけれ

ば効果があがらないという観点ですすめていただ

けたらありがたいと思います。今日はそういう問

題について，最初にいくらか管理的な問題のほう

からはいっていったらいいんじゃないかなと思い

）

）

本町小学校 湯浅会長の挨拶
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ます。

　ここに来ておられる歯科衛生士に2つのタイプ

があります。横浜，横須賀，平塚市でこの歯科衛

生士の巡回というものは，学校保健という立場で

位置づけられております。ところが，市川市の場

合は衛生部局のなかで歯科衛生士を位置づけて，

学校保健に協力するという仕組です。管理的な問

題もそれぞれちがうと思いますが，個人の診療所

で歯科衛生士をいれる場合とはちがった管理的な

面をどうするかということに受けとっていただき

たい。

　最初の御発表は，横浜市，横須賀市とはちが

う，平塚市の管理をなさる立場，平塚市の教育委

員会の管理部で，歯科衛生士をどのように動かし

ているかというふうな，そういうお立場から米谷

先生にお話をうかがうことにします。

平塚市における歯科衛生士の仕事

　米谷　平塚市は南は金目川に面し，東側は相模

川をはさみまして茅ケ崎市，西は大磯町に隣接し

ております。現在人口は約20万人です。まあ首都

圏に入りますが，団地の建設も多く，人口増に悩

んでいます。

　現在小学校が24校，児童数2万人，中学校11校，

生徒数約8，　OOO人。特に小学生は，毎年約1，000

人ずつ増加しているわけです。昭和44年度には，

小学校16校，中学校8校，これが8年間に9校ふ

えた。

　平塚市の教育委員会に歯科衛生士が設置された

のは，昭和48年の4月だったと思います。当時の

学校教育課に1名配置されました。教育委員会と

いたしましても，どのような方法をとったらいい

のか，模索中でありましたところ，平塚市の歯科

医師会と教育委員会の定期の協議の席上で，平塚

市の学校歯科保健のあり方という問題が歯科医師

会の先生から提案された。

　その後，歯科医師会の先生方の熱心な説明もあ

りまして，私どもとびつくような気持でした。そ

の当時，歯科医師会の学校－歯科担当の先生が予防

歯科の専門家で，学校歯科保健に対する理解と積

極的な協力をいただいて，歯科衛生士設置への第

一歩をふみだしたというわけです。

　定数増，消耗品，備品など，予算の面が当然予

想されますので，関係各課と協議し，また歯科医

師会のバックアップもいただき，市議会のご理解

もいただきましたわけです。47，48年度はタイミ

ングよく高度成長経済の中でしたのでラッキーで

した。

　歯科衛生士の採用には歯科医師会の御支援もあ

って，市の職員として現在配置されているわけで

す。採用後は一般の市職員と同様，市の職員研修

もさせ，歯科衛生士としての研修を，隣の横須賀

市のお世話になり，平塚市歯科医師会の先生方の

診療所で基礎的なことや臨床についての研修をさ

せました。

　48年に1名でスタートし，49年度から2名とい

うワクにしました。それは，通常は歯科衛生士が

治療して，養護教諭がその補助的な役割をするの

ですが，歯科衛生士2名で，ひとつのチ・一ムをつく

座長と発表者（1） 座長と発表者（2）
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りまして，ひとりが補助として，子どものあいだ

を歩くということにしました。この学校歯科巡回

指導という業務のほかに，歯科衛生士は，通常事

務的なことも私どものほうではやっております。

学校歯科保健関係のものすべてといっても過言で

はないとおもいます。

学校歯科巡回指導業務の流れ

4月・歯科巡回要項を配布一教育委員会
　　　　　　　　　　　　　（歯科衛生士）

4月・巡回希望日程を提出一学校

5月・巡回指導日程の通知一教育委員会
　　　　　　　　　　　　　（歯科衛生士）

　　　打合せ一名簿作成一教育委員会
　　　　　　　　　　　　　（歯科衛生士）・学校

　　　集団指導一教育委員会（歯科衛生士）
　　　　　　　　学校歯科医・学校・家庭

3月・年間報告書一教育委員会（歯科衛生士）

　一例をあげますと，歯の衛生に関する作文の審

査会は，最初の原案の段階から，最後の事後処理

まですべてやる。同じようにポスターの審査会，

歯科保健優良学校審査会，よい歯の児童生徒審査

会，歯科の関係の統計，これを全部歯科衛生士が

やっております。

　歯科衛生士を教育委員会に設置できたことで，

教育委員会として受けるものとしましては，巡回

指導そのもののほかに，単純なんですが，歯科の

関係における専門家ですので，学校での歯科の問

題は，ほとんど彼女たちに処理させます。それか

ら前々から，私ども教育委員会と歯科医師会平塚

支部の先生方とは連絡がよくとれていましたが，

この制度が発足してからも，やはり助言などをい

麟饗　撒臨ρ

本町小学校の授業風景

ただいて，非常に緊密な連絡がとれておりますQ

他地区ではトラブルになりそうな問題も，よいコ

ミュニーケーションがありますのでトラブルにな

らずにすむと私ども自負しているわけです。

　もうひとつは，市の歯科医師会で歯の衛生週間

における歯科保健教室として，乳幼児やその保護

者に対する歯科保健指導をしましたときにも歯科

衛生士を派遣して，協力させました。

巡回指導の計画と実施

　次に一番重要でメインな仕事の巡回指導そのも

のにつきましてお話します。教育課程には教科と

道徳と特別活動この3つがあります。特別活動の

中に，児童活動，学校行事，学級指導がありま

す。私どもの考えといたしましては，この学級指

導には保健，安全，給食，図書などが指導領域で，

この中に学校歯科巡回指導を位置づける。と私ど

もは解釈しております。午前中，巡回指導の現場

をごらんになったように，教壇で実際に指導する

のは歯科衛生士ですが，あくまで学級担任の先生

を援助するという形で考えています。つまり連絡

をとりながら，担任の先生の指導を生かすよう

に，お手伝いするという意味です。また指導計画

書を作成する時にも，指導主事，保健主事，養護

教諭，いわゆる学校保健関係者の先生方とも必ず

協議をします。

　その実施の前に，もう一度指導計画表とかカリ

キュラムなどで学校側と学校歯科医が協議して，

指導内容を調整しております。

罫lv”
幽

v’・T tW 騨燃難雌震灘

出席者のみなさん
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　指導内容は現在，小学校の1，2，3年生が対

象で，おもな内容は刷掃指導です。手順としては

各学校より申込みを受けまして，私ども教育委員

会で日程を調整する作業をします。刷掃指導が終

わったら，歯口清掃状況集団指導集計表に歯科衛

生士の意見，学級担任の先生の意見を連絡しあっ

て，今後の反省材料にしております。48年の前半

は，研修とか資材の準備におわれて，実際指導の

現場に出ましたのはあとの半年でした。ですから

子どもの数は非常に多く，歯科衛生士は1名で，

小学校の2，3年生だけを対象にしました。

むし歯罹患率（永久歯のみ）

磯＼＿防平剃　男 女
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A：歯垢染出薬の着色が全くなく正しいみがき方のできる

　もの
B：前歯外側（唇面）奥歯のかみ合わせに着色のないもの

C：全体に着色のみられるもの

　理由としてはう歯が急激にふえる時期である，

基礎的な習慣づけには低学年のほうが適してい

る。歯の交換期なので歯に対する知識と理解が必

要というようなことです。

　それでは最後のまとめをいたします。神奈川県

の統計による平塚市の永久歯のう歯罹患者率は，

昭和48年度，75．3％です。52年度は69．2％と若干

減っております。永久歯の処置完了者率は，昭和

48年度，34．4％，今年度，39．3％です。この調査

で歯科衛生士がした歯口清掃状況判定結果により

ますと，一番よいA段階が48年度には，たった

50

の1％，それが浸透してきたせいと申しましょう

か，去年の51年度のデータで20％という数字が出

ております。C段階は48年度は63％とかなり心細

い数字が，今年度23％と減少しました。

　この学校歯科巡回指導という制度が，う歯を駆

逐するのに効果があったとはなかなか断定はでき

ないのですが，まあ数％でも永久歯のう歯罹患率

が減少し，処置完了者率につながってきます。こ

のことは，う歯に児童が興味や関心をしめし，そ

れが保護i者に伝わり，正しい知識とか理解とか，

そういうものが生まれてきたんじゃないかという

ふうに私どもは考えてほしいわけです。

　今後の問題点として，このような歯科巡回指導

制度がありますので，えてして学級担任の先生が，

これは平塚市だけなんでしょうけれど，歯科の指

導は自分が何もやらなくてもいいんだ，専門の歯

科衛生士がいるんだから，という考えになること

を私たちは警戒しております。先ほども申しまし

たように，私どもは，専門的知識をいかした学級

担任へのお手つだいと考えています。その指導の

結果，子どもがどういうふうに変わったか，子ど

もに欠けていた面を後で指導するとか，そういう

事後の指導をお願いしております。2番目に，対

象者の拡大という問題がございます。これは現在

2名の歯科衛生士で，1年生から3年生までで

す。それを何年生までやるべきか。もうひとつは

社会教育関係です。現在は，あくまで学校を中心

にした活動で，余裕があれば地域にでていく。こ

れは教育委員会としての社会教育という場におい

てです。

　3番目に，指導のマンネリ化という問題があり

ます。子どもにとっては，1～3年まで3年間，

歯科衛生士の指導をうける。その指導内容がマン

ネリ化しないかということです。また，目新しい

こともあり，指導者が学級担任とちがうことで興

味を示してるということもあります。交通安全教

室なんかでも学校の先生ではなく，警察官とか，

交通安全協会の指導員方がたが指導されるのと，

同じようなことです。

　何年か後には，指導計画，カリキュラムを効果的

に検討する時期がくるんではないかと思います。
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　この仕事は研修の機会が非常に少ないので，い

ろんな協議会に出席するとか，学校歯科医の先生

方の助言や指導をお願いするようにしています。

　座長　今のお話は役所の立場で，歯科衛生士を

学校保健に導入する時，どんな規定で，どういう

ようにしたか，最後のまとめには，4つの問題点

をあげて下さいました。平塚市のこの事業は，実

際は，横浜や横須賀のものをモデルといいます

か，また横目で見ながらおすすめになったように

思えます。

　次は一番にはじめた横浜市の問題について，午

前中はその現場活動を先生方にみていただいたわ

けですが，ご報告なさる伊倉さんは，非常にベテラ

ンです。歯科衛生士の現場活動だけじゃなくて，

プログラムそのものにも多少関与しています。

横浜市の現況報告

　伊倉　では横浜市の学校巡回歯科衛生士制度の

現状について報告いたします。児童生徒のう蝕予

防と歯周疾患の抑制を目的に，昭和33年横浜市学

校歯科医師会の手で始められましたが，現在は，

横浜市学校保健会の事業として行なっています。

技術面は横浜市学校歯科医会に指導していただい

ています。
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　この事業の経費は横浜市からの事業委託費と，

巡回指導校からの負担金でまかなわれます。昭和

52年度現在，衛生士は8名で巡回指導校は小学校

112校，児童数は111，689名で，中学校32校，生徒

数は34，452名に予防活動をつづけております。横

浜市は現在小学校が261校，中学は95校ですが，

巡回指導校決定には，平塚や横須賀とはちがい次

のような方法でしております。前年度に市立の全

小中学校に次年度の希望校をつのり，保健会にあ

る歯科保健事業委員会にかけて決定します。52年

度の巡回希望校は小学校177校，中学校は45校で

　した。

　横浜市における歯科衛生士の予防活動は歯口清

掃検査と集団指導・個別指導がおもで，ほかに歯

石除去，フッ素塗布，学校・PTAに対する資料

提供があります。そしてこれらの活動内容は学

校，学校歯科医，歯科衛生士の三者協議のうえ年

間計画にくみこみ，4月後半から巡回指導を開始

します。

　巡回日数は各学校一律，小学校8日，中学校3

日で，3月中旬までつづけます。巡回後は各学校

と反省会をもって最後に年間巡回状況の整理をし

ます。

　巡回指導の実際面については，一例を小学校の

なかから大規模校1校小規模校1校の2校を抽出

して述べます。大規模校A校は古い町並である反

面，付近に新興住宅地が造成され，児童は流動的

で転出転入が多い。学校と父兄間の保健活動が活

発で，ベテランの養護の先生を軸に，児童の歯科

保健向上にとりくんでいる学校です。年間計画は

歯口清掃検査に重点をおき，歯口清掃検査，全校

刷掃は3回行ない，集団指導は大規模校のため1

年生だけとしました。

　次に小規模校のB校は学校周辺にまだ畑があ

り，児童の出入りの少ない安定した地域で，年々

先生方の歯科保健に対する関心があがっている学

校です。年間計画は歯口清掃検査を全校対象で各

学期ごとに3回，集団指導は全校対象，個別指導

は3，4，5，6年生です。

　低学年には特に重点をおいて，1～2年の集団

指導は2回します。この年間計画実施によりまし

て，A校では，3回ともあまり変化がみられませ

ん。2回目の検査は口腔衛生週間後の7月に行な

い，3回目の検査は2月，2回目と3回目の間隔

が7ヵ月もあるにもかかわらず検査結果にあまり

変化がない。ということと，市の平均よりはるか

に清掃状態がよいことなどから安定した指導，学

校保健の組織的活動が徹底している結果と思われ
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巡回状況

年　度

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43
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45

46

47

48

49

50
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歯科衛生　小学校数
士人員　中学校数

1
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7
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7

7
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7
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1
4
2
7
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1
4
3
1
5
3
9
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91

27

31

27

36

19

24

17

14
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14

12

9

9

6

5

8
3
8
3
8
3

小

中
小
中
小
中

対象人員

3，532

17，325

34，435

40，193

43，368

41，878

41，674

67，349

64，617

75，295

92，966

104，368

122，567

121，508

157，594

168，919

103，267
24，　483

115，520
3Z，284

107，507
26，928

掃
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ω

歯
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集団指導

　（人）

5，288

12，456

43，842

55，232

個別指導

　（人）

84，849

84，621

85，340

139，350

156，631

167，404

242，105

256，406

307，010

306，745

295，665

281，154

226，996
29，349

264，557
27，765

233，660
23，454

3，399
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2，844
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9，104

30，842
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79，760

20，279

28，　478

20，279

12，349

8，450

4，152

3，079

3，037

2，544

　832

3，393

　941

2，698

　475

歯石除去

　（人）

1，103

6，221

8，996

16，989

11，416

10，170

10，618
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7，956
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8，956

7，598
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1，394

675
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291

447
242
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ω
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2，631

1，858

732

6，346

342
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342
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487

512
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　B校は，1，2，3と回を重ねるごとに結果は

よくなりました。全般的な巡回指導の成果につい

ては次ページの図のようです。歯口清掃検査結果

ですが，51年度の巡回校の中から年間3回の歯口

清掃検査に向上がみられた学校の一部をピックア

ップしたものです。0校のようにAが白で，きれい

だということです。B°とBは中間でCがたいへ

んきたないということです。0校のように大幅な

増加がみられる学校は非常に少ないのですが，各

52

学校とも検査の回をかさねるにしたがって徐々に

向上していきます。やはりこれは，歯口清掃検査

の結果，あるいは集団指導後に学校による指導が

ないかぎり，衛生士だけではこれだけの向上はな

いということで，やはり学校自身の保健に対する

姿勢の結果が出てくるのではないかと思います。

　次はー歯科衛生士巡回校と不参加校のう蝕率の比

較です。横浜市学校歯科保健資料をもとに42年，

44年，46年，48年，50年度のう蝕処置率を比較し

たものです。これからおわかりになると思います

ノ
」
一
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歯ロ清掃状況（51年度歯口清掃検査結果より）

本事業参加校のDF歯数（上段）処置歯数（下段）

扇度軸校IA

42

44

46

48

50

2，　503

2，037

2，　295

1，844

2，321

1，945

2，113

1，661

1，693

1，298

B C

1，312

　742

909

442

1，210

　931

1，034

　721

999

817

3，143

1，395

3，770

2，306

4，458

2，844

4，818

3，279

4，022

3，016

D

3，503

2，　340

3，567

2，427

3，402

2，506

2，887

1，916

2，443

1，907

E

1，424

1，020

1，　533

1，108

1，459

1，162

1，376

1，128

1，460

1，153

F

2，751

2，178

2，820

2，242

2，598

2，159

2，590

2，243

2，391

1，950

G

1，329

　688

1，345

　729

1，358

　930

1，583

1，041

1，654

1，165

H

3，168

2，180

4，105

2，591

4，513

3，104

2，714

1，855

2，187

1，636

1

3，447

1，883

2，801

1，335

2，976

1，935

2，847

2，081

3，390

2，442

十二一
肖

22，580

14，463

23，145

15，024

24，295

17，515

21，962

15，925

20，239

15，384
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本事業不参加校のDF歯数（上段）処置歯数（下段）

42

44

46

48

50

a

3，893

1，　946

3，738

1，961

3，532

2，168

3，642

2，353

3，240

2，032

b

2，963

1，498

2，701

2，088

3，857

2，293

3，352

2，326

3，569

2，314

C

3，720

1，736

2，914

1，422

3，808

1，975

3，469

1，952

3，350

1，981

d

3，950

1，548

3，860

1，743

3，478

1，771

3，　458

1，480

2，768

1，259

が，参加校も不参加校も処置率はやや増加の傾向

ですが，両者の開きはおわかりになると思いま

す。42年度の幅は20％前後で，50年度では25％前

後の開きがあります。

　次に，参加校と不参加校のC3の保有率を比較

してみました。10年前後指導を継続している学校

6校と，不参加校のなかから無作為に抽出した6

校のC3の保有率を比較しました。参加校と不参

加校の差は歴然としています。特に参加校は徐々

に率が低下しています。

　最後に中学校の歯周疾患の推移をみました。こ

れは巡回する中学校32校のなかから年間3回検査

した13校の平均値です。ここでいう歯周疾患とは，

歯肉の発赤と腫脹を呈するものを私たちのほうで

チェックしたものです。歯肉炎になりやすい時期

であるにもかかわらず罹患率が徐々にですが，減

少していくのは，やはり歯口清掃がいきとどきま

すと歯周疾患にも効果があったと思います。

　右のグラフを見て下さい。

　以上まとめてみますと，やはり巡回指導校では

処置率の向上，清潔習慣の定着，または歯周疾患

の減少などが見られます。う蝕予防としてはデー

タが不足で，今日提示できませんが，現実に歯口

清掃状況がきわめてよくなった学校については，

初期う蝕発生率が減っている学校も多いように思

います。

　現在，横浜市では学校歯科保健事業において，

54
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いろの問題をかかえています。事業の充実，

いは受益者負担について， 学級指導とのむす

き， 巡回日数の問題， 予防処置の拡充などの

があ ります。 今後さらに歯科保健の向上のた
一

先生方の御意見をいただきたいと思います。

長 今のお話のポイン トは横浜市の巡回する 歯
衛生士の立場で， 現場活動としては全校を回 周
いで， 希望校を巡回するという方法をとって の’

ということ。 その基準と しては小学校では年 出：

回， 中学校では5回行くことにしている。B

例でみますとはじめ2回， 途中で3回行って 大

た2回， そのあいだに各々3ヵ月か4ヵ月の 級

ターバルをおいて，途中に定時検査をやって し冒

Q に

導の結果，直接的にきれいになるのですが， で

的な効果として， C3というものを目安にして 法

L
一一
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みると，巡回を定期的にやってる学校としない学

校ではあるちがいがあるといったようなことをお

つかみになったというような報告でした。

　横須賀市の歯科衛生士の白井さんから次の発表

をしていただきます。

横須賀市の巡回歯科指導

　白井　近年，社会環境や生活条件の急激な変化

により，う蝕の増加が問題となり，その予防対策

として，横須賀市では歯科医師会や市当局の強い

要望から，昭和42年度に2名の歯科衛生士が採用

されました。小学校を対象に歯科巡回指導を開始

し，巡回指導の重要性が各学校はじめ教育関係者

のあいだで認識されまして，現在では計7名の歯

科衛生士で小学校43校を中心に歯科巡回指導を行

なっております。

歯科指導10年間の推移

年度匙澱実撒集団指導
42年

43

44

45

46

47

48

49

50

51

2人

3
5
6
7
7
7
7
7
7

13校

21

33

33

33

33

36

37

41

42

9，303人

15，849

25，386

26，295

27，656

29，171

29，605

32，115

34，367

35，554

　指導の概要は，口腔内の不潔度の認識と正しい

歯みがきの使用法を理解させ，初期う歯および歯

周疾患予防の一助とするとしています。食べかす

のついてないきれいな歯に対する意識づくりから

出発しています。

　業務内容としては，（1）集団指導，（2）個別指導に

大別されます。集団指導は，全児童に対して1学

級1単位時間で，歯みがき検査と歯みがき指導を

しております。歯みがき検査は，指導時間の前半

に歯垢染出し薬を使用し，科学的に児童がひと目

できれいな歯，きたない歯をわからせるような方

法をとります。この汚れの程度によりましてA，

むし歯罹患率の推移

％
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（児童生徒歯科疾患罹患状況調査票より）

B，Cの判定をしております。　Aは着色がまった

くないもの，Bは前歯の外側，臼歯のかみあわせ

に着色のないもの，Cは全体に着色のみられるも

のに分け，判定カードをわたし，健康手帳にはら

せます。

　後半の歯みがき指導では，学年に応じた保健指

導や歯みがきの指導をします。

　教室での歯科衛生士の立場は，教師としてでは

なく，歯科の教材として指導をしますので，必ず

担当教師につきあってもらいます。

　個別指導の対象児は次のような所見のあった児

童で，予防処置と指導をします。（1）個別歯みがき

指導：対象を2年から4年生とします。集団指導

時に判定結果Cの子どもに，歯みがき練習をくり

かえし徹底させます。（2）歯牙沈着物・歯肉炎など

がある児童：対象は2年～6年生までです。歯石

・ 色素沈着の除去，歯肉マッサージなどの予防処

置と指導をします。処置の前に保護者の同意を得

ます。（3）1年生，特殊学級に対して，指導計画に

もとついて再度集団指導をします。なお個別指導

には，学校歯科医に連絡をとり，必ず立ちあって

いただくようにします。このように横須賀市では

集団指導と個別指導を一組としております。歯科

指導にともなう諸経費は全額市費負担です。

　巡回指導の業務についてのべますと，1月はじ

めに歯科巡回指導要項を各学校に配布します。学

校側では学校保健計画を考慮にいれ学校歯科医と
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協議の上，2月中旬までに教育委員会に希望日程

を提出します。

　教育委員会では各校の希望日を調整し，通知し

ます。集団指導の打合せを学校歯科医には1ヵ月

前に，学校側には2週間前にして，日程の確認を

します。このさい学校側では父母参観をよびかけ

ます。このようにして児童を中心として，学校，

学校歯科医，家庭と三者を一体としたきめのこま

かな集団指導が実施され’ます。指導後の学級別の

集計，感想，個人観察の作成などをします。集団

指導の報告書を2週間以内に作成し，学校長，学

年主任，学校歯科医に提出します。個別指尋も集

団指導と同様な手順です。年度末には年間報告書

を作成して1年間のまとめにします。

　指導内容は児童の発達段階に応じた保健指導を

しています。たとえぽ1年生には歯のよごれをよ

く知らせ，第一大臼歯の大切なわけを説明する。

2年生になると，乳歯と永久歯の混合期になるの

で乳歯の重要性を説明します。6年生ではしめく

くりとして，う歯以外の歯科の疾病について保健

指導をします。

　昭和42年度からの年度末歯みがき状況は図のよ

うで，当初はCが37％もあり，口腔内のよごれも

ひどいものでした。しかし指導を積み重ねていく

うちに，Cが当初の半数にまで減少し51年度には

Aが28％，Bが57％，　Cが15％までになりまし

た。歯石，色素，歯肉炎も昭和44年度を境にし

て，徐々に減少しました。むし歯り患率も横須賀

市では永久歯だけの調査ですが，46年度には74．1

％，51年度には67．8％という結果です。このため

横須賀市では歯科指導をより効果的にするために

3つのポイントを重点に各方面に働きかけをして

きました。（1）歯科衛生士による指導だけでは限界

があるので，学級担任のむし歯予防に対する継続

指導が必要です。その意味で先生方の協力を得る

ために，教職員用パンフレットを配布し，啓蒙を

図りました。学校で利用できる紙芝居，歯みがき

テープ，パネル，講話集などを作成しました。今

後もいろいろな働きかけをしていきたいと思いま

す。

　（2）家庭への働きかけです。歯みがき習慣をつけ

56

一

；

年度別歯みがき検査結果（小学校）

口

％

0　　　　　　　　　20　　　　　　　　40　　　　　　　　60　　　　　　　　　80　　　　　　　100

l　　　　　　l　　　　　I　　　　　　l　　　　　l　　　　　7　　　　　，　　　　　l　　　　　I　　　　　　l　　　　　「

年霧巨1∵・・・・・…章・・：・・・…躍

・31　1：・：・　　　　　…：躍
・・1　1：∵IH　　　　　：・二：躍
451　〔・・…　　　　　∴・㎜
・・

1　［∴・　　　　．，．．・・：：・眩勿　　　＼

・・1　1：・：：・　　　　　　：’：幽

481　1：：：：　　　　・…㎜
・glI・・・・　　　　…：彦勿
・。1　庭　　　　　　・…i吻
511　　　1・：・：・　　　　　　・：：：：拗

A　着色がまったくないもの

B　少し膚色が残っているもの

C　全体に着色のみられるもの

る上で家庭の協力は特に大切で，子どもの口の中

もみたことない，父母が歯をみがく姿をみせたこ

とがないようでは子どもを指導できないと思いま

す。そのため家庭用パンフレットを作成し配布し

ました。

教室での歯科指導の参観，父母懇談，就学時の

父母への指導，学校保健委員会の出席など，あら

ゆる方法で家族ぐるみの歯みがきをすすめていま

す。

（3）児童の習慣形成をめざし自分から進んでやる

気をおこさせるのを指導の中心におき1ました。標

語をつくり，ワッペン作戦をしました。51年度の

標語は「おやつをたべたらブクブク」，52年度は

「みんないっしょにおやすみはみがき」です。

夏休みには歯みがき習慣がくずれやすいので，

歯みがきカレンダーで徹底をはかっています。特

に3年生に対しては，Cの固定化を防ぐために，

知識指導を犠牲にして，歯みがき技術の練習を徹

底させました。

指導されたことがその場かぎりにならないよう

に，学級担任，養護教諭，家庭の協力を強く求め

ていかなければならないと考えております。最初

に指導をうけた子どもはそろそろ母親になる年齢

だと思います。この子どもたちが家庭において，

よりよい指導者となることを期待しながら，今後

も歯科指導をすすめます。
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　座長　いま横須賀市の白井さんから現場のお話

がありました。2つのお話を総合してみますと両

方とも，歯口清掃指導を中心にやっていく形で

す。横須賀市の場合は特に，歯口清掃状態のわる

いものを目安に評価をしてみる，ということと，

それから処置完了者率から，その成果をみると，

ある程度反対であるといったようなお話があった

と思いますが，ここで助言者の先生方から御意見

をいただきながら，すすめたいと思います。こう

いう学校の外から歯科衛生士を導入して学校の場

で仕事をすることが，教育活動のなかにどんなふ

うに位置づけられるか，これはわりとむずかしい

ことだと思います。新学習指導要領ではゆとりの

時間をつくることになっていますが，そういう時

間をつかうか学校行事として位置づけるか，学級

指導のなかに，なにか特別にくみこんでやってい

くか，いろんな問題があろうかと思います。多く

の問題をかかえている学校教育の中でどうこなし

ていくか，このあたりのところを，南瀬谷小学校

の校長先生なにか御意見をいただけますか。

現場から，校長から希望すること

　諸星　今の発表のように，歯科衛生士の巡回に

よって，子ども，生徒の歯の状態が非常にすぼら

しくなることは現実です。私は結論的に申しあげ

たいと思います。学校教育における保健指導の立

場にたって問題を考えた場合，学級担任が，最終

的な指導の立場にたつべきではないか，このよう

に私は考えております。

　平塚市の例をとりますと，教育委員会で計画を

たて一，発表とはちがっていましたら訂正いた

しますけれども，教育委員会の指導計画が，なに

かそのまま小学校教育，歯科教育，検査指導につ

ながっているような感じをうけたわけです。

　学校教育は，指導要領にしたがってそれぞれの

学校において，学校長を中心に教育課程を編成し

計画をたてるわけです。したがって，委員会で，こ

れは非常に大事なことだからと，おしつけたんじ

ゃないと思いますけれどね，ひとつの例としてた

とえぽ教育委員会と横浜市か平塚市全体の校長会

というものがあります。そういうものとの話合い

のもとにたてられたかどうか。最終的には，学校

の責任で児童生徒の教育を司る，これが建前です。

横浜市の場合，希望をとりあげて，その希望にした

がって歯科衛生士を派遣する。学校の要請にした

がって歯科衛生士を巡回させる。学校教育計画の

なかに歯科衛生士の位置づけがされるわけです。

　新しい指導要領では，ゆとりある教育をすると

いうことで，変わってくると思いますが，現段階

では三市とも学級担任を中心に指導している。こ

れは非常にいいことです。横須賀の場合，どこへ

申し込んで，いつ決定して，どういうふうになが

す，これをきちんとされて新学期にきちんとまに

あわせる。横浜市においてはその点，校長の立場

からいえぽ，多少の時間のずれがよくあるようで

す。横浜市では大体，2月終り，2月下旬には次

年度の教育計画が各小学校で，たてるわけです。

ところが歯科衛生士の割当がきまるのがややおそ

い感があるわけです。したがって，横浜市にのぞ

みたいことは，歯科衛生士が巡回する学校の決定

をもうすこし早くできれぽ，横浜市の歯科保健に

対する教育指導がもっと徹底するのではないかと

思います。

　横須賀市の方がのべられた家庭への働きかけ，

これは非常にすばらしいと思います。現に横浜市

でも歯科の清掃，あるいは検査，歯科保健につい

て，この衛生士をおねがいする学校の校長や，教

職員は，非常に関心がふかいわけです。歯科衛生

士さんの学校訪問の時には，横須賀市でやられて

いるような家庭への呼びかけをしております。

PTAの保健委員会も，歯科衛生士の学校訪問に

関心が深く，歯口清掃活動につきまして，子ども

とともに学習とまではいかなくても，見学して，

自分の家庭に，あるいは自分の地域に広げてい

く。そういう形を現在とっているところが非常に

多い。横須賀市の巡回指導，大変りっぱだと思い

ます。

　座長　いま校長先生からお話がありましたよう

に，現場のお立場から，教育としてはやはり学習

指導要領にもとつく教育をひきいる立場からいう

と，学級指導への位置づけとの関係，その他がた
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いへん重要であるということと，それからおほめ

の言葉と，チクリと横浜市の仕事はどうもプログ

ラムの立案その他運営について，すこし考えてい

かなくてはいけないんじゃないか，特に数が多く

なった場合，そういうことがおこるだろうという

ようなお話でした。

　3番目に，たんに実際の指導だけじゃなくて，

もうちょっとひろげて，PTAとかへ働きかける

のが大事だというお話があったんですが，ここで

先ほど平塚市について，統一的にやってるのか，

どうか聞かれた。たぶん事業の当初だからそうい

うことじゃないかという気もしますけれども，教

育委員会でね，全体指導のこまかいことまで統一

してしまう。それじゃ，学校教育という面からい

って具合わるいんじゃないかという，特に米谷先

生が教育委員会の立場だから言われたと思います

が，この点，ちょっと御説明いただきたいと思い

ます。

教育委員会は密な連絡を心がけています

　米谷　私の説明で誤解されたようですが，別

に，こまかいところまで統一するとかはしており

ません。私の表現のしかたがわるいのだと思いま

すが，とにかく指導計画とか，カリキュラムをつ

くる時には，もちろん学校の先生方と協議します

し，またその指導を実施する前にも，事前にカリ

キュラム全部を学校に連絡して，それでまた内容

調整をします。決して外部から教育の主体の問題

について介入はしてないつもりです。

　もう一点，教育委員会と校長会の問題が出てい

るんですか，もちろん事前に，こういう制度をつ

くるにあたりまして，校長会に依頼し，ご了解を

とることができました。

　座長　今おききいただいたとおりです。やはり

教育委員会ですから，きちんと手がうたれていた

ということです。歯科衛生士の巡回は，やっぽり

もっとも重要な関係をもっているのは学校歯科

医，学校歯科の団体だとおもうんです。専門的な

立場で，適切な，目安のようなものをつくり，中

みを整理しなけれぽいけないと思うんです。
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　横浜市の学校歯科衛生士の巡回には横浜市学校

歯科医会が直接たずさわってはいない，先ほどの

御報告では，学校保健会の歯科部会の運営委員会

ですか，そんなところでやっていらっしゃるそう

ですがここで森田純司先生から，そこらへんのと

ころをふくめてコメントをいただきたいとおもい

ます。

申込みの処理と運営費

　森田　なんか壇上で校長先生と学校歯科医が仲

間われするような発言になるかもしれませんけれ

ども，巡回指導は非常に申込みの数が多いわけな

んです。歯科衛生士の数と，巡回日程，申込み方

法，それらがアンバランスになってきますので，

144校，小学校が112校と中学が32校いうようなふ

うに限定してしまっています。参加申込みの文書

を出して，その段階でいろいろ決定をするわけな

んですが，その決定の方法として，2年連続した

学校は1年休んでもらう。今年はじめてできた学

校は，いれようじゃないか，といったり，まあ，

いろいろあるわけなんです。そうすると1年お

きに申し込んでくる学校もでてきたりする。まっ

たくこちらもなかなか選定に困ってしまうわけで

す。

　学校を決定しますと，すぐ学校保健会でつくっ

た年間日程表を各学校へながします。横須賀さん

では学校のほうから都合のいい日を希望していた

だくそうですが，横浜ではこっちで勝手に順番予

定を作って，各学校とも8日ずつ回れるようにし

て，日程表を学校へもどす。それで学校がどうし

ても，その日は，年間の計画でつこうがわるいと

なると再考する。他の学校と話合いのうえ変更し

てもらうという日程の決めかたをしています。

　授業に参加する参加しない，学校歯科医の要請

といいますか学校歯科医の承認がなくて学校だけ

の考えで校長さんだけのハンコで申し込んだ学校

はオミットしてしまう場合もあります。というこ

とは学校歯科保健には，学校歯科医を考慮しても

らいたいということです。

　校長先生のほうの教育計画は2月にくまれます
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が，われわれの出すのはどうしても3月になって

しまう。いつでもおそい，おそいとお叱りをうけ

る。まあこういう席上でもお叱りをうけちゃって

今後気をつけます。横浜の歯科衛生士は保健会に

属して市の職員とはまったくちがうのです。学校

保健会の雇用で，横須賀や平塚とはちがい，あく

までも歯科保健費用という委託費のなかで，その

歯科衛生士をまかなわなくっちゃならない。その

委託費は教育委員会からうけるわけです。昭和41

年度に，歯科保健事業が学校保健会にはいりまし

た時の委託料は100万円で，その当時も7名の歯

科衛生士でした。分担金として，各学校が2万円

ずつ出した。まあ時代の変遷につれて，給料はあ

がる一方です。この巡回歯科衛生士の場合は，そ

ういう枠の中で，やっております。今現在では，

市の職員と同じなみの給料・手当を出しています。

現在の委託料は22，286，000円です。

歯科衛生士の人数について

　座長　横須賀は43の学校に対して，7名いるわ

けで，横浜は300ぐらいに対して8人いるわけで

す。で入学試験みたいに選考されるんです。こう

いう問題，学校保健の問題，すべてに通じるんで

すけれども，実はそれだけの力で何をやっている

かが問題になります。まあ，現場のなやみみたい

なもので，ちょうど昨日の佐藤愛子さんのお話の

ように，話だけきくと，わるい奥さんですが，よ

く事情きいてみると，そういうところもあるのか

なあと思う。それと同じで，やはり，もしほんと

うにやるとすれば，適正配置，適当な数というの

がきっとあるのでしょう。先ほどの平塚はどうも

すこし数がたりない，この大きな横浜で全部みた

すのには，2，200万円の何倍かかるか知りません

が，それとは別に，非常にむずかしいところがあ

ると思います。

　学校保健をちゃんとやっていきますには，単に

帳面の上で，あるいは考えの上でいいということ

だけではやれない。もうひとつ別な問題がありま

す。これが学校保健の大きな意味の組織活動だと

思います。今までの話は，学校保健に歯科衛生士

をとりいれるやり方でしたが，最近，全国のだい

たい人口30万前後の都市に多いと思いますが，そ

ういう所で歯科衛生士を衛生部局で雇用して，1

歳半健診，3歳健診，母子歯科保健，母子保健指

導の面に活動させています。

　これは，世界における歯科衛生士の活動の一一IS

原形といえますが，その一部として学校保健に手

を出していくというタイプがでてきました。10カ

所程度ですが。

　市川市の高橋さんは，所属は市川市の保健健康

管理課で，乳幼児検診，1歳半検診と広範な仕事

をしておられる。そのある部分として学校保健に

連係をとるというやりかたです。特にもう一つ，

高橋さんのお仕事の特徴は，フッ化物塗布です。

今はそれが中心になっている。これは母子保健が

主になっているからだろうと思います。今までと

ちょっとちがったニュアンスの仕事をしておられ

る高橋さんから，ご報告をうかがいます。

市川市における歯科保健事業

　高橋　市川市における歯科衛生士活動の推移と

現在実施している7つの事業の概要，小学校のフ

ッ素塗布事業，母子歯科保健指導，母と子のむし

歯予防教室，市川市むし歯予防大会，母親学級刷

掃指導，3歳児健康診査・刷掃指導，口腔衛生指

導についてお話しします。

　市川市に歯科衛生士が必要になったのは，48年

10月に1回目を実施しました富貴島，中山，二俣

小学校の5年間継続のフッ素塗布事業がきっかけ

でした。49年4月に2名配置され，配属を教育委

員会にするか，当時の保健課にするかで迷ったそ

うです。実際にフッ素塗布を実施したのは保健課

であり，一般住民の口腔衛生向上のためにもとい

うことで保健課に配属されました。50年度と52年

度に1名増員され，現在4名です。

　小学校のフッ素塗布事業は今年の11月で，5年

間の事業を終わります。3小学校と比較的環境の

似ている対照校を1校出し，データをとります。

フッ素塗布は年2回，6月と11月に実施しました

が，その前に必ず3校とも1クラス40分ずつ刷掃
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現在実施している事業の概要

事　　業　　名 実施年度

小学校フッ素塗布事業 48年度～52年度

母子歯科保健指導49年度～

母と子のむし歯予防教室　50年度～

市川市むし歯予防大会

母親学級刷掃指導

〃

〃

3歳児健i康診査刷掃指導　51年度～

日腔衛生指導50年度～

　対
富實島

中　山
二　俣

乳幼児と母親

満2歳～就学前児

母親，妊産婦

妊

3歳児

指導をしました。歯みがきの方法はテレビなどの

宣伝で知られているのでロ　・一リング法にしまし

た。カラーテスターでの歯垢染出しで，ABCの

判定をし，2回Pt　一一リング法を練習しますので赤

いのはほとんどおちますが，刷掃指導のとき1回

しかうがいさせないので気持がわるいのか教室の

流しに殺到します。横みがきの子もいますが，ロ

ー リング法が絶対正しいとはいえないし，まず食

後にみがくことに重点をおいて，特に夜ねるまえ

の歯みがきを強調しています。

　フッ素塗布は毎回申込みを募集し，3校とも土

曜日の午後，検診と塗布をしました。4年生まで

保護者同伴です。しかし親の都合などで毎回つづ

けられない児童も多く1年生から継続して塗布

している児童は今年の6月の時点で3校とも30人

ぐらいです。今後このような事業を実施するさい

は，児童，親の協力を得て継続することを原則に

したい。

　母子歯科保健指導では，保健婦がする乳幼児健

康相談に歯科も加えました。市内に14ヵ所相談会

場を設け，1ヵ月に1回か，2ヵ月に1回ずつま

わり，個別に相談を受け付けます。相談者は生後

3ヵ月から1歳児の母親が多く，離乳食や予防接

種などの相談のあと，歯科にまわってきます。最

近では歯科だけの相談をうけにくる母親もいま

す。

　市川市は総武線をはさんで，南北にひろがり，
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f

象　　者 実施月 周　　知　　方　　法 一

小学校の48年 6　　月 3小学校の対象学年に申込書の配 一
度入学生 11　月 布

母親 侮月 広報「いちかわ」に日程掲載
就学前児 奇数月 〃

一

一一一一　一広報「いちかわ」歯科医院，市立
児童，生徒と
産婦 6　　月

保育園，薬局，浴場，市・私立幼
稚園，市・私立小学校1，2年生
にポスター・，ちらしの配布

『一一　一＿一婦 毎別 広報「いちかわ」に日程掲載 一

児 〃 〃

1

小学校，中学 依頼され 51年7月の広報「いちかわ」に歯
A，一般住民 次第実施 科衛生について掲載 範

北部はナシの産地です。総武線と平行して千葉街 控

道があ り市街地を形成しております。線路の北側 に

は閑静な街で， 南部は土地造成が行なわれ，マン す

ションなどで人口がふえました。

律

むし歯予防大会を始めて 大

六

50年度の新規事業として，母と子のむし歯予防 ¢

教室， むし歯予防大会，母親学級の3つをやりま 匡

した。 母と子のむし歯予防教室をするために，何 カ1

回も歯科医師会の先生方と検討をかさねました。 き

月6回， 場所は3 ヵ所で，会場の定員は母と子， 4

30組です。 1週間に1回，4回で1コース終わり
ます。 フッ素だけを塗りたがる母親もいますが， 4

歯みがきもせず， 甘い物の食べほうだいでは，フ 1

ッ素を塗っても効果はありませんので，必ず1回 彦
目， 2回目をうけなけれぽ塗布しないことにして

コ

おります。
：

1 回目は歯の構造，むし歯の進行，歯のはえか
》

わり， 第一大臼歯の重要性，使いやすい歯ブラシ

など知ってほしいことを話し， カラーテスタ・一に 女
よって， 母子ともに歯垢を染めだし，子どもには 、

スクラッ ビング法， 描円法を指導し，母親にはロ 二

一
リ ング法を指導しています。2回目は歯によい ）

食物， わるい食物， おやつの与え方，おやつのメ
を

ニ　ユ　ー， フッ素の話などをし，歯みがきの練習も し

します。 3回目， 4回目は市民会館か保健所に集
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母と子のむし歯予防教室実施数（51年度）

1回則2回目
　　　　　　　　人

3　回　目 4　回　目 計 6ヵ月後の
歯みがき指導

月
月
月
月
月
月

5
7
9
1
1
3

　
　
　
1

計

　人
75

119

94

122

97

83

590

65

120

96

107

90

77

555

91

118

120

142

120

109

700

リコール
（33含）

（24含）

（25含）

（26含）

（29含）

（35含）

（145含）

　　　リコール
78　（18含）

107　（24含）

113　（21含）

133　（23含）

105　（26含）

103　（35含）

639　（145含）

3。9人121人（3彰

464　　　　　　　　31　　　　（43）

423　　　　　　　29　　　　（42）

504　　　　　　　47　　　　（62）

412　　　　　　　55　　　（54）

372　　　　　　　　61　　　　（64）

2，484 244

（注）　1回目　歯の基本・歯みがき指導，2回目

　　4回目　歯科相談・フッ素塗布

おやつとむし歯・歯みがき指導，3回目　歯科検診・フッ素塗布，

めて，フッ素を塗布します。

　4回終了者には，6ヵ月後にもう1度歯みがき

指導をします。この教室は2歳で申し込めぽ学校

に入るまで5年間継続してフッ素塗布ができま

す。現在申込み者の70％が2～3％歳児です。

　むし歯予防大会は，横浜で行なわれた歯科公衆

衛生全国大会がきっかけでした。ぜひ市川でもし

たいと，50年の4月ごろから歯科医師会の先生が

た，教育委員会の保健体育課と打ち合わせ，宣伝

の方法，プログラムの作成など検討を重ね，第1

回は7月12日でした。3回目の今年は1，300人参

加し，日大歯学部小児歯科の深田先生のお話を聞

きました。栄養相談コーナーではおやつの作り方

の実演と試食をしました。

　参加者の約半数が2～3歳児の親子で，ついで

4～5歳児で，一番の興味は，おやつの与え方で

した。甘いものは歯にわるいと知っていても，実

際どうしたらよいか困っている母親が多いようで

す。歯科医師によるむし歯予防の相談，歯科衛生

士による歯のみがき方コーナーにも相談者が列を

つくるという状態で大盛況でした。

　母親学級では歯科医師が30分間スライドで，妊

娠中の口腔衛生や，子どものむし歯のこわさにつ

いて専門的な臨床経験をまじえながらの話をし，

その後15分ぐらい歯科衛生士が具体的な日常の話

をしました。しかし，母親たちは妊娠中のことに

は興味をしめしますが，実際に自分で子どもを育

て，歯がはえてこないとピンとこないようです。

　51年度に新規にふえたのは，保健所から依頼の

3歳児健康診査だけです。4月から9月までは歯

科健診の補助をしておりましたが，10月からは歯

科健診前の刷掃指導をしました。3歳ではまだ歯

ブラシをうまく使えないので親のみがきなおしを

強調します。

　保健所からの要望として，刷掃指導ではなく個

別に相談をしてほしいということです。

　以上の定期的な事業のほかに，依頼で行なう口

腔衛生指導も50年度，51年度とふえ，今年の9月

には初めて保育園で指導しました。

　教育委員会と一般行政の仕事がうまく協調して

いるということで，ご推せんいただき，発表の機

会を得まして，大変うれしく思います。

　歯科衛生士がはいる以前から市川では，学童・

生徒の結核検診，予防接種などは，一般行政であ

る健康管理課でしており，フッ素塗布事業を始め

る時には，すでに教育委員会と健康管理課の協調

体制はできていたので，私たちはとても恵まれて

いたと思います。歯科医師会の先生方の協力にも

深く感謝しております。

フッ素塗布実績（51年） （単位：人数）

　＼’x．．、

実施校　　＼

6　　月 11　月

希望老　実施者　希望者　実施者

校学

〃

〃

小
島
山
俣
計

貴富
中
二

106

96

104

306

99　　　　97

88　　　101

90　　　111

277　　　309

79

81

102

262

61



　来年度の事業は，歯科医師会と検討中です。最

近，新聞やテレビなどでフッ素が問題になり，充

分に考慮し検討していきたいと思います。来年度

の新規事業は，市立の7幼稚園で刷掃指導をする

予定です。むし歯予防大会は新企画か，今までの

に多少変化をつけるか検討中です。将来の展望と

しては口腔衛生センターをつくってもらい，そこ

で十分に活動していきたいと思います。

　座長　今までの報告とはちょっとちがったアプ

ローチで，衛生部局のほうから学校保健のほうへ

協力するという形の活動をしている歯科衛生士の

報告でした。これは応援演説という形ですが，白

井さんの上司の臼井先生に役所の立場で，御意見

をちょうだいいたしたいと思います。

幼児の母親をまずねらう

　臼井　保健管理課への歯科衛生士の導入は，今

の部長が課長時代に非常に骨折って歯科医師会の

先生がたの御協力で実現しました。市としては，

一般住民のほうに重点をおくべきだということで

予防接種は私の課が一括してやっております関係

上引ぎ受けました。

　はじめは一応3校を希望校にしました。これ

は，それ以外に私のほうでは，一般も指導しなけ

ればならないものですから。50年度からはじめま

した母と子の予防教室を私どもの主眼目として，

2歳から6歳までやる。それで，だんだん歯のこ

とが重要だと分かって，宣伝より口づてに大変な

PRになりました。90名するのですが申込者が非

常に多くて，会場の関係もあってなかなか思うよ

うにいかないのが現状で最終的には口腔センター

を建設してやっていこうと，私たちは考えており

ます。

　子どもは結局学校に入ります。そうしますとP

TAでも歯のことに関心が大きくなる。学校のほ

うの指導もスムーズにいくんじゃないかと思いま

す。小学校からも刷掃指導をしてくれと申込みが

あります。来年度はもう1名衛生士をふやして，

こういう方面に活動してまいりたいと考えており

ます。横浜市，横須賀市が，非常に前からおやり
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になってるため，いろいろなデータが出ておりま

すが，私のほうはまだ，確としたデータがありま

せん。フッ素に関しましてはいろいろ問題がある

ようですが，私のほうで現在やっていて何も反対

ありません。フッ素は希望者だけに塗布している

わけで，強制的ではありません。かつお母様方を

とらえているというのが実情です。

　座長　ここで現場活動のほうの話に入ってみた

いと思います。現場の歯科衛生士の活動を中心に

すこし話をもどしてみたいと思います。この本町

小学校は横浜でも古い名門校で，地理的に便利な

こともあって，いろんなモデル校になっておりま

す。学校給食，学校保健いろんな会場にもよく使

われ子どもたちが見学慣れをしているようです。

この学校は歯科衛生士の巡回に始めから参加して

いますので，まず保健主事の阿部先生，そのあた

りのポイントで御意見をいただけるとありがたい

と思います。

子どもたちは歯科衛生士さんが大好き

　阿部　子どもたちは歯科衛生士に来ていただく

ことをとてもよろこんでおります。常によく連絡

をとりあって指導にあたっているという状態で

す。一応学級指導の立場をとって，保健指導を実

施しております。歯科衛生士の方に見ていただい

て，今日はA，こんどはCもらったなどと非常に

期待を持って，御指導をいただいているような状

態ですQその結果，養護教諭の谷沢先生からすぐ

児童のほうに勧告表を渡して学級担任とも連絡を

とりあって指導をしています。おかげさまで歯科

衛生士と学級担任，それから養護教諭，互いの連

絡がよくとれ，自画自賛ですが，いき届いている

と思っております。これから，もっと勉強しなけ

れぽなりません。だんだん積みあげていって，も

っと子どもたちの歯科保健について勉強させてい

ただきたいと思っております。

　座長　この学校の場合，歯科衛生士巡回が実際

には8回か9回かだと思います。次にくるまで間

があってその間ずっと養護教諭が，ここをささえ

て下さると思うんです。その間，管理上，指導
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上，いろんな問題があると思いますが，養護教諭

の谷沢先生から，ちょっとコメントをいただける

とありがたいとおもいます。

養護教諭は担任の先生と一体になって

　谷沢　歯科衛生士の指導のない間をどうしてい

るかというお話ですが，歯みがき指導そのものは

別にむずかしくないので，担任の先生に機会ある

ごとにくり返し指導をお願いし，確かめていただ

いております。半分くらいの学級が給食のあと歯

みがきをしますので回ってみたり，担任の先生と

いっしょに，カラーテスターを噛んでみんなで口

の中を検査したりして，毎日食べた後，必ず歯を

みがく習慣を一日も早くつけさせたいと願ってお

ります。

学校の教育方針と歯科保健

　座長　今日は，学校歯科保健大会ですから，歯

科の問題に焦点をあわせるのは当然ですが，学校

の立場からは，このような環境の学校でしたら，

当然交通安全とかその他いろんな問題があるわけ

です。そういうものの指導は，すべて現在の学習

指導要領では特別活動，特に保健の問題ですと学

級指導という形で展開するより仕方がないんだと

思うんですが，そういった場合ですね，歯科の問

題はどんなふうに調整するか。たとえぽ学級指導

であれぽ短い時間でどんなふうに展開するか，特

設の時間でどのくらいやるか，いろんな問題があ

ろうかと思います。教育方針といいますか学校保

健の方針，あるいは全体の学校計画，さらに大き

く学校の教育方針の位置づけ，こんな立場で，ひ

とつあんまり歯にきぬをきせないような立場でこ

の歯科保健の問題について本校の校長先生から全

般を含めて，ご意見をいただけたらありがたいと

思います。

　佐藤　本校の生徒はいたって見学慣れ，お客さ

ん慣れがしてると同じように，先生方が本気にな

ってとりくんでいる問題に，学校では子どもたち

はその気になってくれるんですが，家庭へ帰ると

忘れてしまう。朝，子どもを学校に出す前にちょ

っと食事らしいものをさせるためにおきる親がか

なりいる。後はまた，もう一度ねるわけです。へ

たをすると，子どもと親と生活が反対になる場合

もある。

　子どもたちは学校でいわれるまではどこからも

干渉されずに全然みがかずに生まれたままの歯で

学校へ入ってきた，というのもあると思います。

間食もよその地区の家庭に比べ，はるかに多いと

思います。親たちは忙しい，物を買って食べさせ

てしまう。指導面は骨がおれますが，いろいろな

面でバランスを保っていくということも，学校教

育では必要です。ありがたいことに本校の場合，

職員が学校全体でやろうという時には，まったく

献身的に全員一致します。

　運動会が一昨日で，本来ならぽ昨日は運動会の

片付けをして，よごれをなおすのですが，今日の

歯科保健大会を控えておりますので，もう職員

は運動会の片付け以上に保健というからには，ほ

こりだらけの学校じゃしょうがないと，はだしに

なったりしながら，最近ではあまり使わない水ぶ

きのぞうきんで掃除をしたり，これは一例です

が，職員が一致協力してくれる。明日これでほっ

とできるかというと，11月に全国の理科研究大会

をここでもちますので，それに突進しなけれぽい

けません。まあ悩みを申し上げて一応釈明させて

いただきました。

　座長　おととい運動会あったことは，ちっとも

知りませんでした。たいへん御努力なさって，今

気がついてというのもおかしいですけれども，3

人しか出席しておられませんが，校長先生以下こ

の学校の先生方に対して皆さんの拍手をお願い

します。

　歯科衛生士を学校保健の場に導入することにつ

いて，現場のいくつかの話，それから助言者の方

のいろいろな助言，さらに今日見学をしましたこ

の学校の先生方の御意見などいろいろありまし

た。今日のところは問題点が提起された。声高ら

かにこれを成果としてあげるというにはまだ幾分

か問題がありましょう。ただ感じましたことは，

学校教育は保健にかぎらずすべてですが，とにか
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く優秀な者はほっといても優秀ですが，やはりだ

めな子ども，きたない子ども，C3のようなむし

歯のひどい子どもをなくすということが，第一だ

と思います。もちろん世の中からむし歯がなくな

れば結構ですができない，すぐにはできないとす

れば，ひどいむし歯を少なくとも減らさなければ

いけない。口の中の一番優秀ないい子どもをつく

る前に，きたない子どもを学校からなくなす，そ

ういうことが非常に大切だと思うんですが，先ほ

どからの現場の歯科衛生士のレポートでは，そう

いう点に着目しているようです。学校保健という

のは，実はこんなに環境のちがうたくさんの子ど

もたちを扱っている学校，学校歯科医，養護教諭そ

の他の関係者の皆さんはやっぱり子どもの保健と

いう問題からいうと，そういうポイントにもっと

も着目すべきであると思います。横浜市，横須賀

市，平塚市の仕事それから市川市の仕事などは，

そういう指向をもって行なわれている点がたいへ

ん重要だと思います。

まとめ

　その辺がひとつの成果であるということと，い

まひとつは，学校保健に歯科衛生士の活動を導入

するには，2つのルートがあるということ，教育

委員会とか，学校保健会からアプローチする，衛

生部局のほうから入っていくアプローチがあるこ

とです。このような例が全国では10ヵ所程度あり

ます。

　校長先生はじめ，現場の関係者は，そういうも

のを，いろんな形で受け入れながら，しかも忙し

くなってくる教育の現場のなかで，どう展開させ

るか。非常にむずかしい問題だと思いますが幸い

にして経験をもったいくつかの現場活動のケース

があり，これを見てやれるここに出席された先生

方は，ほんとうに子どものむし歯を減らすこと，

これはもう何十年もやっても減らない。この大会

なんかやめてそれだけをやったらいいんじゃない

かと思うくらいです。

　幸い文部省のほうでもやろうという気構えを見

せています。

　御出席のみなさん御協力ありがとうございまし

た，発表の先生方，助言の先生方，ありがとうご

ざいました。これで終わります。
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研究協議会／第2領域

健康相談の展開

　　　　　　　　　会場　横須賀市立汐入小学校

　　　　　　　　座長　日本大学松戸歯学部教授

　　　　　　助言者　日本学校歯科医会常務理事

　　　　　　　　　　　　日本食生活協会理事長

　　　神奈川県歯科医師会学校歯科部会副部会長

　　　　　　　　小田原市立鴨宮中学校保健主事

発表者　神奈川県歯科医師会学校歯科部会常任幹事

　　　　　　　　横須賀市立汐入小学校保健主事

　　　　　　　　横須賀市立汐入小学校養護教論

　　　　　　　　　　横須賀市教育委員会栄養士
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　司会（梅沢）それでは午後の協議会に移りま

す。協議会の運営は一切座長さんにお願いします

ので座長さんを御紹介いたします。日本大学松戸

歯学部教授の森本基先生です。

　座長（森本）　第2領域の“健康相談の展開”に

ついて皆さまといっしょに研究協議をすすめます

のでよろしくお願いいたします。まず各先生方を

御紹介します。

　助言者の先生として，学校歯科医会の常任理事

で学校歯科保健では有名な山田茂先生です。次が

日本食生活協会の理事長の松谷満子先生，小田原

市立鴨宮中学校の保健主事の譲原脩三先生，神奈

川県歯科医師会の学校歯科部会の副会長で，この

小学校の学校歯科医の谷幸信先生です。

　つづいて研究発表をされる先生方です。児童の

間食調査結果を発表される松沢昭生先生保健教育

の推進としての健康相談の展開で，まず前半が本

校の保健主事の嘉山雅英先生，後半を養護教諭の

安田冴子先生です。つぎに，横須賀市の学校給食

について横須賀市の教育委員会の栄養士の市川妙

子先生です。

　学校保健の場での歯科の面からの健康相談は大

変重要なわけで，その辺のオリエンテーションと

でもいいますか，健康相談について原則的な問題

を，助言者の山田先生におうかがいして，基礎を

固めてまいりたいと存じます。

健康相談とは何か

　山田　先程この学校の授業一特に学級指導の

現実を見せていただきましたが，この学校の健康

相談の考え方はかなり独創的方法のように思いま

した。これは非常に効果的ではありますが，必ず

しも一般的ではないのではないか。そこで，ごく

一
般的に，原則的に本来の健康相談とはこういう

ものだ，こういうふうな効果をねらっているとい

うようなことをすこしお話ししたいと思います。

　健康相談は，学校では学校保健法での教育行政

となって，学校医を確定したら健康相談をする建

前で，学校保健法施行規則24条の4に学校歯科医

の健康相談に関する規定があります。学校保健法

が出て間もなく健康相談の対象はなにかというこ

とが体育局長から，つづいて出されました。それ

には，第1は健康診断の結果とくに指導する必要

があるもの。それから日常観察の結果とくに健康

相談を必要とするようなもの。第2は，児童自身
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あるいは保護者の希望によって健康相談を，とい

う場合です。これが保健指導とは大変違ってる点

の一つです。もう一つここへ付け加えて遠足をす

るとか，運動会をやるというようなときには，必

要な者には，事前になされると書かれています。

　主として学校で健康相談の対象になるのは，健

康診断とか日常の観察の結果，特に健康相談の必

要があるものということがうたわれている。

　特にというのは，保健指導のような一・般的方法

では解決できにくいような者，たとえば緊急を要

する，すぐなんとかしなければいけない者。ある

いは心理的な，たとえばむし歯を治しなさいと言

っても，それだけでは，治さない者，心理的要素

をまず解決しなければいけない者などです。

　集団とか，学級指導の場合，一つは経済的な問

題とか，複雑な家庭の事情とかは学級の中ではな

く，別にやりなさい，とこういうことですね。

　保健指導のやり方にたいして，これは，マンツ

ーマンなんですね。これが原則で，特に担任の先

生は必ず出席して下さい，養護の先生もなるべく

出席して下さい，もうひとつは保護者がなるべく

出ると書いてあります。ほんとうは保護者が出席

してくれないと困るんですが，実際問題として出

席しない場合が非常に多いわけです。保護者が出

なければ健康相談ができないというんでは困る，

ということでなるべくとつけてあるそうです。

　健康相談は実に多種多様です。私は8人ぐらい

の，いわゆる学校保健の専門家の定義を集めてみ

ましたが，多少みんな違う。

　文部省的な考え方は精細で，これは学校の先生

る，

開会の挨拶
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方は御承知でしょうが，生活指導の手引という本

には，本来ひとりひとりの子どもの健康上の問題

について指導助言することである。個人的な悩み

や困難，いろんな問題が出てくるから，それらに

対処するように気を使いなさい。これが健康相談

というものです，と書いてあります。いまは厚生

省に行かれた能美先生もほぼこれと同じように言

っておられます。

　そうしますと，健康相談の本来の形はマンツー

マンです。この学校の考え方とはいくぶん違って

いますがこれはよいわるいというわけではないの

で，こういうことを心に留めておくことも必要で

はないかと思うわけです。

どうしたら健康相談をうまくやれるか

　健康相談のほんとうのねらいとはその子どもの

持っている健康．ヒの問題，たとえぽブラッシング

をいくら教えてもやらないとか，いくら練習させ

てもブラッシングがうまくいかないとか，いくら

言っても投げやりなやり方だ，それには，原因が

あるはずです何か。成績のこととか家庭の問題と

か，個人の能力の問題もあるでしょう。そういう

問題の原因をまず探って，それに対処する方法を

考えるわけですね。その子どもを指導するにはこ

ういうことをやらせてみるとか，そういうことを

まず指摘して，指導をする。その子どもが結局自

分でむし歯がわるくなるから治そう，うまくでき

なけれぽ練習しようというところまでももってい

く。保健指導はここまでで差し控える。

説明する谷学校歯科医
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　健康相談はもう一つ，もう一・歩管理的な面でそ

れを実際にやらせる段取を考えて，それを繰り返

して実際に歯科の治療をするとかブラッシングす

るとかまでもっていく必要がある。ここがやや管

理的な面ですね。

　歯科医が健康相談をするということに法律で決

まっている。しかし学校歯科医だけではうまくい

かないこともある。何回も繰り返して継続観察し

て指導を繰り返してやらないと完成しない。養護

の先生の力を借りるとか，担任の先生の力を借り

ることが必要になってくるわけです。ですから名

月は学校歯科医ですが，こういう先生方の協力な

しにはできないものです。

　もう一言付け加えますと，保健指導には個別指

導があって，学級単位として指導できない者に学

校の先生がやる指導です。保健指導は学級担任の

やる仕事ですから，個別の指導もやらなくちゃな

らない。専門の知識をもった人の，協力がないと

でぎない場合が往々あります。それは，健康相談

と似ていてもちがいます。今ここで非常に模範的

な健康相談をやっている学校も8～9校ありま

す。しかし，健康相談がうまくいかないという理

由は，第1に，認識や，理解がない，ということ

です。第2は，学校の先生方に健康相談に対する

熱意がない。第3に家庭の熱意がない，というの

もありますね。この3つがおもな原因ではないか

と，多くの人が挙げています。

　座長　健康相談のことを，いろんな立場から詰

めていただいたわけですが，究極には児童生徒の

個人が持ってる問題を自発的に解決させるという

汐入小学校の授業風景

ことに，専門家がどう対応していくかの問題では

ないかと思います。この辺が集団指導，個別指

導，そして相談という展開になってくるんじゃな

いかと思います。

　はじめに本校が大変に独創的というかユニーク

な活動を展開なさっている，と言われました。こ

れからの問題を考えていく上に，ここのユニーク

さといいましょうか，神奈川県がまず大変アクテ

ィブな県で，その中でも横須賀，また汐入小学校

というものの背景を知っておりませんと，これか

らの協議会をまた充分理解できないのではない

か，と心配するわけです。その辺を助言者の各先

生に，協議に入る前のパックグラウンドとして，

概略的な情況をお話し願いたいと思います。

神奈川県歯科医師会の考え方

　谷　神奈川県歯科医師会の学校歯科の流れにつ

いて概略お話したいと思います。本県では昭和25

年から“よい歯の学校表彰”と“よい歯の児童生

徒の審査”をやっております。そのほか，今日の

第3領域でしております地域歯科保健に関連のあ

る学校巡回歯科指導を，これも昭和25年から県教

育委員会から委託されて，県下の学校を巡回し歯

科保健の任に当たっております。

　本県の特徴として昭和41年，県医師会・県歯科

医師会・薬剤師会の3師会で委託を受け「学校医

等執務要領」を作成し，43～45年にブロックごと

に伝達講習をしました。

　ほかに3師会の部門別の研究があります。42年

横須賀市ロ腔保健センター（1）
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ごろから神奈川県歯科医師会で県下児童生徒の疫

学調査を実施して，県下の罹患状態の大まかな実

態把握ができます。

　その調査の結果，小学校の1～3年生にう蝕罹

患が非常に増えると分かりました。どの地区が非

常にわるいか，歯科衛生士が回ってる所と，いな

い所，養護教諭のいる所といない所，養教に歯科

衛生士の資格のある者，ない者，それらの関連に

よって児童生徒のう蝕罹患状態が適確に把握され

ましたQ

　基礎調査は非常に貴重な前提で，45年に間食調

査を部門別研究として県歯科医師会で始めまし

た。横浜の本町小学校，中田小学校，平塚の松原

小学校，横須賀の汐入小学校の4校が委託研究を

受け間食調査をしました。48年に再度調査した。

その結果によって低学年にひどいう歯がある，高

学年になってどんどんう蝕が増える結果が出まし

た。それを踏まえて51年度に，その4校に間食指

導を中心にして健康相談に踏み切ったわけです。

　その他に神奈川県としては，昭和33年に横浜市

学校巡回歯科衛生士を2名，現在8名が希望校を

選んで巡回しております。横須賀市では昭和42年

から市教育委員会に歯科衛生士を2名，現在7名

で学校を巡回します。横浜市の場合は数が少ない

ので，全部を回れず希望校を募ります。市の委託

費と各巡回を希望した学校の負担金を併せて，運

営しています。当横須賀市では全額を市で賄い，

無料で実施しております。

　そのほか2年前から平塚市教育委員会でも歯科

衛生士を置いて，学校を巡回します。三浦市でも

横須賀市ロ腔保健センター（2）
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歯科衛生士を置いて実施しています。これだけの

歯科衛生士が学校を巡回している県は，日本全国

を探してもあまりないのではないかと思います。

これが県全体の学校歯科保健の現状でございま

す。

　座長　神奈川県の保健指導の概略を把握できた

かと思います。このような状況を土台にこれから

4名の先生に研究発表を願うわけです。

　最初に児童の間食調査の結果を松沢先生にお願

いします。

4小学校の間食調査をして

　松沢　本会では児童生徒のう蝕の問題に対し

て，学校歯科医は専門的に種々の方策をたてて対

処しております。相変わらずう蝕は増加します。

発生要因から考えますと日常生活とのつながり，

特に間食のとり方に関係が深いと従来から言われ

ています。

　（1）本会での調査は対象に第1回は昭和45年1

月29日（日）と30日（月）の両日の間食について，横

浜市立中田小学校，同じく横浜市立本町小学校，

それから横須賀市立汐入小学校，平塚市立松原小

学校の4校の全児童を対象に，男2，004名，女

1，855名，合計3，859名を調査しました。

　2回目は3年後の昭和48年11月25日（日），26日

（月）の2日間の間食について，前記4校の1年

生，3年生，5年生および6年生の合計2，087名

を調査しました。

　（2）調査方法は第1回，第2回とも時刻別に記

出席者のみなさん
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本調査にみられた食品の向う蝕性および抗う蝕性の分類別

A1 アメ ホットケーキ
　　I
B1 ソーセーシ

キャラメル 菓子（洋） チーズ

キャンデー
ゼリ A5 カルピス B2 おこのみ焼
わたがし 乳酸飲料 サンドウイノチ

ヤクルト 食パン

肉まん

A2 ガム A6 エルヒー ホノトド　7
カリントウ カール 焼そば

チョコレート サブレ ラーメン

スナノクチョコフレーク

スノーラノク クラノカーB3
A3 アイスクリーム パルレ せんべい

甘納豆 バターココナノツ
あんまん 焼菓子 B4 いも（大学）

さつまいもおしるこ

大ばんやき A7 紅　茶 ポテトチノブ
菓子（和） コーヒー牛乳 もち

だんご

鯛　焼
ココア

コーヒー B5 あんず
大　福 柿

まんじゅう A8 クノキー 栗

最　中 クリコポ／キー とうもろこし

羊かん シスコーン ハナナ

ヒベケノト ほしぶと）

みかん

A ういろう Ag キリンレモン リンコ
一

ウエハス コーフ

カステラ サイダー B6 ココナノツ
菓子パン ジュース 木の実

ケーキ ファンタ ピーナ　ツ

シコークリーム

ドーナツ

ミルグセーキ

ラムネ

　　しボノフコーン

ハイ レモネード B7 牛　乳
［

ブリン レモンスカッシ．L ヨークルト

入できる調査票を児童に持たせ，この2日間の間

食を記入させて，それを回収するわけです。一

方，児童の歯の検査票から永久歯のう蝕歯数（D

MF歯数），処置歯数（F数），それからCIC2歯

数，C3C4歯数を抽出し，両者の関係を対照して

みました。

　間食調査票の記入は保護者によるものが大部分

で児童が自分で記入したものもありました。その

中の意味不明のものは除外します。

　（3）間食の種類・頻度の分類をしました。これ

は学校別の種類・頻度，日や月の比較性別による

比較，食べた回数による比較，嗜好傾向。これは

間食の種類および頻度

　1日に2回以上，あるいは2日間続けて食べ

た場合は一応嗜好傾向があると認めます。

　（4）間食の分類は児童のとった食品約100

品目を，白糖を含む歯牙に停滞しやすい物を

A，反対のさらっとした感じの性格を持つ物

をBとし，Aは9区分してあります。左の表

をごらん下さい。

　　各児童の2日間の間食摂取の状況から間食

　を5タイプに分けました。

　　AはA群のみを間食にとる者，AbはAと

　Bが混っていたがA群のものの方が多少多い

　と思われる者です。ABはAとB群がほぼ同

程度とる者aBはAとB群の両方をとってい

　るが，B群を余分にとる者です。　BはB群だ

　けをとる者というような5タイプに分類して

　おります。

　　（5）結果と考察

　　①各タイプの性別，学年別の分布は，学

　年が進むにつれての特別の傾向も性別の差も

　認められなかった。

②う歯保有数と間食各タイプとの関係は，学

年を追って全体にはう歯保有有数の多い者は増加

したが，A＋Ab型で，う歯保有数の少ないもの

の割合とaBとB型で少ないものの関係は1年生

と3年生ではあまり差がみられない。5，6年生

ではaBとB型の者の方がう歯保有数が少ない

のが認められた。すなわちここには有意差がある

ということですQ

　③C・C2のいわゆる軽度う蝕です。う歯保有

者の間食各タイプの関係は，1年生と5年生には

差を認めることができないが，3年生と6年生で

はaBとB型の方が未処置のう歯を多くもって

中　田 小 本　町 小 松　原 小 汐　入 小

％ ％ ％ ％

1 みかん 1125 16．7 みかん 1204 15．0 みかん 465 16．9 みかん 586 165
2 せんべい 847 12．6 せんべい 872 10．9 せんべい 295 10．7 せんべい 451 12．7

3 チョコレート 535 7．9 カステラ 572 7．2 牛　乳 155 5．6 チョコレート 257 7．2

4 あ　め 447 6．6 ガ　ム 453 5．7 チョコレート 116 42 あ　め 185 5．2

5 牛　乳 338 5．O チョコレート 434 5．4 あ　め 114 41 ’卜　乳 157 4．4

6 アイスクリーム 271 4．0 牛　乳 391 4．9 アイスクリーム 114 4．1 アイスクリーム 140 39
7 ガ　ム 253 3．8 あ　め 317 4．0 リンゴ 91 3．3 ノ　ム 127 3．6

8 リンゴ 235 3．4 アイスクリーム 277 3．5 ヤクルト 86 3．1 バナナ 117 3．3

9 バナナ 205 3．0 ケーセ 273 3．4 ガ　ム 78 2．8 リンゴ ユ08 3．0

10 ビスケント 175 2．6 ハナナ 259 3．2 ビスケット 74 2．7 ヤクルト 99 2．8

他 2312 34．3 2948 36．8 1171 42．4 1333 37．4

6743 8004 2759 3560
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おり，その差は有意でした。

　④高度う蝕，C3C4のう歯保有者と間食タイ

プの関係は，1年生と3年生では差が認められな

い。5年生と6年生ではaBとB型の方がう歯保

有者が少なく，有意差を認めることができた。

　このような結果から，③については多分処置数

の傾向との関係によるものとも思われます。②，

④の結果から推測しますと，白糖を含み，かつ歯

牙に粘着傾向のある食品を間食として多くとる児

童は，高学年になるとう歯を多く保有し，しかも

未処置の高度う蝕を多く持つ傾向のあることが認

められた。これは小学校低学年児童に対する間食

の適切な指導を行なうことが高学年におけるう歯

抑制に効果があることを暗示するのではないかと

思われます。

　（6）実践活動の基本方針

　主として低学年の児童を対象に，次の2つの実

践項目の達成を図りたいと思います。①日常の食

生活における糖分のとり方，とくに間食のとり方

を規則正しくするように心がけること。②食後の

歯口清掃の徹底を図る。これらによって学童のう

歯予防，すなわち抑制の実を挙げるように努めな

ければいけないと思います。

　この実践項　を実現するためには，学校の場で

次のような方針で推進すべきであろうと考えられ

ます。

　a．学校歯科医を中心に数名の歯科医，歯科衛

生士などのグループを作り，専門的な立場から資

料の整備，保健相談などの指導内容についての検

討を行なうこと。

　b．学級担任教師，PTA，学校給食関係者な

どを対象に，全般的な学童のう蝕対策として実践

項目の意味について周知を図る。

　c．低学年児童を対象に実践活動と①間食につ

いての指導的な意味を含んだ調査。②学級指導な

どの機会をとらえてう歯抑制の指導をする。③う

歯の状態のわるい子どもに個別的な保健相談をす

る。④実践例の増加を図る。

　d．年次的に実践結果の評価目標を決め，その

実践を踏みしめていく。

　（7）実践活動の基礎
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　児童のう歯についての理解として，永久歯のう

蝕の予防が重点であるので，う歯の発生は萌出直

後に最も起こりやすく，3年間が注意すべき時期

である。う歯発生は歯の面のよごれが大きな要因

であるから日常生活でたえまなく口腔内の清掃を

する必要がある。砂糖を含む食物が絶えず口中に

あることは歯のよごれとう歯発生の両方に関係が

ある。

　（8）　う歯予防の手段

　②専門的な手段，つまりう蝕予防処置です。

　②家庭療法，つまり自分自身で行なう。歯口

の清掃と砂糖摂取の管理です。その中には全体の

食生活での砂糖分の抑制とか，特に間食の時間の

規制，糖分をとったらすぐ歯口の清掃をする。こ

のようなことがらが神奈川県歯科医師会学校歯科

部会が，今までにしてきた調査です。

　座長　松沢先生から間食の調査を実施して，む

し歯の増え方を観察された後，どうしたらよいか

という積極的な御提案まで話されました。

　次に保健教育の推進としての健康相談の展開で

本校の嘉山先生，安田先生にお願いいたします。

汐入小学校の現状について

　嘉山　発表というよりも本校の現状をお話しし

て，展開させたいと思います。

　本校では一応職員全体の研究，児童とPTAを

含めた研究のテーマとして「保健管理と保健教育

の推進について」で進めています。積極的に取り

組みましてからは2力年で日が浅く，十分な成果

が挙がってるとは言えません。

　学校保健を充実させるのは，学校の教育目標を

ほぼ達成することになるだろうと学校経営の一環

として位置づけて，保健を大事にしております。

今回のテーマの“健康相談の展開”も，全体の保

健教育を進める中の一つとしてとらえました。

　本校における健康相談は，非常に長い間行なわ

れて内容も充実しております。昨年度は内科，眼

科，耳鼻科，歯科，延べ22回開催し，年間の延べ

相談者数も620名にのぼりました。在籍児童は525

人です。
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　歯科の健康相談に限ってみますと，対象は1年

生のむし歯の多い，甘いものを好む児童であり，

健康診断の結果とアンヶ一トによって対象者を決

めている。

　この学校では学校，家庭での児童自身の自覚に

よって達成しうるう歯予防ということに実践を向

けております。どれだけのことを子どもたちの実

践として育てられるのか。健康にどれだけ子ども

たちの自覚を持たせられるか分かりませんが，方

向としてはそう願ってやってるわけです。

　学校全体，家庭と結びついてのう歯予防を進め

る中で児童保健委員会を主とした全校の歯みが

き，PTA保健委員会が進めている朝夕食後の親

子歯みがき，歯の衛生週間行事，歯科衛生士巡回

指導，保健学習保健指導などを通してう歯予防を

推進しております。

　本校の保健教育について，ちょっと述べますと，

保健教育の目標として「健康に対する関心を高

め，積極的な実践活動を通して望ましい習慣形成

を図り，自主的に健康の保持増進に努める子ども

を育てる」と大きなテーマを掲げ，特に5項目を中

心にしております。①保健学習・保健指導の充実

を図っていく。②積極的な実践を通しての態度や

習慣の形成を図る。③継続的な児童の体力増強。

④健康的な環境の整備。⑤家庭，地域などとの協

力。保健学習と保健指導が従来あまり徹底してい

なかったので，ここ2～3年積極的に取り組んで

います。

　う歯予防はもちろんですが，近視予防，校内健

康優良児の選出表彰。体力づくり，特に登り棒と

かなわ飛び，持久走などをとり入れる，個人発表

会の奨励，これは情操面の伸長も健康の中に取り

入れるべきだということで，特に個人的な，子ど

もが自主的に取り組んだものを奨励しておりま

す。家庭との協力はPTAの委員をはじめとして

よく動いております。

　以上は保健教育でしたが，次に歯科保健の実際

に触れたいと思います。

　本校の歯科校医の谷先生は昭和22年以来，歯科

保健に力を注ぎ現在にいたっており’ます。この間

に校内予防処置を実施した時期もあり，歯みがき

歯ブラシを毎月提供されて，1年間歯みがき運動

をした時期もあります。

　本校のう歯の実態については表をみて下さい。

昭和27年度以降のう歯と永久歯処置歯数です。

　年3回の検査のたびに全校の歯の状態を集計

し，勧告書を出して治療を促進していますが，家

庭の事情とか，歯科医の事情などで治療がなかな

かはかどらないで困っています。ここは地理的に

恵まれていて，周囲に多くの歯科医がおられるん

ですが，治療は思うようにすすみません。

　歯口清掃は，年3回の歯科健診の時に検査しま

す。これは校医さんに御努力願っております。昭

和49年まではサフラニン液を使用しましたが，養

教一人で600本以上の綿捧を作るのは非常に手間

がかかるので，現在は横須賀市全体がカラーテス

ターを使っております。

これからは予防を第一に

　本校の児童のう歯罹患率はおよそ毎年90％台で

す。予防よりも治療を今まで優先させていたので

はないか。もうひとつ，歯だけよりも，子どもた

ちが健康全体について自分の健康に一貫性を持つ

ようにする方がいいんじゃないか，ということで

総括的に保健指導を考えてるわけです。

　その中でも本校の実態とう歯の原因をもとに保

健指導の中で予防指導を徹底する。習慣化を図る

ということを数年来続けております。

　学級で行なう保健指導のほかに，養護教諭を中

心に保健室で行なう個別指導もしており，治療済

みの報告があったときなどに，これから食べもの

に気をつけようね，と一言つけ加えています。

　予防活動と習慣形成については，歯と健康のこ

とはだれもが知っているんですが，実践が伴わな

いむずかしいという悩みが本校にもあります。学

校教育の場で行なう以上に家庭での習慣形成が重

要であろうと思います。そのためにも職員，父

母，児童，校医が一体となった学校保健委員会と

いう場を大事にして，その中で関連を持たせて各

組織が動くような方法をとらなければならないと

思うし，実際にそのように盛んに学校保健委員会
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う歯の実態（昭和27～52年）

年 検査 う蝕罹 う蝕罹 永久歯 永久歯処置 永久歯処置
度 人員 患者数 患者率 う歯数 歯　　数 完了歯率

％

27 1，701 1，237 72．6 1，540 155 10．2

28 1，789 1，528 85．4 1，791 196 10．9

29 1，219 1，456 83．6 1，221 160 13．1

30 1，256 1，186 94．3 1，225 298 24．3

31 1，248 1，186 94．9 2，284 514 22．8

32 1，277 1，217 95．4 2，488 916 36．7

33 1，221 1，189 97．3 2，933 1，250 42．8

34 1，081 1，079 98．8 2，842 1，453 50．8

35 935 915 97．8 2，332 1，237 52．6

36 868 823 96．1 2，030 1，194 58．8

37 726 695 95．6 1，811 1，242 68．6

38 665 655 98．2 1，672 1，312 78．4

39 626 615 98．2 1，511 1，177 77．9

40 619 615 99．3 1，453 1，206 76．9

41 596 589 98．8 1，486 1，170 78．7

42 591 589 99．6 1，463 1，136 77．6

43 600 600 100．0 1，477 1，208 81．7

44 592 578 97．6 1，390 1，172 84．3

45 575 555 98．1 1，580 1，262 79．8

46 549 539 98．1 1，444 1，118 77．4

47 539 536 99．4 1，247 964 77．3

48 517 497 96．1 1，069 883 82．6

49 504 485 96．2 1，040 895 86．1

50 519 483 93．1 975 773 79．3

51 514 463 90．1 1，141 783 68．6

52 469 457 97．4 893 679 76．0

を開いては予防活動を進めております。

　歯科保健に関する年間行事として，歯科健診，

就学時の健康相談があり歯の衛生週間行事，特に

保健委員児童による寸劇，よい歯の子の表彰，作

文朗読，歯みがき訓練の実施を6月4日に行な

う。歯科の巡回指導は横須賀市教育委員会から年

2回実施されます。1回は集団指導で各学年に応

じた歯科指導計画により，2回目は，1年生は集

団指導で，2～5年までは1回目の歯みがきがわ

るかったもの，歯肉炎，歯石色素沈着のあったも

のを，個別に予防処置を実施しています。

　歯みがき週間は学校保健委員会の主催で，親子
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永久歯処置歯数（昭和27～52年）

年
度 1学年 2学年 3学年 4学年 5学年 6学年 計

100ぺ当り

処置歯率

27 0 8 5 10 37 96 155 9．1

28 9 2 28 10 30 117 196 10．9

29 1 18 18 16 28 78 160 13．1

30 1 30 39 31 105 92 298 23．2

31 30 29 59 144 112 140 514 41．2

32 10 89 98 264 267 188 916 75．3

33 3 56 187 289 359 357 1，250 103．1

34 6 54 149 267 449 528 1，453 145．3

35 32 46 92 207 393 467 1，237 133．3

36 12 61 118 156 319 528 1，194 137．0

37 18 36 125 216 374 474 1，242 171．0

38 28 67 185 290 303 439 1，312 197．2

39 30 85 184 232 275 371 1，177 118．0

40 15 87 196 236 270 402 1，206 194．8

41 15 92 206 277 281 299 1，170 196．3

42 17 76 96 224 250 275 1，136 190．5

43 16 87 207 270 281 347 1，208 201．3

44 50 76 180 253 296 317 1，172 197．9

45 50 114 186 243 315 349 1，262 219．0

46 57 101 195 214 234 317 1，118 203．6

47 43 76 114 226 214 291 964 178．8

48 11 51 155 155 252 259 883 170．7

49 28 70 122 185 211 279 895 177．5

50 21 61 79 147 242 223 773 148．9

51 19 60 98 110 191 305 783 152．3

52 11 58 109 145 154 202 679 144．8

歯みがきや昼の歯みがきを昭和50年からしていま

す。10月の保健委員会では学校家庭が一体のむし

歯対策に重点をおくことに決めました。

　月の第3週目を歯みがき週間にして，昼の歯み

がきは児童保健委員会，朝夕はPTA保健委員会

が主となって歯みがき運動を実施する。ただやや

マンネリ化してきたようですので今後どうしたら

いいか考慮中です。

歯科健康相談の展開例

安田　県歯科医師会の間食調査から白糖を多く
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含み，歯に付きやすいおやつを多くとる者ほどむ

し歯になりやすいという結果が実証されました。

この調査から，今後う歯予防の実際活動をどうし

たらよいかについて，昭和49，50年，県歯科医師

会主催の協議会を持ちました。その結果，健康相

談を通して予防実践に移る方法も打ち出されまし

た。本校では熱心な校医さんぽかりなので以前か

ら各科の健康相談を実施していましたが，この指

導があって，なおいっそう健康相談を活発化させ

る力となりました。

　健康相談は低学年が中心で，その理由は永久歯

の萌出時期で，むし歯が増加しやすい時期であ

る，親子とも学校生活に新鮮さを感じているので

先生の言うことはよくきく，学校での勉強時間が

短く午後の健康相談に参加しやすいなどからで

す。

　対象児童は食物の好ききらい調査一就学時の

健康診断のときに全員からアンケ・一…トをとり，好

ききらいや間食調査をした結果から，甘いものを

多く好み，むし歯の多い児童を対象にします。不

正咬合のある児童にも健康相談をします。

　実施方法は51年の12月からはカリオスタットを

導入して健康相談をしております。

　内容指導例として，例Aは，入学前に急性腎炎

を患った子どもで，むし歯から腎炎になることも

あるので，乳歯のひどいむし歯は抜かないと，絶

えず膿をのみ込むから治療するように，またリン

パ腺がはれているから早く治療しなさい。オヤッ

の指導としてオヤツは時間と量を決めて，できれ

ぽ甘味の少ないものがいい，という話を校医から

しました。

　例Bの，前歯がすいるのはレントゲンをとらな

ければ分からないが，余分の歯があるのかもしれ

ない。乳歯のむし歯を治療しておかないと永久歯

に影響を及ぼすので早く治療をするように，とい

う　ようなi｝旨導o

　例Cとして，ガーゼしゃぶりがあったので開咬

になってしまった，なかなか治りにくい。歯石が

あるからそれを取ってしまわないとむしー歯になり

やすい。乳歯のむし歯でも治さないと永久歯に移

ってしまう，というような話合いをしました。

　例Dとしまして，52年の6月の相談でカリオス

タットが（升）で，その子は哺乳ビンで3歳まで

カルピスを飲んでいたために前歯が哺乳ビンう蝕

になってしまった。オヤツを袋ごと与えない，時

間と量を決めて甘味の少ない手作りのオヤツを与

えるように，早く治しなさいというような指導が

ありました。

　例Eは，カリオスタットは（＋）だけれども，

あごの発育と歯の発育が合わないので歯並びがわ

るいのではないか。固い物をよくかんで食べるよ

うに，抜いたところは放っておくと生える場所が

なくなってしまうので，場所をとっておくような

装置を入れるとよい，という指導でした。

　例Fは，カリオスタットは（冊）で，ひどいむ

し歯を治すのが先決である。徐々に食べ物の甘味

をひかえるようにして変えていくようにした方が

いい。乳歯のひどいむし歯を抜いて入れ歯を入れ

ると嗜好がちがってくるかもしれない。買い食い

はしないように。やわらかいものばかり食べてい

ると発育にもよくないというような指導を行ない

ました。

　例Gは不正咬合で，下顎が出ているが，上前歯が

4本そろったときにその処置を考えた方がいい，

今はスプーンの柄の方で1日1回上顎を噛むよう

にすると少しはよくなるのではないか，と指導し

ましたo

改善された例・されなかった例

　カリオスタットによる相談の一例は次のようで

す。

　この子どもは間食調査の結果ではA型に属し，

う歯はaBの型に属していた。51年の相談のとき

にはカリオスタットが（帯）でむし歯も多く，相

当太っており，ぜん息がある。そういう病気のた

めに甘い物をとったこともあるでしょうが，甘い

物を少しずつ減らして，お菓子を袋ごと与えない

ように，むし歯は早く治しなさい，というような

指導がありました。で，今年の健康相談では甘い

物を減らして，あんこやチョコレートはあまり食

べさせていないということでした。カリオスタッ
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トではよい結果が出ましたので，甘い物を減らし，

歯をよくみがくようにというような指導をしまし

た。

　改善されていない例は，昨年もカリオスタット

（惜）で，むし歯11本，甘い物は好きでないが，

間食調査ではA型に属していましたので，甘い物

を摂っているのではないかと思いました。指導

は，乳歯のむし歯は永久歯に移りやすいので早く

治療するようにということ。下顎が出ているの

で，1日1回スプーンの柄を噛むようにするとあ

る程度治るかもしれない。3年生くらいで治らな

けれぽ矯正するとよい，というような指導が行な

われました。

　むし歯になりやすい子がいるので，フッ素塗布

とか，食べたらみがくとか，食べ物から甘味を抜

いていくという方法など，いいと思うことをどん

どんおやりなさいと指導をしました。今年，カリ

オスタットをやったら，やはり同じような状態で

した。むし歯が多く，そのために口中が不潔にな

ってカリオスタットが改善されないのかもしれな

いから，むし歯を早く治すようにということと，

うすい塩水を飲んでみるのもよい方法でないかと

指導されました。

　本校ではよい歯の子を各学年男女1名ずつむし

歯予防デーのほか，口腔衛生週間に表彰します。

よい歯の子とむし歯の多い児童とを比較しカリオ

スタットによる結果をみると，よい歯に選ばれた

児童は，父母兄弟姉妹のむし歯も少なく，食べ物

に対する注意をしている。たとえばミソ汁に煮干

しを入れるとか，牛乳を毎日飲んでいるとか，小

魚，チーズなどを食べているようにしていると

か。歯に対する関心もある。カリオスタットの成

績もよい歯に選ぼれた児童の方が断然すぐれてい

るo

　健康相談実施上の留意事項は次のようです。健

康相談の通知を出す場合，養教としては健康相談

に参加してほしい，どうしたら親が参加してくれ

るかいつも考えます。学年だよりとか，保健だよ

りに健康相談が何日にありますから希望者はおい

で下さい，と書いても，参加ゼロに等しいので

す。必ず個人に通知し，出欠の有無を確かめま
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す。案内を出した人の約半数が出席すると見込ん

で計画を立てます。案内の内容には検査事項を記

入する方がいいようです。たとえぽ，内科ですと

肥満児に対する血圧測定や検尿，歯にはカリオス

タット検査をしながら相談を，というような項目

を書いた方が親も参加してくれるようです。

　実施時には検査器具をそろえて，同時に掛図や

模型を用意しておくと説明しやすいし，本校の統

計があれば出しておき参考資料があれぽ印刷配布

する。間食の与え方一お母さん考えて下さいと

いう印刷物を渡す。人によっては簡単な指導で，

質間もなく終わりますが，ときには養教の方から

相談者側に立って質問を仕向けるといいのではな

いかと思います。

　健康相談で一番大切なことは，話を聞くだけで

なく，資料をもちかえり，実行に移し，またこれ

を他の人にも教えてあげたいという気持ちになれ

ぽ，健康相談も価値あるものと思います。それ

と，継続した観察とできるかぎり多くの健康相談

が必要だと思います。

　健康相談後の問題点について，かかりつけの歯

医者さんに，乳歯のむし歯は生え替わるから治す

必要がないと言われたというのが多い。それが健

康相談で乳歯のむし歯が永久歯に悪影響を及ぼす

のを知って考えを新たにしたようです。患者数に

比べて歯科医が少ない，乳歯の治療は手間がかか

るわりには保険の点数が低いので，やりたがらな

いと言われている。それらのことを考えていただ

きたい。

　以上，本校での健康相談についてお話ししたん

ですが，まだ短い期間でいい結果を得るまでにな

っていませんので，今後も継続観察をして努力し

たいと思います。

　座長　なお，こんどは汐入小学校だけではな

く，横須賀市の問題として，学校給食からながめ

てみたいという，その辺の研究結果を市川先生に

お願いします。

給食・栄養と歯とのかかわり

市川　本市では，小学校は昭和26年に完全給食

、
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が実施されました。当時は献立，材料の買付け，

会計などすべて各学校の教職員が実施運営しまし

た。44年に財団法人横須賀市学校給食会が設立さ

れ共同献立，共同購入で，ほとんどの業務が給食

会の職員によっています。中学校では牛乳給食，

定時制高校では弁当給食を実施しております。

　学校給食では標準的な1人1回当りの栄養所要

量と食品構成が定められ，本市でもこれを基に給

食の施設設備面，調理の作業量，児童の嗜好等を

考慮して献立作成に当たっております。

　必要量はなるべく食品から摂取することを建前

に，調理に脱脂粉乳，乳製品等をできる限りとり

入れますが，たん白質，カルシウム・ビタミンB2

がやや下回っているようです。本年度，給食費が

改正されましたので，その点充分考慮した献立に

するつもりです。

　小学校高学年から中学期にかけて発育が最も旺

盛ですので，調理の工夫はもちろんですが，動物

と違って人間は嗜好で食物を選びますので，栄養

が片寄るとか健康の維持にはいろいろの物を食べ

なければいけない，と頭で理解させ食事をとらせ

る必要があると思います。

　41年度，51年度，全市で給食献立の残量調査を

しました。その結果，各学校，各クラスによりそ

の残量は非常にちがっておりまして，地域差とか

全市共通のものはありません。

　この汐入小学校では，訪問交換給食を実施した

りランチルームを設置しています。教室では食べ

きれなかった子がランチルームへ入ったり，訪問

交換給食などですと，先生や栄養士の話を聞い

て，その日は残量がなかったこともありますの

で，理解と同時に雰囲気づくりも大切なことであ

ると考えます。

　学校給食は1日1食ですが，家庭との食事の隔

たりは非常に大きく，給食や食事を研究テーマと

した学校保健委員会に出席しても，そのことが感

じられます。大豆は食品としての価値が高く，よ

く知られていても，家で食べたことがないと子ど

もが言います。一部で手作りが普及されている反

面，調理時間がかからない料理が主体のようです

し，給食でもそういう傾向です。

　本市では市学校給食研究会の依頼を受けて，45

年度から栄養士の手で1年児童を対象に1学期の

間に全クラス紙芝居による“なんでも食べて丈夫

な体をつくろう”をテーマに指導しております。

　むし歯になるのは砂糖の弊害だとよく耳にしま

すが，同時に一・時的に疲労回復に役立つなど大切

なものでもあります。ただ，そのとり方に問題が

あるのではないか。共立女子大学の上村光男先生

の資料から食品摂取量の年次推移によりますと，

現在米類，大豆製品その他の豆類の消費が少なく

なり，逆に小麦類・油脂類・肉類・卵類などの消

費が増大しております。

　砂糖の家庭消費は戦前に比べてやや下回ってる

ように思いますが，菓子類の消費が大幅に上回っ

てきています。

　諸外国の1人1日当たりの砂糖消費量と比べて

も，日本は多いわけではありませんが，現実には

日本人にう歯の多いことは事実のようです。う歯

になりやすいからといっても，砂糖を食べないこ

とは不可能だと思います。細菌・歯質・食物の3

つが重なったときにむし歯が発生するのではない

かo

　いろいろと資料をお借りしましたけれども，石

井欣・粒良フミ両先生の研究結果からも，乳児院

では3度の食事と2回のオヤツの時間が正しく管

理されているためか，同年齢乳児よりむし歯の罹

患率が低いということです。

　現在は街に食べ物が豊富に出回っているため

か，歩きながら食べる光景をよく見かけます。食

事や間食のとり方が変わってきてるのではない

か。学校給食に携わる者の立場から，学校給食は

小学校の生活科のうってつけのテーマであると思

います。食事を通して暖かい人間関係が生まれま

すし，また身をもっていろいろと体験できるよい

場であると考えています。

　幸い本市では同じ課で保健と給食を担当してお

りますので，歯科衛生士と連絡をとり合うことも

できます。毎月家庭に献立表を配布して，　“よい

歯でおいしく食べよう”“好ききらいをなくして

強い歯を作ろう”　“むし歯は家族の歯みがき習慣

から”など，1行でも歯に関係のある文を入れ，家
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庭でも目を通していただくようにしております。

健康な体，じょうぶな歯を作るためにも栄養士，

歯科衛生士，それぞれの立場から協力して，児童

に接していきたいと思います。

　また，担任教師へ資料の提供などをし，学校保

健委員会，調理講習会，給食試食会を通じ，地域

社会への働きかけをし，規律ある正しい食事のあ

り方を通してむし歯予防の一助にしたいと考えて

おります。

Q＆A：事後処置と予防について

　座長　ここまでで予定の4人の先生方の発表を

していただきましたので，質疑の展開に入りたい

と思います。

　郷家（宮城）　谷先生にお聞きしたい。健康相談

後の問題点で，「乳歯のむし歯は生えかわるから

治す必要はない」と開業医に言われるということ

について汐入小学校でも大変困っておられるんじ

ゃないかと思いますが，私の県でも学校保健会，

養護の先生の講習会などで，健康相談後の事後処

理，健康診断後の事後処理で問題点が出てきてい

るんです。この点の，何かいいお考えがあれぽお

願いしたいと思います。

　谷　非常にむずかしい問題で，私もこれについ

て日夜悩んでいます。最もいい解決法はなにか，

これは学校歯科医ではなく歯科医自身の自覚にも

関連してくると思いますが，非常に問題があって

悩んでおります。私は学校のすぐそばで開業して

います。学校で勧告を出した場合に，私のところ

にはくるなと検査の時に言っているんですが，近

いから結構くるんです。多くの会員の先生方に御

迷惑をかけてもその方が治療効果が挙がると思う

んですが。私自身も適当な解決法はありません。

お答えにならなくて申しわけありません。

　座長　どうも大変むずかしい問題ですね。ほか

にありますか。

　養護教諭（富山）　谷先生と安田先生におうかが

いします。私の県，私の学校でも努力をして，子

どもの治療の方は以前からみますとよく治療しま

すし，子どもの認識も実践はそれほどうまくいか
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なくとも，むし歯予防に対する認識はずっとよく

なって来ていると思うんですが，う歯罹患率は90

％をこしています。そういう実態・現実があるん

です。

　第1段階として，こういう子どもの保健指導，

ブラッシング指導・間食指導ももちろん大事で

す。そこで今問題になっておりますフッ素につい

て，関連の領域が今回ないのですが，新潟県で今

年全国大会があって，出席いたしましたら，とに

かくむし歯は公衆衛生的な手段で今後やっていか

ないと，なかなか自己管理だけでは防ぎきれない

んだという話でした。

　ここでもフッ素塗布が行なわれております。よ

り多くの児童がよい歯を作るには洗口が一一asだと

もいわれています。この県はその点どういう見通

しを持っておられるのか。ちょっとお聞きしたい

と思います。もうひとつは，安田先生に。先程ブ

ラッシングを朝晩はPTAの保健委員会が，昼は

児童保健委員会でさせると言われました。その昼

の学校でのブラッシングについて，蛇口，時間の

流れ，何分ぐらいかかるか，昼に学校で時間を取

りたいと思っても障害があってなかなかできない

わけなんです。その点この学校ではどうやって効

果をあげておられるかお聞ぎしたい。

ブラッシンゲとフッ素

　座長　フッ素の問題はあとまわしにして，まず

安田先生，ブラッシングについてお答え願えます

か。

　安田　昼の歯みがきの件は児童保健委員会が表

を作り，各クラスに渡し，各クラスで1週間行な

うんですけれども，各教室に3つずつ，理科室，

図書室，手洗所前とかに水道が付いております。

どこを利用してもいいから給食が終わったら歯み

がきをすぐしなさいよ，ということです。

　座長　フッ素について神奈川ではどうかという

御質問でしたので，谷先生にお願いいたします。

　谷　私は県の学校歯科部会の副会長ですが，神

奈川県の学校歯科部会としては現在フッ素洗口，

フッ素塗布を統一してやっている方向にはござい
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ません。フッ素塗布をしている所も一部あります。

鎌倉の全小学校で日本女子衛生短大にたのんでフ

ッ素塗布をしています。横須賀市内でも数校，フ

ッ素塗布をしています。洗口はしていません。

　富山県は数年前に日本学校歯科医会のむし歯半

減運動を全県下達成なすった，非常にう歯予防に

熱心な県だと記憶しております。県としては，フ

ッ素は非常にむずかしい問題で，いいのは分かっ

ているんですが，現在はやらずに，間食指導，ブ

ラッシング指導の方向に進んでいるわけです。

　座長　フッ素はむし歯予防には重要な問題で，

日本母親大会でも検討していますし，日本歯科医

師会でもいいということは分かっていますが，い

ろんな疑問をある程度明解にすべく努力をしてお

りますので，その発表が近々あると思います。そ

の上でまたお考えいただければ大変ありがたいと

思います。少なくとも今言われているような心配

はないはずであるが，細心な注意が必要な物質で

あることは当然である。このくらいで打ち切らせ

ていただきます。

かまないとのどを通らない物をとろう

　尾上（京都）　市川先生に。人類がだんだんどち

らかというやわらかい食品を食べる，好むような

傾向にあるように思うんですが，ものを与えたり，

料理する場合もできるならば，やわらかい，つま

り歯にベタベタと着きやすいものになっていくな

らば，反対にできるだけ固いものにするように，

調理方法を変えることによって，すこしでも歯に

くっつきにくくするよい方法はないか，お聞きし

たいと思います。

　市川　たしかに学校給食でも児童の嗜好がやわ

らかい物に向いています。学校保健委員会でもこ

の問題が出て，やはり人間には噛みくだくことが

大切だ，よく噛まないと発育によくないというこ

とでした。子どもたちが，たとえば鯨の肉をかみ

切れないとか，低学年では歯の交換期でもありま

すが，噛まなければ発育によくないと私は話して

おりますし，保健委員会などでも出席のお母さん

に，大豆製品やスルメなどをとっていただくよう

に話しています。

カラーテスターは毒かどうか

　池永（横須賀）　養護教諭です。

　先ほどの嘉山先生の研究発表に関連して，各先

生におうかがいしたいんですが，汐入小学校では

カラe一テスターを用いて歯口検査を年3回おやり

ときました。厚生省の発がん物質の研究班により

ますと，食品添加物や医薬品の中に物質の突然変

異や染色体の異形を起こす，赤色3号が出ていま

した。カラーテスターは，赤色3号そのものと聞

きますが，使用中止している県もあるそうです。

実際にはその弊害があるのかないのか，おうかが

いしたい。

　山田　赤色3号は御指摘のようですが，カラー

テスターに使う場合，1錠は10分の1つまり0．05

9くらい。しかし毎日やるもんじゃないんです。

あれを飲み込む量が問題になるわけですね。その

飲み込み量は0．何パーセントぐらいか，非常に多

い場合でも0．5～0．6％ぐらい口の方から入るだろ

う。大量に何百グラムというのは有害です。砂糖

だってしょうゆだって酒だって，むやみに飲んだ

ら，それは有害に決まっています。許容量はと

正確に覚えてはいませんけれども，何百グラムで

す。1ヵ月1回ぐらい使って，有害だとはいえま

せん。ただ，若干注意しなけれぽならないのは，

あれを何十回となく噛むというのは疑問だと平常

からそう言っております。噛む動作と飲み込む動

作はつながってるものです。ですから私自身は，

3回く・らい噛んで，そのあとしばらく待ってもら

う。しぼらくというのは7，8秒で，多くても20

秒です。多少は必要です。あれを何分間も保って

いるのは害があるでしょう。それにしても安全度

からみたら何百分の1ですから，心配はないと思

います。

子どもたちは喜んで協力するか

養護教諭（東京）　汐入小学校の方にお聞きした

したいんですが，たとえば歯みがきにしても朝晩

77



色を塗る表があって，毎週担任の先生に出すわけ

ですね。それの点検があって，給食なんかも食器

の整理をして，子どもたちはいろいろな点検を

し，さらにそれを担任に出すという作業を繰り返

してるようですが，いえ，やった方がいいけれ

ど，子どもたちがわずらわしいとかジしぼられる

とか，そういう傾向があるかどうか教えてほしい

のです。

　もうひとつ，肥満児の食品についてカロリー一一の

表があります。私も肥満児の指導をやろうと思い

ますが，1点が66カロリー，44カロリー，20カP

リー等々と，1点のカロリー数が非常にまぽらな

わけです。換算が非常にめんどうくさくなるんで

すが，どう考えていけぽよいか教えていただきた

い。また，学校保健では，なぜこれをとり入れた

かをも知りたいと思います。

　嘉山　第1点は，本校の場合，たしかに親子歯

みがきにしても毎週月曜日には，担任に歯みがき

しらべを提出するとか，あるいはいつもの歯みが

きですと教室で保健委員がやったり，……いろい

ろしているわけです。

　こんな活動をしたり，給食の方で調査をした

り，体育でも体力づくりに関して，たとえば持久

走の結果，なわ飛びの結果とか，子どもたちはた

しかにあっちへ行ったりこっちへ行き忙しいこと

ですが，委員会活動であるとか組織の中で動いて

おり，子どもたちはそれをいやがるとかわずらわ

しがることなく動いてるようです。

　安田　肥満児の食品は，栄養士が本校にもとき

どき来て下さっていて，要項にある資料もその方

からお借りしました。このとおりやれということ

じゃなくて，これを目安にしたらどうですか，と

親たちには話しております。このとおりやるのは

大変なことだと思います。なるべくこのようにと

いうことです。

　座長　質疑はこの辺で打ち切らせていただい

て，次に助言者の譲原先生は学校で保健主事をや

っておられるお立場から，今日の御発表，また今

の質疑応答の中でお感じになったことから御助言

をいただけましたらと存じます。

78

保健主事も養教も悩みははてなく

　譲原　私のところは神奈川県でも小田原で，横

浜，平塚，横須賀からはずれて遠く，衛生士さん

も巡回指導車もない環境です。

　私どものところは非常に遅れているというんで

すか，恵まれていない所の保健主事として申しあ

げます。

　私どもの方では養教が800人の生徒を抱え，朝

学校が始まりますと，すぐけが人が出たり保健室

もだいぶ忙しいようです。そのような中で治療率

を上げるにはどうしたらいいか，保健室はどうし

たらいいか，というようなことで毎日悩んでおり

ます。

　保健指導は1年間35時間が学級における保健安

全指導の時間で，保健には14％ぐらいしかとって

いない現状だと思います。その中，歯科に対する

指導は2時間ぐらいが普通じゃないでしょうか。

それで学校単位にしますと歯のことまで学級で扱

うにはどうも苦手な先生が非常に多いのが現実で

す。そういう中にあって，養教さんはいかに指導

力を挙げようとか，学習や学級における保健指導

をしようと，非常に苦労しています。

　数年前に養教さんが検査は検査，監督は監督，

相談は相談とこれを分離してやるのは非常に不合

理だ，800人もの生徒を歯だけに多く時間をかけ

るわけにいかない，けれども現在は歯の指導を強

くしなけれぽならないということで，歯科の検査

のときに待機してる間に，生徒たちの保健委員の

活動として歯みがきの実態調査や歯の大きな模型

を使って歯のみがき方の指導をします。検査を終

りますと歯科医からう歯の状態が記録される，そ

れが次に流れてきて担任がそばにいて，勧告書を

与えるわけです。その場合，養教がそれを見て，

よい歯はよいとほめ，わるければ子どもたちをそ

の場で指導する。これは養教が勧告書を出す手間

を省いてる形で，担任もその場にいるということ

で，効果がちょっと出てきたわけです。

　中学生は，こちらのように歯科医大が近いとか

環境に恵まれている場所ではないので，医者へ行
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けぽ待たされる，予約制である，医者が少ない。放

課後だと部活動やクラブ活動ができないなど行か

ない理由をいくつか挙げるわけです。どうしても

ひどいう歯には長期の休みを使う必要があるが，

早期発見，早期治療なら治療日数や医療機関等の

ことが解決するんじゃないか。PTAの総会など

でも生徒の研究発表を通して親の理解を得ると

か，相談の必要のある生徒は必ず父兄をそのまま

保健室へ足を運ぽせて養教が指導するという形を

とる。これはほんの1例なんですが，今日はここ

にきて，非常に進んでいる，これが普通なのかも

分かりませんが，私ども遅れている立場からは非

常に参考になることばかりでした。

　座長　また別な立場で，食生活や栄養の面で専

門家の立場から松谷先生に今日の話題に触れてい

ただきたいと思います。

砂糖もほかの物もよく考えて食べよう

　松谷　総合的にむし歯と食生活との関係につい

て，ちょっと私の感じましたことを話したいと思

います。食生活は生きるということの基盤である

とはだれでも知っていることです。しかし食べる

ということを私ども日本人は非常に軽く見ている

傾向がある。このことがどんなに努力してもむし

歯が今まで減らなかったことに総合的に考えてい

きまして，つながるのではないかと今日お話を聞

いていてしみじみ感じました。

　車のガソリンを補給するような気持で，時間が

来たから食べる，そこに食物があるから食べると

いうように，安直に食べ物に向かっていると思う

んです。

　神奈川県歯科医師会の方でも，粘着性だとか，

砂糖の含有量だとかそういうふうなものとう歯罹

患との関係が深い，と発表にありました。それで，

回数にもふれてありましたが，残念に思われまし

たのは，どのような頻度で食べ物を口の中に入れ

ていたかという検査が，全般にみることができな

いことでした。

　食べることは，同時に口を汚すことにもつなが

るわけで，その絡み合いを考えていかなけれぽな

らないといつも思っております。

　同時に今日の日本で一番欠けていることは，食

べ方教育が家庭でも学校でもされているとはいえ

ない。ほんとうの意味の食べ方教育が子どもの身

につくような方向でされていない。これは社会全

体で考えなけれぽならない最も重大なことであろ

うと思うんです。

　その中で大きな問題は，私ども日本人は食生活

の不足時代を長いこと経て，あれを食べる，これ

も食べるというより，不足に対応することをやっ

てきましたが，今日は食べ物がたくさんあり，い

つでもどこでも手に入るような状態になってきま

した。

　砂糖の問題にしても，提案の西川さんが209と

言われてるけれども云々と，それは一体お砂糖を

どのくらい使えば適量なのか，だれしも悩んでい

るようです。砂糖の適量という問題は，たとえぽ

今日私ども日本人が，精糖工業界発表の資料に

よりますと，1年間に1人24kgを使っておりま

す。そうしますと1日659ですが，国民栄養調査

結果などでは，実際には10数9くらいしか家庭で

は使っていない。あと，おかしを食べ嗜好飲料を

とり，ということで総合的に見ますと，1日に家

庭で個人が砂糖を40～509はとっていると想像で

きるわけです。

　砂糖を食べるときには，一体どういう配慮が必

要なのか，生活の中で習慣として定着していな

い，全然考えられていないところが，さっき私が

申し上げました食べ方という問題だろうと思うん

ですQ

　これからの栄養指導の問題には，適量摂取が大

きな課題になると思うんです。健康相談の展開は

個人に対応して，ということですけれども，学校

給食もすべて画一的に，年齢で分けて与えており

ます。

　残津の調査の場合でも，残したらわるいんだと

いう発想が基本にあって，食べる側の条件に合わ

せる配慮，調査は今まではあまりありませんでし

た。これからはやっぱり食べる側という問題を通

して見ていく時代になってきているし，それがこ

れから先の健康づくり，う蝕予防の問題にも関わ
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ってくるだろうと私は思います。

砂糖・くだもの・野菜の食べ方

　砂糖については，歯科医師会では大体小学校の

年代では約459～509程度まではいいんじゃない

かということが，大ざっぱに出ております。私も

それでいいんじゃないかと思います。ただ，砂糖

の食べ方の問題を心がけれぽいい。

　きょうの調査，11月の調査のせいですかどこの

学校も全部第1番にミカンが最高でした。そして

10位にバナナがある。日本人の昔の観点では，く

だものは水菓子で，つい甘いミカンを選びます。

甘いということは糖分があるわけなんです。

　私どもが食品分析センターで調べたデータで

は，あの甘さは，粗糖分が大体2．4％あります。

別の所のデータでは6％の糖分でした。果糖が

1．5％とか，あるいはブドウ糖が1．8～1．9％とか

です。これは普通の甘い食べ物と全く同じに考え

なければならないんです。バナナは非常に子ども

の好きなくだものですが，庶糖分が10％ありま

す。10％は，コーラ等飲料類に近い数字です。し

かし甘さが，酸と糖との入り混じってる関係で，

甘ずっばい味ではなく，隠れた味にはなっていま

す。ですから何でも食べ物を食べたら，その後は

口すすごうという問題は，甘い物という加工食品

の観点だけではなくて，食べ物を食べた後はブク

ブクうがいをする，歯をみがくことが基本的に大

切である。

　それができない場合は，量と時間を決めて与え

る。こちらの学校でも教育の効果がなかなか上が

らないようですが，長い間の食生活の習慣を変え

ることは大変です。一・番保守的な部分が食生活だ

と思っております。甘い物を急に減らしなさいと

言っても，減らした気がしても現実にはあまりで

きてない。苦痛をあんまり与えないでするために

は，今までどおり食べていい，その代わり何日の

何時ということにしよう。あるいは夕食後は食べ

ないようにしよう，とその辺から実践させていく

ような処方もいいのではないか。方法ももうすこ

し加減して，多様に対応していかないかぎりでき

80

ない。子どものむし歯はひとつの問題を処理した

から解決するというものではないと先程の研究発

表などから感じました。

　肥満児指導やそのほか健康指導がされるように

なりましたが，こちらの学校では医師・栄養士・

養護教諭・先生・歯科衛生士のみなさんがたがチ

ー ムを組んでやられるようで，大変いいことだと

思いますが，肥満児の食品交換表というのも私は

これはちょっとどうだろうかな，と思って拝見し

ました。衛生教育，教育は皆様方ご専門ですが頭

の中に数字をいっぽい入れて，食品に当てはめて

複雑に組み合わせれぽ，必ず失敗があり，実行し

ても効果は上がりません。

　カPリーが問題であるならぽカロリーを80カロ

リt－一一で1点にするとか，100カロリーを1点にす

るとかで，食品に適合させるということが必要か

と思います。カロリーの表示もいろいろな計算法

がありますので慎重にやっていただく方がよろし

いのではないかと思いました。

　給食内容の問題の中で，ビタミンB2とかカロ

リーなどが出てきましたが，どこも似ていると思

いますが，緑黄野菜の摂取についてはあまりお話

がありませんでしたがどこでもご苦労なさるとこ

ろです。その辺から私は皆様方に，歯との関係ふ

かいカルシウムは緑黄野菜には平均で67mgくら

いあり，その他の野菜には32mgくらいしかあり

ません。小学校高学年・中学校のときは不可欠の

鉄分は，緑黄色の野菜には2mgぐらいで，その

他の野菜には0．4mgあります。

　ですからカルシウムはその他の野菜と緑黄色の

野菜との比率をみますと，緑黄野菜が2に対し

て，その他の野菜が1の比率である。鉄分は緑黄

野菜5に対して，その他の野菜が1である。ビタ

ミンAは51．4対1の割合。こういう食品はとりに

くいのはよく分かるんですけど，ぜひ積極的な摂

取をすすめてほしいのです。乳製品も非常によい

食品ですが，給食では緑黄色の野菜はとりにくい

と逃げがちですが，ぜひやってほしい。ニンジン

・ヵボチャは調理の操作も簡単，洗うのもらくで

すが，緑の菜っ葉，これは私はぜひ使ってほしい

し，それが丈夫な歯にも還元されるんじゃないか
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と思います。

　以上，たいへん散漫な話になってしまいました

が，適量を摂取することは，私どもがなかなかで

きない。脚気を治すときだって，ほんとういうと

あれで私のいう適量を心得させる訓練の場ではな

いかと思います。アメリカやその他の国から見た

ら日本の学校給食は確実に与えられている。それ

を残さないように食べようという教育の方向はこ

れから先変わっていくであろうということ，また

変わらないと健康の問題にいろいろな問題が起き

てくることを同時に知っていただきたいと思いま

した。う蝕とはなれてしまいましたが，食生活を

幅広く見ていただくように，甘みだけでなく，す

べてに節度あるとり方を身につけさせるべき教育

を，ぜひお願いしたいと思います。

　座長　日本学校歯科医会の関口副会長に御感想

を一言おうかがいして終りにしたいと思います。

保健も相談も教育です

　関ロ　きょうはみなさまのいろいろのご意見，

助言者の先生方からのおことばに非常に感銘しま

した。健康相談が盛んな学校はたいへん少ないん

です。この学校ではそれがとり入れられ，りっぽ

に活動しているということは，学校歯科保健の進

展に非常に役立つと，私ども考えております。こ

とに，給食・間食の問題などをとり入れての話で

した。

　学校保健はご案内のように教育の中に位置づけ

られてあるわけですが，保健管理が現在どこでも

優先しているわけです。むし歯の問題でも，これ

を処置することが先です。心臓・腎臓などの疾患

すべてがそうです。

　これは地域保健に通ずるもので，たとえば学校

歯科医会などは必要ない，歯科医師会があればそ

の中でやればいいんだという形になってしまうわ

けです。ところが今まで一生けんめい保健管理を

やってきたけれども10年，20年たっても昔と現在

とあまり変りがない。あんまり進歩がないのは，

どこに原因があるかと申しますと，管理から保健

に通ずる道がないからなんです。管理を一生けん

めいやって，教育の方へもっていってみても，道

がないから発展しないわけなんです。ところが教

育から管理へもっていきますと，これはりっぽな

道ができていますから，いくらでも発展していく

わけです。現在はそういった道があるけれども車

が動いてないというのが現状です。

　こういうことから考えますると，きょうのこの

健康相談の問題一つとり上げても，これは全部教

育です。その教育の中に，この管理が必ず備わっ

ていく。そういう形でいくならぽ，必ず学校保健

は発展していくと思います。

　これは何も歯科だけの問題ではなく，学校保健

全体がそういう形で今後いかなきゃならないと考

えています。保健会にしても，教職員がたくさん

出なきゃならないのが，どうも先生方は手をつけ

ないんですね。管理をやるものたち，私のような

ものが出てくる。これはちょっと主客転倒でおか

しな状態が現在の学校保健会です。将来は改めて

いかなけれぽ進展はないんじゃないかと思うわけ

です。

　こういう意味で，この第2領域の話合いは私ど

もとしても感慨深いものであり，大変に参考にな

ったと思い，大いに感謝しております。

　座長さんはじめ汐入の先生たち，この方面の指

導において，一流の山田先生も含めてベテランの

先生方であったためか，大変に盛り上がったよい

雰囲気で終わることのできることを私もうれしく

存じます。

　座長　実はここで全部出そろって，これからデ

ィスカッションが始まるんですが，これでも時間

が延長されております。あとは皆さまがそれぞれ

の仲間で討議を経て実らせていただきたいと思い

ます。

　助言者の各先生方，研究発表の各先生方，参加

の皆さまの御協力によって，大変有意義であった

と感謝をしながら，第2領域での会を閉じます。
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研究協議会／第3領域

地域歯科保健とのむすびつき

　　　　　会場　神奈川県歯科医師会館

　　　　　座長日本学校歯科医会常務理事本村静一

　　　　　助言者文部省体育局教科調査官吉田螢一郎

　　　　　　　　川崎市学校歯科医会副会長　戸俊治

　　　　　　神奈川県綾瀬町立落合小学校長山田央

　　　　　　　　　　　城西歯科大学教授中尾俊一

発表者神奈川県衛生部保健予防課歯科衛生士鈴木正子

　　　　　　神奈川県歯科医師会歯科衛生士原田佳美

　　　　　　　岩手県歯科医師会学術部委員清野精文

　座長（本村）　私は昭和22年当時，東京都の教育

委員会におりまして，巡回診療車の搭乗員であっ

た一戦後初めての巡回診療車の搭乗員を10年ほ

どやった縁で座長を仰せつかりました。御来会の

先生方の御協力で，なんとか第3領域が実のある

集会になればと思います。

学校歯科保健の移動活動を考えたい

　地域保健をどのように考えていくか。非常にマ

クロの意味で考える考え方，本日展観されていま

す巡回指導車活動一本に絞って，どのようなむす

びつきを展開するかというエグザクトを抽出して

行動していくという考え方の2つがあろうかと思

います。当然地域保健の実態は歯科診療車であ

る。またそのコミュニティで行なわれるひとつの

予防活動である。まあいろんな見方があろうと思

いますが，本日は具体的な経過である移動活動，

定期的活動　　歯科診療所や保健所などを底辺と

いうならぽ，本日は移動活動といったようなもの

をひとつの主題にしていろいろ御主張なり御討議

をいただきたいと，いうふうに考えております。

　進め方は最初に神奈川県衛生部の鈴木正子先

生，つぎに神奈川県歯科医師会衛生士原田佳美先
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生，最後に岩手県歯科医師会の学術部担当の清野

先生に御発表をしていただきます。この発表をも

とに4人の先生から御助言をいただくわけです。

初めに吉田榮一郎先生からはこのテーマに対し

て，教育活動としての意義とその望ましいあり方

について，それを中心にした御助言をいただきた

い。一戸俊治先生にはこのテーマについての展開

計画のねらいをどのように考えるか，具体的な展

開の計画についてお願いをします。そのねらいに

ついてこのような考え方もあろうかということを

お願いいたし，つぎの山田央先生は健康教育ご専

門です。これらのテーマについて学校側としては

どのように受け止めればよいかについて。実際現

場の問題として，どんな活動をもってきても，学校

側で受入れ態勢によって効果が50％にもなる，200

％にもなります。中尾俊一教授には地域保健と学

校歯科保健における予防歯科活動のあり方　　い

まいろいろ問題になっておりますシュガーコント

ロールを中心に食事指導の問題点，またフッ素を

含めた問題点を，ご専門の立場から御助言願いた

いと存じます。

　では神奈川県衛生部保健予防課歯科衛生士の鈴

木正子先生からお願いします。
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保健指導に重点をおいて

　鈴木　衛生部における歯科保健指導車は，保健

所からの遠隔地の地域住民が主たる対象です。最

近低年齢期のう歯罹患化傾向が非常にいちじるし

いので，大体1～3歳くらいまでの低年齢児に重

点をおいて巡回指導します。

　歯科保健指導車ができたのは昭和40年ごろで，

当時は，県立保健所に5名しか歯科衛生士がいま

せんでした。対象として幼稚園，保育園児に健

診，指導，予防処置をやりました。現在は県立の

12保健所全部に歯科衛生士が入っております。現

在のように保健所からの遠隔地の低年齢児に重点

をおいたのが昭和46年ごろでした。

　計画はどのようにできるか。まず次年度の運営

方針を，県の衛生部長が各県立保健所長あてに示

します。それをもとに保健所長が管内の市町村長

に次年度はどのような地域で歯科保健指導車を展

開して指導するかを協議するわけです。

　協議ができた段階で，保健所長名で県衛生部長

へ計画書を提出する。なかには日程が重なる場合

もあるので，衛生部，保健所問で日程調整をしま

す。素案をまとめてから県歯科医師会の乗務担当

の方と協議します。歯科医師会で協議の結果，歯

神奈川県歯科医師会館

科保健指導車の計画書がでぎます。

　計画書を衛生部長から県の保健所長あてへ通知

し，保健所長は管内市町村長あてに通知します。

計画が円滑に運行されるよう各市町村が，広報，

通知で地域住民に周知させます。乗務するのは歯

科医師が1～2名，歯科衛生士が2～3名，その

地区の対象者数によってこちらで決定します。現

在，運行回数が予算等の関係で減少し，1回当り

対象者数はやや多く，約80～100人程度です。

　受付・予診は現地の市町村の歯科保健担当老が

します。予診は地域管内市町村の担当者がする場

合もありますが，保健所から保健婦さんが予診す

る場合もあります。そのあとで歯科医師が健診

し，その結果に基づいた歯科保健指導，予防処置

となります。

　保健指導に現在最も重点をおいており，家庭に

おける健康管理が一番重要なので，－歯科保健だけ

でなく，育児の中でどうとらえていくかというこ

とを歯科衛生士が指導しています。

　ひと頃とちがって，母親の歯科保健に関する関
　　　　　　　　　　　　　心が高まってきましたので，歯科衛生士も歯科の

ことだけ指導していれぼよいという時代はもう過

ぎ去りました。栄養やしつけの面も勉強しないと

歯科衛生士も時代遅れになってしまうんではない

かと各保健所で保健予防課などで，月1回程度の

会議を，勉強会は年3回ほど開きます。

　巡回検診のほかに，乳幼児のすべての衛生統計

をとります。各地域で罹患状況がアンバランスな

んです。同じ年齢なのに劇的なくらい罹患率が低

い地域と高い地域との差があります。四半期に1

座長・助言者・発表者
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回，無歯科医地区歯科診療として2日ほど乳幼児

の治療を行なっています。内容は健診，指導，ア

マルガム充填，レジン充填，乳歯の抜歯などです。

　こういう巡回診療をしていますと，初期には手

がつけられないほどひどい罹患状況であった地域

が，3～5年，定期的にキチンとした歯科保健指

導をつづけますと，第2児，3児あたりでむし歯

のない子どもがでてきます。やはり地域歯科保健

は長期的な計画をたて，地道できめ細かく進めな

ければいけないと私たちは痛感しています。

　歯科医療の効果については罹患状況をみます

と，神奈川県のう歯の罹患率は3歳0ヵ月で69．2

％で，全国平均に比べると下回ってはいますが，

よい傾向だとは言えない。もっと下げていくこと

も夢ではないと思います。

　それで昨年，無歯科医地区の歯科診療を年4回

にしました。今日は全国の学校歯科保健大会なの

で，ぜひお考えいただきたいのは，学校歯科保健

であっても，現在学校にいる子どもたちに目を向

けるだけでなく，もっとその前の年代と，その後

の年代に向けていただきたい。乳幼児のう歯の罹

患状況が低下していけば，必然的に学竜の方も低

下するわけです。

　昨年の無歯科医地区歯科診療で，ある小学校を

使ったわけです。あれだけ大きなバスですので，

安心してキチンと診療のできる場所を確保するの

は大変なので，たいてい公民館とか学校をお借り

するわけです。あるとき，校長先生が乳幼児の治

療をするのに小学校を使うのはとんでもないとど

なりこんで来られた。非常に困りましたが，私ど

挨拶する加藤神奈川県歯会長
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もとしては保健所，市町村役場を通じて了解さ

れ，当然校長先生の了解も得られたものと思って

始めたのです。翌日はお手洗の設備もない，不便

な所で診療を実施しなければならないことになり

ました。

　たしかに在校の子どもに対しては熱心におやり

になる学校でも，それ以下の子どもたちのことに

関しては「とんでもない」などと言われます。そ

の地域の子どもがやがては学童となって入学す

るわけです。ですから，もっと学校保健だけでな

く，もちろん学校の歯科保健の向上も非常に重要

だと思いますが，地域の乳幼児に関しても広い暖

かい目でみていただきたいと，去年へき地へ行っ

て感じました。今日の機会にちょっとふれさせて

いただきました。

　衛生部の歯科保健指導車の方向は，罹患する子

どもを少なくしよう，むし歯の程度をもっと軽度

にしようということです。私たちもそういったよ

うなことにもっと力を入れて，がんばっていかな

ければいけないとつねつね思ってBります。とく

にへき地といわれるところでは，定期的に長期間

保健指導車なり歯科の技術ケアがキチンと展開さ

れていれば，必ずう歯の罹患状況が低下する時期

が来るんではないかと最近つくづく感じます。

　座長　研究発表に対する質問は一括したいと思

います。次は神奈川県歯科医師会歯科衛生士の原

田佳美先生です。

運営の実際面について

出席者のみなさん
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　原田　学校保健，特に歯科活動には多様な方法

があります。それを推進していく上で，地域保健

との結びつきが，よりよい効果を期待できるよう

に考えて，地域医療機関に恵まれない地域に歯科

バスを配備している都道府県は多いと思います。

　日本学校歯科医会の巡回自動車の運営報告にも

ありますように，それぞれの地域で効果的な運営

がなされ，う歯予防治療に活躍されていることと

思います。

　神奈川県では終戦後の荒廃した一時期，ジープ

に歯科診療器具を積み込んで走り回りました。昭

和24年，神奈川県の衛生部は積極的に歯科バスの

製作に努力し，ボンネットタイプの巡回診療車が

完成しました。現在の車と比べて今昔の感に堪え

ないものがあります。そして，それには県の嘱託

という形で歯科医が乗務され，当然歯科衛生士は

いなくて，車の運転を担当する者が歯科助手を

つとめました。器具なども大変不備であったよう

で，幾多の困難のあったことが記録に残っており

ます。

　昭和20年代の学校保健は衛生部の仕事であり，

現在と少し違った機構で，学校保健の事後措置と

して要抜去乳歯の抜歯，歯口清掃，フッ素塗布，

初期う蝕の充填があり，診療車の治療費は当時は

有料でした。

　教育行政と衛生行政の機構の変化，つまり学校

保健が教育委員会の学校保健課に移行したとき，

昭和40年，3台目の車の完成とともに車の名称も
“神奈川県教育委員会学校歯科保健指導車”と改

め，治療費はすべて県の費用でまかなうという画

期的事業となりました。

　本県衛生部に属する歯科保健指導車は，この学

校歯科保健指導車が一つの目安でした。この2台

の車の運営が地域保健にほんのわずかですが，貢

献していると考えます。

　現在の車の製作完成にあたって，設計段階では

谷幸信，森田純司先生らが積極的に努力されまし

た。

　運営方法と派遣要領は，これについての運営要

綱第10条に政令市の横浜市，川崎市，横須賀市な

どにも，この車が派遣されるとあります。県下の

もう学校，ろうあ学校，養護学校などの特殊教育

学校などにも，巡回治療を行ない，巡回日数も年

年すこしずつ増加しております。

　この車が出動して行く流れは，前年度の12月に

出動を希望する小，中学校が，それぞれの教育事

務所と緊密に打合せをします。そして，これで県

教育委員会は1月中に案を作り，2月までに県歯

科医師会と年間計画を発表するわけです。県歯科

医師会は傘下各支部の運営担当者を招集して乗務

割当をして，県教委と委託契約を結びます。神奈

川県として誇りに思うことは，このあたりの作業

がスムーズに流れることで，地域での運営も円滑

にいくわけなのです。

　業務分担は県教育委，県歯科医師会，歯科衛生

士が行なうことに分けました。

　乗務歯科医は作成された県の通知を受けて，当

日の任務を果たし，手当金16，000円の現金書留を

受け取ります。

　この車の構造，機構は図のようで，清水タン

横浜市歯科医師会休日急患歯科診療所

　　　　　　　　　弔織艶気　　瞬ゼ．t　2

神奈川県歯科バスでフッ素塗布をされる子どもたち
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地区別・月別配分表（昭和47～51年度）
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神奈川県学校歯科保健指導車平面図
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ク，汚水タンクも完全に装備され，下水施設のな

い所でも充分に機能を発揮します。歯科設備は診

療やラバーダム防湿に便利なバキューム設備，フ

ッ素設備，フロリデータもそろえてあります。ま

た歯科保健指導のために昼間自動映写機までのせ

てあります。

　この車の1日の日程は，8時30分に待ち合せ集

合地に着く，つまりそれ以前に車庫を出ます。学

校到着時間は，現状の交通事情では相当の時間を

必要とします。到着後，約30分くらいかけて準備

し，車内に診療所を作るわけです。

　診療は理想的な医療をできるだけ多くの人に施

すように心がけ，質を重点に人数や充填歯数にこ

だわらず行なっております。そのためにはチーム

治療に徹する，適応症を選ぶ，ラバ“一一一ダム防湿を

施す，サホライドの積極的応用などの予防処置，

保健教育を充分しております。

　口腔清掃状態の検査票やアンヶ一卜調査票を用

いております。歯科診療行為のほかに集団歯科保

健指導を併せて行ない，よりよい効果を得るよう

にしています。昭和51年度は54校で実施し，学校

歯科保健指導車の配属校のうち60．7％が実施した

ことになります。

集団歯科保健指導実施状況

年度471484950
実施校数12　12　32　46
実施人員数　　517　1，975　4，282　8，421

51

54

8，377

学校歯科保建指導車予防処置実施年報　昭和51年度（51．4～52．3）

抜　　歯 洗　　1條 充　　填 研　　磨 応急処置 サホライド その他
月 実施校数並びに日数

診査

人員

実施

人員 人i歯 人i歯 人噛 人噛 人i歯 ぺ歯 人i歯

4
小　　4校　8日
中　1校2日＞1211
特殊　1校　2日

2｛｝6 196 26i　40 16126 105’　189 6gi　133
81　　9 95i　213 ll幽　ll4

5 劣1麗1＞18・ 293 270
40唱　61 38’　59 95脚　127 92　124 oi　｛｝ 138i　211

21唱　231

6 劣1儲1＞… 361 330 74、　116 60i　97 1241163 121：161 8，　　9 142i　198 101　57

7 無1懲1＞12・ 211 183 28i　52 25’　49 76，　115 73ill3 3i　3 68i　97 15　26〔1

8 雀獺1＞・・ 133 126 15　　21 11　　14
6〔1’　124 52i1・3 3、　　3 46　　82 9　　74

9 串1闘｛＞16・ 255 248 49i　76 44，　70 90i　152 97，　193 2，　　2 86、　144 131　142
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：
　
4
0
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136i乞30 134脚 228 3　　4 120　188
19脚　121

11 串1緩慧1＞17・ 323 319 21i　33 21i・3 151，290
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3i　6
131i　283

33　250

12 串1隈1＞12日 249 235 31i　48 2gi朽 105il79 105il79 1：　　1 92，　156 18、　149

1
小　　4校　8日
中　1校211＞14日特殊　1校　4日 270 258 画78 41i　64 120…177 1・gi　160 4i　5

128il93
3il8

2 徽1欝1＞18日 298 289 84i　143 60il12 125i　208 96il55 6i　5
141i　262 7，　65

3 小　　8校15日　15日 278 264 62i127 6（い26 1〔［4　　151 12〔｝i185 lil 121il87 11’　gO

計 89校　　　180日 3，209 3，015 52・i別2 綱i736 1，291ia1・5 1，211’ 1，999 42i　48 1，瞬214
170i1，571
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過去6年間の学校歯科保健指導車予防処置実施報告（昭和46年度～昭和51年度）
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　177　　　　　178
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5，202　　　　　　6，412

4，558　　　　　　6，161

1，377　　　　　　　1，168

2，154　　　　　　　1，976

3，407
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　272
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　13

2，666

5，066

25

　129

　166

1，168

1，976

2，666

5，066

　174

　71

　　2

　517

　学校歯科保健指導車の業績は上表のとおりで

す。51年の年間の運行日数は180日で，学校数は

89校，夏休みの8月にも学校からの要請があれ

ば，巡回します。

　診療内容は，要抜去乳－歯の抜歯，洗浄，初期う

蝕の充填，研磨，応急処置，サホライド塗布，歯

口清掃などです。

　診療実施人員は3，015人で，充填人数は1．291

人，充填歯数は2，105本です。

　歯科保健指導の結果は表のようで，集団歯科保

健指導が8，377人，個別指導は1，529人です。1

年間の巡回校数は89校，歯科保健指導の実施校数

も89校です。歯科保健指導実施率は100　％であり

ます。

　診療で終りではなく，統計に関心を持ってもら

うのは歯科疾患の予防を図る上で大変理想的で，

よいことだと考えます。

　表は過去6年間の予防処置実施報告です。昭和
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47年以降は1校につき2日間巡回するシステムで

すが，それ以前は1校1日でした。

　昭和46年度以前は歯科保健指導を全く行なわ

ず，診療本位でした。昭和47年度から歯科衛生士

が乗務して指導し，年々成果をあげ，今後さらに

歯科保健指導を充実普及していくことが予想され

ます。

　以上，神奈川県学校歯科保健指導車のあらまし

を説明しました。

　乗務の歯科衛生士の立場から将来を展望してみ

ますと，歯科医師会という窓口を通した対象学校

との連携をより充分にしたい。さらに予防処置を

含め，初期う蝕充填の効果をよりよくするために

歯科保健指導を充分に行ないたいと考えます。そ

のためには，受入れ学校の養護教諭にいっそう理

解していただかなければならない。このことが学

校保健体系の中で，保健主事や最高責任者の学校

長がよき理解者となるであろうことにつながりま



す。これが学校保健を維持する礎であることを忘

れてはならないと思います。

　座長　岩手県歯科医師会学術部委員の清野精文

先生，よろしくお願いいたします。

岩手県の巡回指導車について

　清野　岩手県は北海道に次いで一番広い面積を

持つ県で，人口密度が90．7人km2と最も少なく，

交通不便な山間の集落が多く，畑作牧畜が普及し

全面積の8割ほどが山地です。

　産業は，第1次産業である農業，牧畜，水産が

69％，建設業，製造業である第2次産業が13％，

商業，サー一一一・ビス業の第3次産業は20％です。農業

人口は85万で，兼業農家が約3分の2，出稼ぎに

よって収入を補うものも少なくありません。

　昭和49年度の厚生省調査では，人口10万人に対

する歯科医師数は全国平均37．9人に対し29．8人

で，全国で34番目です。

　いまだに僻地が多く小中学校856校のうち99校

が分校です。交通の便のわるいところでは1日1

往復のバスでは，とても歯科治療に通える現状で

はありません。

　厚生省の僻地調査で，小学校本校では僻地指定

校16，準辟地学校19，1級僻地学校69，2級僻地

学校37，3級僻地学校11，4級僻地学校4，5級

僻地学校はなし。分校では指定学校が100，準僻

地学校3，1級僻地学校19，2級僻地学校19，3

級僻地学校19，4級僻地学校5，5級僻地学校4。

中学校は，指定学校4，準僻地学校8，1級僻地

学校22，2級僻地学校19，3級僻地学校7，4級

僻地学校2，5級僻地学校なし。分校では指定学

校なし，準僻地学校1，1級僻地学校2，2級僻

地学校2，3級僻地学校1，4級がなし，5級僻

地学校3であり，小中学校合わせて約3分の1の

290校あまりが厚生省の僻地に指定されている現

状です。

　岩手県教育委員会は，僻地児童生徒のむし歯を

追放しようと，学校保健に基づく定期健康診断お

よび事後処置の困難な無歯科医地区僻地学校に，

学校歯科巡回診療車を巡回させ，歯科医師による

健診，初期う蝕治療，専門的保健指導を実施し

て，児童生徒のう蝕問題の改善と学校保健，地域

保健の振興を図りたいとの目的で，昭和46年度に

700万円の予算を投じて学校巡回指導車“けんこ

う号”を購入，治療面においては岩手県歯科医師

会が全面的に協力することになり，同年11月18日

に委託されました。

　巡回指導車の運営方針は次のようです。

　運営上の経費，治療費は県教委，県歯科医師

会，学校歯科医会，児童学校保健会等の協力を得

て地域保険を使用しますため，あらかじめ学校側

と話し合い，治療希望児童生徒の父兄から一応の

金額を集めて実施します。

　運営費と乗務歯科医師の手当は診療後県歯科医

師会が請求事務を行ない，全請求額の3割を巡回

診療車の運営，事務，備品補充，修理，診療機械

の修理，材料補充等の費用として使用し，7割は

各市町村歯科医師会へ支給します。これを各市町

村歯科医師会では口腔衛生事業，学校歯科保健大

会，学校歯科研修会等の費用に使用します。

　昭和46～51年度の巡回診療実績について要約し

ますと，①保険請求事務は県歯科医師会から派遣

された事務員がそのつど整理し，県歯科医師会か

ら請求します。②歯科医の報酬は1年間をまとめ

て各市町村歯科医師会に支給され，会全体の費用

として学校歯科保健大会，学校歯科研修会等の費

用に使われる。③金額は年間約40万程度で，僻地

学校の先生はあらかじめ当該学校の診療希望をと

り，県教育委員会に提出，1年間の計画を作成し

実施します。年々希望校が増加してきて充分な活

動がしきれない面もあります。④学校側の受入れ

状態は積極的かつ充分に協力的です。

　この制度は僻地学校におけるむし歯追放に大き

い成果を挙げ，大いに感謝されており，また僻地

学校以外の希望学校も増えていることは，今後の

課題となるところでしょう。

　県および各市町村歯科医師会会員は今後もでき

るかぎり全力を尽くして僻地学校のむし歯追放

に，児童生徒の健康保持に努める所存でありま

す。

　座長　いままでにご発表の先生がたに御質問が

91



へき地巡回診療成績

年度実施校数1在籍数　受診者数
処置数（治療数）
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要　80　準　339

310

289
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1，266

60

92

108

49

119

120

548

ありましたら，ここで承わります。ないようです

ので，助言の先生方からのお話をお願いいたしま

す。

　最初に，文部省の吉田省．一郎先生から教育活動

としての意義と望ましい結びつきといった方面も

含めて，よろしくお願いいたします。

教育と歯科バスのつながりは

　吉田　いま神奈川県と岩手県の大変すばらしい

御報告がありましたが，本当にこれだけの活動が

一
まあことばがわるいんですけれども　，行

なわれているんだろうかというようなことも，チ

ラッと感じました。

　とりわけ学校保健という立場で考えてみますと

きに，神奈川県の学校を対象とした活動で予防処

置，診療だけでなく，教育指導を大きい動機づけに

しておられると，いう点に深く感銘を受けました。

　で，私の立場で特に歯科保健活動の教育的意義

とその望ましいあり方の側面から述べろ，という

ことですので，2，3の観点から要約して申し上

げます。

　教育的に，となってきますと，神奈川県の場合

は1校に年間2日間です。1日ではダメなんで2

日間にわたるということです。そうしますと，そ

の2日ないし1日という機会が1年間の学校の教

育指導に活かされてくることが非常に大切なんで

はなかろうか。言いかえますと，単なる点にして
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おくのではなくて，やはり線にし，面にまでして

いって，子どもたち自身が歯科保健一自分の歯

科保健状態をよく理解して，いっそう口腔の健康

維持増進に努める決意を新たにして，明日からこ

れをやろうという，そういう意欲を起こして，子

ども自身が将来にわたって健康を保持増進してい

く意欲を，方法を身につけていくこと。これがや

はり歯科保健教育の一番大きな意義ではなかろう

かと思います。

　しかしそれであれば，学校で学校の先生だけが

やればいいんじゃないか，ということになってし

まいますが，それぽかりでは子どもたちはやはり

新たな感激をもって，感動をもって教育活動に，

あるいは自分で何かに取り組むということにはな

らないんではないか。

　そうしますと今日のご報告を少し教育的意義か

ら要約してみますと，私なりに考えてみますと，

3つぐらいになるのではないかと思います。

　第1は，巡回車を通して歯科医，衛生士という

専門家から，予防活動，実際の予防処置を通じて，

いわば体験を通して歯科保健に関心を持つという

こと。あるいは自分自身の歯と口腔の健康状態を

知るためのいいチャンスであると言えるのではな

いか。体験を通して理解する，あるいはこれから

の歯科保健についての意欲，決意を新たにするよ

い機会だといえると思います。

　第2は，岩手県にしても，神奈川県の例にして

も，一つは1年間の学校における活動の評価の機
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会だと思うわけですが，神奈川県の例でいいます

と，アンケート調査をしまして子どもたちの歯科

保健についての理解をテストされたり，口腔清掃

をどうやっていくか実際テストして，1年間の子

どもの取り組み方，学校の指導をテストしてみる

というスタイルですから，その機会を通して，学

校もまた今の教育計画はどうであろうかとたしか

めることができますし，不足の点を補充すること

ができることになるんではなかろうか。そういう

機会ではないか，と思います。

　第3は，たしかに歯と口腔の健康の必要性は学

校の先生，父兄はみんなよく理解しています。け

れども，とかく忘れがちです。こういう活動を通

して，学校の教師と家庭の両親が歯科保健の大切

さに目覚める機会だ，指導者の側からそういった

ことを言えるんじゃないかと思われます。

　一般論で恐縮ですが，そういう教育的効果があ

ると私は理解いたしました。

よりいっそう効果をあげるために

　それでは，それをいっそう意義あらしめるため

にどうしたらいいだろうということになります

が，ただ今のご報告でも問題点が指摘されまし

た。第1に学校の教育計画の中でいつ行くか，学

校の教育計画の中にどう位置づけるかが大切では

ないかと考えます。せっかくこういう活動をなさ

るのですから，受入れが充分であるように，学校

でキチンと計画化していることが非常に大切だと

思うわけです。

　第2には，その日のやり方を学校がよく知って

いること，方法の周知ということだと思います。

その点，神奈川県の実践の記録がすばらしいモデ

ルになるのではないでしょうか。前年度の12月に

すでに来年の計画を始めているということでし

た。第3に，学校で何をするかということを明確

にしておく，と言えるのではなかろうかと思いま

す。学校で何をすべきか，課題をより明確にして

おくということが非常に大切ではなかろうか。第

4に，せっかく年1回の機会ですから，診療とか

指導が終わってすぐにお帰りになるんではなく

て，できるだけ学校の先生方を集めて，今年の状

況は，たとえば歯口清掃については1年生はもう

すこしこういう方法で保健指導をしていく必要が

あるのではないか，といったような明日から学校

で取り組むべき課題を，職員に問題をつかむ機会

を設けて，明日からの宿題を充分に具体的にして

言っていただけれぽ非常にすぽらしいのではない

かと，私なんか考えているところです。

　最後に，いま文部省で日本学校歯科医会の先生

方と協力して，小学校の歯科保健指導の手引きを

作っているところです。この手引きにはまさに学

校の先生方が各学年において歯科保健指導をどう

していったらいいかが書いてあります。年内に完

成の予定で，幸いにごんど学習指導要領も新しく

なって，今以上に歯科だけでなく学校保健活動全

体を実施するための土台ができますので，それと

相まって，手引き書ができることになりますと，

いっそう先生方の活動を受け入れる学校側の態勢

も整備されていくのではないかと思います。学校

への御指導をいっそうよろしくお願いいたしま

す。

　座長　つぎは川崎市学校歯科医会副会長の一戸

先生から，本題についての展開計画のねらいをど

のように考えるか，ご助言をお願いします。

歯科バスと地域の臨床家のつながり

　一戸　私はやはり一一臨床家で，むしろわれわれ

には治療が与えられた仕事です。巡回指導車と地

域保健とがどう結びついて行ったらよいのかにつ

いての展開となりますと，学校保健の場を通して

の展開計画を考えなければいけません。私は川崎

におりますけれども，やはり神奈川県の人間で，

県の衛生士の原田君や鈴木君から細かに説明が行

なわれた。それらの方がたの努力に対して敬意を

表したいと思います。

　私はまず昭和47年から1校2日制にしたところ

に目を向けていくべきではないかと思います。量

よりも質をということで充実を図ってきて予防活

動にまでいたったところが大いなるミソではない

かと思っております。ですから，180日の稼動日
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数と，2日目の問題を取り上げていきたいと考え

ます。

　この2日目の内容一われわれは抜歯をすれば

洗浄，充填をすれば研磨を，というふうなことで

すが，この2日目の貴重な時間が大切ではない

か。ということは，そこが衛生士からする，ある

いはわれわれからする歯科保健指導，衛生教育，

保健教育のいい機会ではないかと，私は思ってい

ます。そして，それが地域保健とのいい接触点で

なければならないと考えております。文部省の吉

田先生からもお話がございましたが，予防活動を

より活発にすることは保健教育を充実させること

ではないかと思います。それが昨日の第1日目に

第2号議案として提案されたものと考えます。

　保健教育について，私は教育者ではありません

が，一言触れますと，となりに校長先生がおられ

て大変申し上げにくいのですが，まず第一は先生

の教育です。先生方がほんとうに一というと大

変申しわけないんですが，知らなすぎるというの

が現実です。まず先生方の教育をすることが第一

です。先生方の教育が終わった後でなければ児童

生徒の教育はできない。次に児童生徒への教育と

児童生徒を通じた父兄への啓蒙です。啓蒙活動に

ついても，釈迦に説法でしょうが，どこの家をの

ぞいても学校をのぞいても，そこの家なり学校な

りがまず衛生知識があるかどうかということは，

俗に申し上げれば玄関のデタや便所を見なさい，

掃除の状態を見なさい。学校についてはう歯の状

態を見なさいといいたい。私はその辺に目を向け

ていくことが保健教育のポでントではないかと考

えます。

　父兄の問題につき考えますと，これは学校の中

にわれわれも入り込んでいく必要があると思いま

す。こぞんじのように学校には保健委員会があり

ますが，ある学校とない学校がある。学校に保健

委員会があっても，出てこいという招請のないと

ころもある。また校医も積極的に出て行かない，

というのが現状でないか。大いに反省すべき点で

あろうと考える次第です。

　これまでの処置ということに重点をおいて予防

に背を向けてきたいき方，わるいとは申しません
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けれど，やはり今日のように日学歯が第4次のう

歯半減運動といった提言をし，予防に重点をおく

のは問題がここにあるからではないかと私は考え

ます。

　そこで，たとえば予防については隣席に専門家

の中尾教授がおられますので，薬剤などについて

の予防活動はお任せして，私はむしろきわめてポ

ピュラーな問題といいますか，刷掃の問題そのも

のをお話ししてみたいと考えています。

　刷掃いわゆるブラッシングは従来からあるし，

同時にやはり今日まで言われていても実は大変新

しい言葉でもあると思います。そこで習慣化とい

うことですが，私どもは毎日朝起きれば歯をみが

く，頭を洗うとか風呂に入るとか，これが生活習

慣であり，清潔習慣でもあるわけです。ブラッシ

ングすることが刷掃習慣になるわけです。こうい

う清潔や刷掃という習慣が形成されなけれぽ意味

がないんだ，と私は思います。刷掃習慣と言いま

すが，大変不安定で定着しないのが現状です。

　ということは，いろいろ調査をしますと，1日

1回もみがかない子どももあります。最近は塾だ

なんだ，深夜放送だと大変に遅くまで起きてい

る。朝起きて学校へ行くのがせいいっぱいで，食

事しないのさえいる。まあ別の問題も含んではい

ますけれども，ともかく歯をみがかない子が非常

に多い。と同時に，1週間のうちで日曜日はどう

もみがかない方が多い。というのは学校では先生

からいろいろと教育されるQ指導とか監督のある

中ではするけれども，目を離すと忘れてしまう。

　月でみますと，1年の中では夏休みの8月が大

変多い。これは調査の結果の事実です。習慣づけ

には親の意思が強く働くわけですが，母親という

ものは，どうもガミガミつねに言ってるせいか，

あんまり言うことをきかない。むしろお姉さんお

兄さんとかが，いつも何か自分の目の上にあるボ

スとでも言いますか，歯をみがかなきゃいけない

よ，頭を洗わなきゃいけないそ，と言うと相手も

いうことをきくというのが事実です。やはりその

辺に注意を向けて教育をしたらいいんじゃないか

と思います。1日3回，3分以内に，3分間やる

という例もありますが，どうもなかなか1日1回



みがくものが一番多くて，3回なんてはむずかし

いようです。

　あえて申し上げたいのは，なんでもかんでも3

回みがけというよりも量よりも質で，1回の刷掃

を充分にやるということ。むしろそこに重点をお

いて清潔習慣をつけていった方がより効果があが

るんではないかと私なりに考えます。

　先程も申しましたように，先生方も保健や衛生

教育に充分目を向けていただくと同時に，刷掃ひ

とつにしても，まず学級担任の先生が，自分で習

慣を習得して，子どもたちに教えていただきたい

というのが私の言いたいところです。

　従来も現在も，よく集団指導ということばをつ

かいますが，最初は集団でもいいけれど，より効

率的に効果をあげるためには，個別指導がいいの

ではないでしょうか。まず集団でやった後に，な

おさらに個人へという移行が私は望ましいと考え

ます。

　巡回指導車が各都道府県で活用されており，い

ろいろ問題も含んでおりますけれども，やはりこ

の巡回指導車そのものが先兵であってほしいし，

保健教育の充実にはこの指導車を接点に地域と学

校が結ぼれていくのを望みたいと私は考えます。

　座長　次に山田央先生，それらの活動を学校側

はどう受け取ればよいか，というような問題点も

含めて，御助言をいただきたいと思います。

校長の立場から

　山田　歯科医師会あるいは行政の立場で非常に

意欲的に取り組んでおられることに，受ける方の

私の立場から御礼を申し上げます。問題点として

指摘されているのは，どちらかというと私の立場

の問題で，受入れに問題があるという結果が出さ

れました。

　学校の歯科保健活動は，予防活動，いい換えれ

ぽ歯科保健指導になると思います。歯科保健指導

車に絞って申し上げますが，これは医療機関に乏

しい不便な学校を回って，子どもたちを対象に処

置をする，巡回をすることが活動単位になっても

おります。この巡回車は“歯科パス”といいます

が，現在希望学校が非常に多いということです。

極端な例を申し上げますと，集中して何日も来て

ほしいというのが相当多い。これを裏返してみま

すと，非常に歯科バスに対する希望，期待は，治

療を期待しているとハッキリ言えるかと思うんで

す。－歯科バスの実態は，発表のように対象校もう

蝕歯を持つ子どもたちも非常に多いとなると，巡

回実態からみて，歯科バスに治療を期待するのが

むりなのは歴然としていると思います。

　学校としては歯科バスをどう活用するかが学校

の受入れの基本姿勢にならなくてはいけないんで

はなかろうかと考えるわけです。神奈川県の場

合，どちらかというと“歯科保健指導車”という

名前のとおり，基本的には歯科保健の指導という

ことになっていると私は理解するわけです。治療

でなく指導である，指導が先にあるというように

なっておりますが，受け入れる学校も希望姿勢と

しては，この巡回を契機として，歯科保健に対す

る意識の向上を図っていくよい機会としてとらえ

る。先程の吉田先生のお話のように，対象が非常

に多い，治療効果という問題も非常にむずかしい。

学校としては，いわゆる学校歯科保健指導車の機

能をさらに拡大して受け入れることを基本に押え

る必要があるんじゃないか。どちらかというと受

け入れるというよりも活用するというような姿勢

になっていかなくてはいけないんじゃないかな，

と考えます。

　学校としては，吉田先生のお話を具体的にする

ような形になると思うんですが，6月の歯の衛生

週間に対応するような習慣性というものが考えら

れるのではないかQ

　ただ特別の行事となると学校としてはなかなか

むずかしいんで，歯科バスが来る1週間あたりを

中心に，朝礼を通してとか学級指導とかをその期

間に，歯や口腔の清潔検査を徹底的にやるとか，

図工にポスターを描くとかというような，そうい

う内容，素材をその1週間に集めるということも

できる。子どもたちにそういう意識の啓発を図っ

ていく機会としてとらえることができないのか。

　同時に，学校外の関係つまり地域との結びつき

になりますと，歯科バスのくる日にPTAの行事
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も関係行事も持っていくことはできるのではない

か。

　PTAの行事というようなことになりますと，

歯の健康は最終的には個々の児童・生徒個人の生

活のしかたに関わってくる問題だと思うんです。

これは健康問題すべてに同じだと思いますが，歯

の健康では特に言えるんじゃないか。どちらかと

いうと成長期に勝負がかかっていると言えるんじ

ゃないかと思うんです。

　この成長期が一つの勝負を分けるのは学校の指

導よりも，むしろ親の姿勢が最も大きく中心にな

ってくる。そこで，PTAなどの親の組織があれ

ぽ，歯科バスの治療の見学をする。歯科衛生士の

かたが先程子どもの指導が100％と言われました

が，これをPTAを対象にする指導にふり向けて

もいいんじゃないかなと感じるんです。

　PTAの年間活動の中には学校の職員が働きか

ける計画があるわけですが，こういうふうな具体

的な生ぎた活動を素材として，違った角度から，

専門の角度から親に働きかける，あるいは人数が

少ない場合には子どもも親といっしょにというこ

とも考えられると思うんです。そういう親と子を

キッチリ指導していく機会としてこの辺をとらえ

ることが学校としてはできるんじゃないか。そう

いうふうに広げていくべきではないかな，と考え

るわけです。

　もう1点は，養護教諭による追跡調査を怠って

はいけないということです。せっかく治療をして

も再発することが非常に多いわけですけれども，

歯科バスで治療した子どもたちが，その後どう変

容しているか，生活が変わってきているかどう

か。同じような生活をしていれば，またう蝕をく

り返すという形になってくる。

　この子どもたちをチェックして継続的に生活態

度の変容，望ましい生活が定着するように継続指

導することを養護教諭あたりがチェックをしてい

く。歯の清掃の状態とか食事，甘い食べ物のとり

方の指導などを含めた，いわゆる生活態度の変容

が継続指導として養護教諭が当然チェックしてい

く事柄になっていくんではないか，と考えるわけ

です。
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　先程問題になっていました受入れ態勢の問題で

すが，県の保健指導車の歯科衛生士さんからも，

校長に問題があるということで，校長を代表して

おわび申し上げます。教師の問題も御指摘のとお

り，多くのいろんな問題があります。校長や教師

の立場の問題については，それぞれの学校単位の

内部での教育と，もう一つは行政からの計画的な

一つのケースという形で盛り上げて行かなくては

いけないんじゃないかと感じました。

　ただ，受入れ態勢としては，吉田先生が言われ

たように，手順など多くの事柄を充分熟知してい

なければいけない。というのは，私の学校でいい

ますと，新設校で，まだ1回も経験がありません

し，今年も巡回の計画はないんですけれども，い

ま考えてることは，私は保健主事と養護教諭を巡

回された学校へ出張させて，その様子を充分見さ

せて，じゃあうちの方の学校ではどういう態勢を

作ったらいいか，というのをとらえさせようと考

えております。実際に目で見，調べてとらえさせ

るという見方が必要じゃないか。

　その他のあり方としては，地域の保健主事とか

養護教諭の立場で，歯科バスをどう受け入れたら

いいかという話合いをすることも一つの問題解決

の形になっていくんじゃないかと考えています。

　なにをおいても，歯科バスが来て，そこで勤務

している方がたに気持ちよく働いてもらえる態勢

を，まずねらいとして作る必要がある。と同時

に，歯科バスの機能を歯科保健の向上についてど

のように活用するか，どう広げていくか，どう100

％活用するかという対応のことも充分考えておく

べきではないかと，こんなふうに私は考えており

ます。

　先程お話のありました歯科バスでの幼児の治療

の場所として，校長から学校使用を断わられたと

いうこと，そんな校長もいるのかなあと思うと全

く恥ずかしくめいってしまうほどです。大変申し

わけなくおわびを申し上げます。

　座長　それでは最後に，中尾先生から地域保健

と学校1歯科保健における予防歯科活動のあり方に

ついて，ただ今の御発表に沿ってご助言をよろし

くお願いいたします。



予防歯科と地域

　中尾　私は象牙の塔に閉じこもっているのでは

なく，口腔衛生という分野を担当しております。

社会歯科学系に属しているわけで，国民の幸せ，

それは健康に通ずることだということを念頭にお

き，教育と研究，フィールド活動をやっておりま

す。ですが，えてして歯科医師会の先生方の前に

きますと，君の言うことは学者の空論である，荒

唐無稽なことばかり言っている，とお叱りを受け

るわけで，本日はそういうことも覚悟をしてきて

いるわけです。ここにおられる皆さんは，国民の

しあわせのために日夜研さん努力しておられ，私

もしあわせになりたい，人間だれしもしあわせに

なりたいわけです。その根元は健康であるという

ことだろうと思います。

　それではここにでている地域歯科保健とは何

だ，ということをすこしお話ししてみたいと思い

ます。私はこの神奈川県の行なっておられる地域

医療，それに伴う保健のあり方につきましては敬

服しているわけで，それらのことと連動してお話

を進めたいと思います。

　人間は1日に24時間しか時間を持てないわけ

で，3分の1は眠っていて3分の2は学校なり職

場なりに行ったり，家庭においての生活があるわ

けです。大きく日本国民全体を考えました場合

に，1億いくらかの人間がいて，産業に働いてい

る人間が約半分，学校関係は，学童も教職員も含

めて国民の約4分の1弱ということです。現在核

家族になっていて，お父さんお母さんと子どもが

平均1．5人で住んでいる社会をまず見つめていか

なけれぽならないということをお話ししたい。

　地域の諸特性を重視しなけれぽならないので，

はじめに座長から都市，農村いろいろの問題があ

るとおっしゃったけれど，都市にも農村にも大変

な変貌があったわけです。家族構成は大家族から

核家族，現在ではニューファミリーの時代になっ

ておりまして，育児の問題を含めまして歯科保健

問題も発想を大きく転換させて，地域医療の一環

として行なっていかなければどうしようもない。

　今までわれわれの先人たちは血のにじむような

努力をして，昨日本県の至宝また日本の私たちの

宝だと思う榊原勇吉先生のお話を聞きました。昭

和2年からの御努力，それから根本はわれわれ歯

科医師の血のにじむような努力だ，私は88歳にな

ってもまだこれからがんばってやりたいんだ，

と。まずわれわれ医療担当者の気持を，今までの

医療の治療中心といった考え方を改めていかなけ

ればならないわけで，ここに本格的な医療を推し

進めていくことが現在の医療の概念になっている

わけで，包括的な医療というものが地域医療に結

び付いてきます。

　医療とは治療だけではないわけで，健康な子ど

もが生まれて，その健康状態を持続できるように

親はけんめいな努力をします。ところがけんめい

な努力を怠ってしまうのは社会がわれわれをむし

歯にさせる環境状態として非常に都合よくできて

いるわけです。

　とにかく親が本来やらなければならないこと

を，学校の先生に任せてしまうというようなこと

でずうっときています。健康な体をそのまま病気

にならないようにやっていこう。健康の保持増進

をまず第1に考えて行く。それから予防を考え

て，3番目に現在の医療の中心である治療，健康

破綻に対する回復というものをやらなけれぽなら

ないわけです。

　地域における包括的な歯科医療，健康の保持増

進，予防，治療，リハビリテーションということ

をいかにうまく適用するかということは地域保健

を推し進めて行く根源になってきます。

　もう1点重要なことは，国民あるいは市民の主

体的な参加が必要になってくるわけです。われわ

れ医療担当者が勝手に，つこうで行なってはなら

ないわけで，一般の国民のほんとうに困ってるこ

とは何なのかということです。現在あらゆる面で

われわれ歯科医師が大きく社会問題になっており

ますが，医療は人間を対象としている関係で，世

論からきびしい批判を受けるのは当然です。それ

なりにやはりわれわれの努力だけではなしに，市

民の主体的な参加を得て，行政の力を動かしてい

かなければならない。行政のほうもがんばってや
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っておられるわけです。ところが3歳児検診がり

っぽにでき，学校保健もりっぱなものができてお

ります。労働保健も労働基準法，労働安全衛生法

等ができております。

　ところが歯科は特殊な，口だけであるという認

識がどうしてもあって，おざなりになっている。

国民もむし歯は病気ではない，と横を向いている

わけです。しかし，包括的な歯科医療を地域にお

いていかに適用していくかを考えることが大事だ

と思うんです。

　で，その組織が学校保健でして，先程からの発

表者，助言者のお話のように，その組織を大いに

利用しなければならないQ吉田先生も先生方の協

力が必要であると言われたんですが，私もそれが

大事だと思うんで，先生方に私どもがいくら強要

してもだめだと思うんです。まず先生方の歯の治

療をうんとしてあげて，認識を持たしてあげる。

　公衆衛生を地域に推し進めていく場合，根源的

なものは何かといいますと，衛生教育です。それ

と専門的なわれわれの努力，それから行政による

方法があるわけです。吉田先生が横におられて申

しわけないんですが，今まで歯科問題に対してこ

れが足りなかった。国はもっと暖かい手を差し延

べられると思うんです。

　神奈川県の今までのやり方を見ますと，歯科医

師会の先生方の御努力というものが行政に反映し

て，子供病院一つにしてもたしか日本で最初にで

きたと思います。まずわれわれ歯科医師自身が声

を大にして行政を動かすようにしてきた努力，そ

れが巡回パスほか，あらゆる面を見ても国民にい

いことを還元していればこそ実った。住民の声が

反映して，はじめて地域保健が可能になってきた

といえると思います。

　地域といってもそれぞれ特性があり，階層があ

る。都市では職場とか住居，農村では住居が生産

の場でもあるわけで，農村地帯に非常にむし歯が

多くなっているのは，住居と職場がいっしょにな

っていて差がない必然性から，だらだらと粘着性

の甘味物などを安易に与えている姿を反映してい

るわけです。たえず歯科医は住居地の，共同体の

構成メンバーとか，地域の環境をみていかなけれ
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ばならないと思います。つまり地区の調査，診断

が大事になってきます。

　なんでもかんでも，ただ場所を得たらいいとい

う問題ではないわけで，ほんとうにどこで困って

いるかを見ていかなけれぽならない。

　私どもの大学は埼玉県の6万人ほどの，最近や

っと市になった所にあります。学生の方から“お

前はいつも予防で大きな口をたたいているが，地

域ではたして公衆衛生で何をやっているんだ。わ

れわれも参加したいし，そういうプPグラムを見

せてほしい，そして評価をしてほしいんだ。先生

のやられたことによってむし歯が何本減ったか。

経済的にどれだけの効果があったか，ということ

を見せてほしい”と，彼らから要求があるわけで

す。

　45年の設立から私は今はまず地域の歯科医師会

の先生がたの御協力，同時に行政の方がたの御協

力を得，地道な地域保健の基礎的なこと，つぎに

全体的な地区の調査をやっております。

　フッ素問題にしても，私たちは国民の害になる

のでは困るので，たえず地域住民の幸福を願って

いるので，まずチェックする必要があるわけで

す。経験的に全県下のフッ素濃度を見て，食品で

どの程度フッ素をとるか，いろいろなことも調査

をします。これらの基礎的な調査をしっかりやら

なけれぽならない。

　で，今日は少しフッ素問題で皆さんにお話しな

けれぽならないところに来ましたので，ちょっと

お話をしてみたいと存じます。

　われわれが医療をします場合，専門職が行ない

ますプロフェッショナルケアと家庭において家族

の全員が行なう家庭療法といいますか，ホームヶ

ア，もうひとつは公衆衛生的なものと3つの方法

があるわけです。フッ素は，疫学的な知見で有効

性が分かっているわけです。しかし，毒性もあり

まして，必ずわれわれの責任においてプロフェッ

ショナルケアとしてやるべきだということが根源

です。ですが，私は戦争中は肝油を飲まされたり

カルシウム錠剤を飲まされたりしたことがありま

すが，フッ素がいいからといってすぐにそれに飛

びつくというのはいけない，そういうものではな
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いわけです。そこをしっかりわきまえなけれぽい

けないし，公衆衛生的に用いる場合も一人でも事

故があってはいけない。行政としてやる場合，い

やな人もあるので，コンセンサスを得なけれぽな

らない。われわれはフッ素問題について懇切丁寧

に患者さんに説明をして理解してもらう。むりじ

いはいけない。予防はフッ素を塗るだけのプッシ

ュボタン式のものはないわけです。その場合，や

はり衛生教育が第一番で，学校歯科と家族の関係，

これが学校歯科医と母親たちの協力によって地域

に広がっていく，それから産業保健とも連動する

という方向にわれわれ歯科医が努力して，人間関

係を開拓していかなければならないんです。人間

関係を開拓せずに，おれは歯医者だから偉いんだ

というふうな態度だけではいけない。やはり衛生

教育をする場合に人間関係をまず開拓して，多様

性を持たせた予防を地域に推し進めていくことが

必要になってくるのではないかと思います。

　座長　それではこの辺で総括的なご質問をいた

だきたいと思います。

　不明（埼玉県）岩手県の研究発表の中で，巡回

指導車に乗って仕事をなさる先生方は，もちろん

社会のための奉仕というお気持がおありでしょう

が，費用弁償はあるでしょうか。私の地区では巡

回車で治療することはありませんが，1年1回公

園や広場，街頭で，地域の公衆衛生委員が話をし

たり，歯みがき指導，カラーテスターを使った

り，保健衛生の話をしたりしますが，市役所から

わずかですが費用が出ます。

　清野　乗務歯科医つまり，僻地である当該学校

のあります所の会員の先生方が治療に当たりま

す。その費用弁償は，県の方で各支部へ年間まと

めて支給されます。ですから個人には支払われま

せん。

ワンポイントのまとめ

　座長　まだまだ御質問も多々おありになろうか

と思いますけれども，予定時間ですので，あと5

分ほどをまとめにいたします。

　ご発表の3先生の貴重なご研究，その大部分が

巡回診療に各自で行かれたことでした。私が感じ

たワンポィントだけを申し上げたいと思います。

最初は鈴木先生の発表ですが，学校保健のワクと

いいますか，年齢的なワクとより以前の乳幼児の

対策も同時に考えていきたいとのこと，非常に同

感です。

　つぎに原田先生のお話の中にありました，いわ

ゆる活動の質を高めていきたいこと。そこに一つ

の意義を感じたわけです。

　清野先生の御発表，これはもうすべてが歯科医

師会がほんとうにこのアクティビティといいます

か，この精神で，あのスライドで拝見しましたぽ

う大な量のご活躍，また勇気，エネルギーにはも

うただただ敬服のほかはないと思います。

　つぎに御助言の先生方にいろいろ言っていただ

きましたのを，私なりにまとめたいと思います。

　吉田先生からのご助言に大きな項目が2つあり

ました。1つは，この活動を予防への協力の出発

点としたい。その内訳は3つで，その①は体験を

通して理解するいい機会であり，教育的意義で

す。②学校における計画の評価の機会に活用した

い。③学校全体が関心を持つひとつのいいチャン

スである。以上3点をご指摘いただきました。も

うひとつは，効率化を高めるためにというテーマ

で，これは4つご指摘下さいました。①学校計画

表にその活動の位置づけを明確化すること，明ら

かにすること。②この活動の方法の周知を図るこ

と。③この活動の展開をするときに学校で何をす

るのか，非常に含蓄のあるおことぽをいただきま

した。④学校の先生方に改善につながる提案をし

ていただきたい。これは巡回チームに対する御助

言でした。

　つぎに一戸先生の御助言は，4つありました。

①計画の基本には量から質への方向転換が必要で

ある。②予防教育活動のねらいのポイントとし

て，予防処置と教育の一体化。③保健教育のスタ

ー トラインは，まず教職員の教育という考え方。

④習慣化の量から質への保健指導の展開。この4

つのねらいを一戸先生からは御助言いただきまし

たo

　つぎに山田先生から5つ御指摘いただいたわけ
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です。まず最初に①学校側がどのような期待度を

持っているか。それはあくまでも治療中心が多い

のではないだろうか。②学校側がこの活動をどの

ように活用するかによく留意して計画を組んでほ

しい。で，具体的な例題として，a．この活動の

機会を活かす。またはb．とらえる，たとえぽP

TAその他の問題をとらえる。　c．機会を作るこ

とです。機会を活かす，とらえる，作るというこ

とで例題を挙げて説明されました。③PTAも含

めて，この機会を活かしたい。④養護教諭による

追跡調査の提案がありました。⑤地域指導者との

話し合いが大切である，なぜならばこの活動のよ

りよい効率化を図るために，という御助言をいた

だきました。

　最後に，中尾先生からは大前提として，現在の

情勢では国民すべてにむし歯があまりに多すぎる

ので，逆に予防意識が慢性化し，鈍くなっている

のではなかろうか。社会環境の改善によりたいと

いうお話で，最後に，フッ素活用のワンポイント

として必ず了解を得て実施してもらいたいという

御提案，御助言でした。

　以上，4先生また3名の発表の先生方の貴重な

御発表と御指導をいただきました。あとちょっと

全国の僻地の巡回診療の数値がありますので，申

し上げます。

　現在全国で1，233ヵ所の僻地で巡回がなされて

います。この中に小学校数は8，500校です。これ

に要しました巡回診療の，予防・指導を含めての

数字でございますが，延べ日数2，574日，割算し

ますと1地区に1．99日です。

　1日の実施数の全国平均値が，1地区で33．9

名。1．99日を約2日としますと，それをで2割り

ました数字がまあ一応の平均値である。そして充

填歯数は1人当り1．6本になります。抜歯数が1

人当り1．4本です。

　時間の関係で割愛させていただいたところもあ

りますが，これをもって第3領域のディスカショ

ンを終わります。
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編集後記

本号は第41回全国学校歯科保健大会の特集号である。大会に参加した方には記憶を新たに，参加で

きなかった方がたのためにその模様と内容を詳細に報告するものである。

第1日の大会式典は9月30日午前10時，神奈川県横浜市の県立音楽堂で，全国各地より1，200余名

が参集して，盛大に行なわれ，第2日は第1領域「予防活動のすすめ方」第2領域「健康相談の展

開」第3領域「地域歯科保健とのむすびつき」として研究協議会が熱心に，しかも活発に行なわれ

たので，その模様をお読みいただき，今日の学校歯科医会のあり方を理解しご協力を賜わりたい。

伊豆大島近海地震はフィリピン海プレートが伊豆半島を西に押し曲げる力で起こったと地震の発生

メカニズムが発表され，ごく単純に計算すると33年に1回，伊豆半島のどこかでマグニチュード

（M）6．5から7ぐらいの地震が起きることになるという。日ごろの対策が欠かせない。この地震で

被災を受けた地区の方がたと，尊い命を失くされたご家族に心からのお見舞と，ご冥福を祈念する

次第である。

私も熱海に住む一人として一日も早く災害対策が設定されることを願望するものである。立春も間

近い，今年の豆まきは「福は内，不景気とソ連カゼは外」とまくつもりだ。わが家の紅梅も五分咲

き，鶯よ声を聞かしてくれ。春よ早くこい。　　　　　　　　　　　　　　　飯　田　嘉一
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